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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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intro　─心の傷と宝物─









（Shino's view）




　降り注ぐ日差しは柔らかく、温かく。

　澄み渡る空気は清すが々すがしく、心地よく。

　そこから見える景色は晴れやかに、誇らしく。

　開け放たれた窓から吹き込む初冬の空気を胸いっぱいに吸い込んで、カンタトリス音楽院学院長──東雲しののめ詩し乃のは目を細めた。

　詩乃の視線の先にあるのは来武ライブ演習場だ。

　円形のステージを囲うように最大で五千ほどの観客を収容できるその場所は、今日の学院祭でも様々なイベントが開催される、いわばメインステージとなっている。

　カンタトリス音楽院が行うイベントとしては音楽祭と並び最大規模のもので、訪れる来場者の数は一般的な学校の行う学園祭とは比べ物にならない。

　その一大イベントの始まりを伝える開会式を今か今かと待ち望む生徒たちが演習場のスタンド席へと集まっているのだ。

　その表情は余すところなく笑顔である。

　これから行われるイベントに胸膨らませ、楽しい時間を心から満喫しようと心待ちにしている。

　その笑顔が詩し乃のにとっては一番の宝物だった。

　歌姫カンタトリス──特別であるが故に特別であることを義務付けられた存在。

　それはきっと、持たざる者から見れば羨せん望ぼうの対象で、希望の表徴で、畏い怖ふの象徴であろう。

　だからと言って、持つ者が必ずしも幸せとは限らない。だって、世の中には持たざる者の方が圧倒的に多いのだから。

　そして人という生き物は基本的には残酷なのだ。

　特に自分に対して脅威をなす未知なる存在を目の当たりにした時は。

　調査、研究という免罪符を振りかざした時は。

　詩乃の脳裏にいくつかの映像がフラッシュバックし眩暈めまいを覚える。じっとりと背中に汗をかいていた。心臓が悲鳴をあげるように鼓動する。

　膝ひざががくがくと震えていた。

「──あれからもう五年も経たっているというのに、傷はまだ癒いえないか」

　眉み間けんを指先でつまんで、ゆっくりと深呼吸を繰り返して呼吸を落ち着かせる。

　けれど、その悪寒は、痛みは治まることは無かった。治まるはずがなかった。

　だって、その傷は魂にまで深く深く刻まれてしまっているのだから。

　紫色の唇を強く嚙かみ締めて、ぎゅっと拳こぶしを握りしめて、もう一度演習場を、詩乃の大切な宝物たちを見つける。

　守らなくてはならない。その笑顔を。明るい未来を。

　歌姫としての才能を持って生まれてしまった少女たちが、人として幸せな未来を歩めるように、守らなくてはいけない。

　それが自分自身と──あの人と交わした約束だから。




「私みたいな存在は、私ひとりで十分だ」




　そう呟つぶやいた詩乃の表情には、もういつもの強さが戻っていた。






１章　─学園祭と全力乙女─









「それでは、これからカンタトリス音楽院学院祭の開会式を行います。では、学院長、開会の宣言をお願いします」

　ステージに立つ進行役の明あ日す香かのアナウンスに頷うなずいてから、学院長はステージに上った。

　陽ひの光を浴びて、艶つややかに照り返す黒髪。ピンと背筋を伸ばし、紫水晶を思わせる大きな瞳ひとみをぐるりと演習場の席を埋める生徒や関係者たちに向けた。

　その佇たたずまいを見て悔しいけど誇らしい気持ちが湧わき上がってくる。

　──やっぱり様になるよな、式典の時の学院長って。

　ＢＬ大好き、下ネタ連発という普段の残念な性格を知っているだけに、色々と複雑な気持ちになってしまうけど。

「ええと、開会宣言をする前に、本日の学院祭を祝してスペシャルなゲストが来てくれましたので、まずはその紹介をさせていただきたいと思います。皆さんもきっとびっくりすると思うわよ」

　そう言ってにっこりと笑う学院長。

「タケルさん、タケルさん、スペシャルなゲストって誰だれですかね？」

　僕の左隣に座りそう訊きいてくるのはクラスメイトでありパートナーでもある花か穂ほだ。興奮からか頰ほおを朱色に火照らせている。

「さあ、誰だろうな？」

　スペシャルゲストが来るなんて話、学院長してなかったし。

「なんかワクワクしますね」

　他の生徒達もそうなのだろう。会場中がざわついていた。

「それじゃあ、さっそく登場していただきましょう。はい、ミュージックスタート！」

　学院長がステージの中央で高らかに手を上げる。

　一瞬、会場中が静まり返った。

　そこに響く電子音。

　最初は単調なリズムの繰り返し。それが徐々に複雑に絡み合い、独特の世界が空間を支配していく。テクノサウンドの独特の酩めい酊てい感。

　エコーの効いた甘い歌声ルーンが脳を揺さぶり、自然と身体がリズムを刻む。そして、

「わあああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！」

　会場中から大歓声が沸き起こった。

　それもそのはずだ。この曲はここに居る人間だったら誰だれでも知っている。いや、世界のほとんどの人間が知っていると言っても良いだろう。みんなが憧あこがれる、世界に九つしか存在しない宝石の内のひとつ。

「お、お姉ちゃんっ!?」

　花か穂ほとは反対側の隣に座っていたシルヴィさんが立ち上がって叫んだ。

　そう、この曲はシルヴィさんの姉でありフランスが誇る宝石歌姫ビジユカンタトリス──電でん子しの翠すい玉ぎよく、メアリー・マルソーのものだった。

　入場ゲートからメアリーさんが姿を現す。

　ツインテールのプラチナ色の髪に陶器のような白い肌。そして、その二つ名を象徴するエメラルドグリーンの瞳ひとみ。

「お、お姉ちゃんです。タケル、お姉ちゃんです！」

　シルヴィさんは興奮した様子で視線をメアリーさんに向けたまま、ぎゅっと僕の手を握ってきた。

　メアリーさんは相変わらずの無表情のまま、スタンドに向かって手を振る。

「うわああああああああああああああああああああああ！！！！！！！！！！！」

　その瞬間、さっきまで以上の大歓声。すごい人気だった。

「さすが私のお姉ちゃんです！」

　誇らしげに、ぺったんこな胸を張ってシルヴィさんが言った。

　数ヶ月ほど前までは色々あって心を閉ざしていたシルヴィさん。その一番の原因とも言える存在だったのがメアリーさんだ。

　だからふたりの関係は幼い頃ころからずっとぎこちないままで、本当はお互いがお互いを大切に思っていたのに、何年も会話を交わさないままだった。

　それが、今はこうして何のわだかまりもなく、無邪気な表情で偉大な姉のことを誇らしげに讃たたえている。

「お姉ちゃん！　お姉ちゃーん！」

　満面の笑みで声援を送っている。

　それがすごく嬉うれしかった。

　メアリーさんはそのままステージにあがると学院長の隣に立ち一礼した。

　よくよく考えてみると、今のステージ上はものすごく豪華だよな。

　なんせ神楽かぐら特とつ区く、フランス、そして日に本ほん。三人の宝石歌姫が一斉にステージ上に居るのだから。

　こんな豪華なシーン、ＩＣＣ主催のグランプリシリーズでもなかなかお目にかかれないだろう。

「今日はフランスから親善大使として電子の翠玉、メアリー・マルソーが遊びにきてくれたわ。宝石歌姫ビジユカンタトリスと接する機会はあなた方歌姫研修生イミテーシヨンにとって非常に有益なことになるでしょう。ですから、物もの怖おじせず積極的にコミュニケーションをとってね」

「みんな、よろしく」

　再び起こる大歓声と拍手の嵐あらし。

　まあ、僕達カンタトリス音楽院の生徒、特に歌姫研修生たちにとって宝石歌姫は憧あこがれの存在であり目標でありアイドルだ。

　その興奮の意味はよくわかる。

「タケル！　あれが私のお姉ちゃんなんです！」

「あはは、知ってますって。この前、一緒に会ったじゃないですか」

　あまりにも誇らしげなシルヴィさんの姿に思わず頰ほおが緩んでしまう。

　けど、その気持ちもよくわかる。それはきっと、僕が明あ日す香かに抱くような気持ちと一緒だろうから。

「あ、あのっ、シルヴィさん！　よ、よかったらお姉さんのこと、紹介してもらえませんか？」

　花か穂ほがそう言うと、シルヴィさんはこれ以上ないくらいに嬉うれしそうにドヤ顔をして、

「花穂がそこまでお願いするのでしたら、紹介してあげてもいいです。花穂はお友達だから特別ですよ」















　ほんとに可愛かわいらしいなこの人は。無邪気でちょっと生意気な子供っぽくて。

　それから学院長の開会宣言と注意事項の通達が行われ、開会式は無事に終わった。

　空に響く空砲の音。

　気合いを入れる生徒たちの声に鳴り止やまない拍手。




　──さあ、いよいよ学院祭の始まりだ！





　　◇◇◇






「おはよう、タケルくん」

「いらっしゃい」

　開会式の後、僕は学院長室に呼ばれていた。

　今日の見回りなどの方針を決めるためだ。

　そして僕を出迎えたのは、さっきステージ上で喝かつ采さいを浴びていた学院長とメアリーさんだった。

「わざわざ悪いわね。当日まで手伝ってもらっちゃって」

「いえ、それは構いません。裏方は絶対に必要なんですから」

　まあ、僕の性格的にも表舞台に立つより裏方の方があってると思うし。みんなが無事に楽しい学院祭を過ごせれば、それで満足だ。

「このお礼は後でちゃんと私の身体で払うわ」

「いりません」

　学院長の言葉に即答してやる。

「そう、もうすぐ二十歳を迎えてしまう私の身体なんかじゃお礼にならないって言うのね」

　そう言って学院長が切なそうな顔をした。こんなの百パーセント演技だってわかっているのにちょっと心が痛かった。

「わかりました。それなら、なんとか暁あかつき兄さんを説得して、兄さんの身体でお礼するわ。これならキミも満足でしょ？」

「いらねえよ！　つか、学院長が見てみたいだけですよねそれ！　あんたの個人的な趣味に実兄と生徒を巻き込むな！」

　少しでも心を痛めた僕が馬ば鹿かだった。何が「これならキミも満足でしょ？」だ！

　っていうか、学院長ってお兄さんがいたんだ。問題児な宝石歌姫ビジユカンタトリスの妹を持つ兄同士、ちょっと話をしてみたいような気もする。

「もう、相変わらず激しくツッコむんだから。そんな風に激しくされたら私、思わず声が出ちゃうじゃない」

　学院祭開催中とかメアリーさんの前であるとか関係なく、いつもどおりの学院長だった。

　そして、そんなやり取りをメアリーさんは無言のままじっと見ていた。

　まあ、それもそうだよな。

　あまりにも毎回のことなので耐性が出来ちゃってるけど、生徒にセクハラで絡む学院長なんて普通はあり得ない。

　それも、学院長はみんなの憧あこがれの宝石歌姫ビジユカンタトリスなのに。

　僕は肩をすくめながら言った。

「ほら、メアリーさんがリアクションに困ってるじゃないですか。お客さんが居る時くらいちゃんとしましょうよ。メアリーさんも何か言ってやってください」

「タケルくんは攻めと受け、どっち？」

「誰だれもそんなこと言えとは言ってねえよ！」

　思わずいつもの学院長にするノリでツッコんでしまった。

「っていうか、メアリーさんもＢＬ好きなんですかっ!?」

「世の中にホモの嫌いな女子はいない、って私の知り合いの絵え描かきさんが言ってた」

　ダメだこいつら、腐ってやがる。更生させるには遅すぎたんだ。

「あとこんなことも言ってた。女の子同士は気軽にボディタッチもするし一緒に遊びに行く事をデートって言う。仲が良くてまわりから付き合ってるんじゃないの？　ってからかわれても、『そうなの、私たち、ラブラブだもんね～』みたいに余裕をもって対応できる。でも、男の子同士は違う。異様にボディタッチを避けるし、一緒に遊びに行く事をデートって言わないし、まわりからからかわれると『ちげーよ、ぜってーありえねーし』と必死に否定する。それは男の子は潜在的にホモの素養を持っていて、意識していて、もしそれを認めてしまったら、何かの拍子にその扉が開いてしまったら怖いから、そんな自分を認めたくないから自己防衛のために過剰に拒絶しようとしているってことで、つまり、本人たちが認めていないだけで、世の中の全すべての男の子はホモなのよ、って」

「んなわけあるかっ！」

　超論理にもほどがある！

　っていうか、メアリーさんてこんなに長く喋しやべる人だったんだ。こんな饒じよう舌ぜつなメアリーさん、初めて見たよ。その内容が全男子ホモ説ってのがあまりにもあんまりだけど！

「その過剰なリアクションは乙女の妄想力をさらに搔かき立てる」

　メアリーさんが熱っぽい視線で僕を見ていた。その横では学院長が想像の世界を創造していた。

「って、ふたりとも、現実に戻ってきてください！」

　まったく、こんな話ばかりしてたら全然先に進まないので、僕は強引に話題を変えることにした。

「ええと、基本的に僕は特に担当区域とかなく適当にぶらぶらと見回ってればいいんですよね。各チームの出展を覗のぞきながら」

「ええ、そうなるわね。担当箇所を分けて見回りするのは教師陣とちゃんとした警備の人間が受け持つから。キミは見回りの意識を持ちながら学院祭を楽しむって形でいいわ。無線機を渡しておくから何かあった時はそれで知らせて」

　一転、真面目まじめな顔になる学院長。

　ずっとこっちの姿だったら素直に尊敬できるんだけどなあ。美人だしカッコイイし、実際に優秀だし。

「メアリーも同じような形でお願いね」

「うん、わかった」

　こくりと頷うなずく。

「けど、こんなに堂々とメアリーさんが来ていることを発表しちゃって大丈夫だったんですか？」

　実のところを言えばメアリーさんには学院祭の準備期間中もずっと見回りを手伝ってもらっているのだ。

　たくさんの国が運営に絡んでいるという神楽かぐら特とつ区くの特性上、おおっぴらに特定の国に協力を仰ぐというのは様々な問題に発展する可能性があるため、あくまで極秘扱いになっていたのだけど。

「当日になってしまえば文句を言ってくるところもないでしょう。あくまで交流で奏士トルヴエールを連れてきてるわけでもないし。それに各国のお偉いさんもそこそこ来るはずだしね。正直、挨あい拶さつの対応するのはちょっと面倒なんだけど」

　そう言って、本当にげんなりとした表情を学院長は浮かべた。確かに、面倒くさいんだろうな。

　明あ日す香かのやつも日に本ほんで何か式典とかあるとその度に駆り出されて、帰ってくるとぐったりしてるもんな。

「ま、そんな感じでよろしくね。とりあえず、一時間毎ごとに無線で定時報告してもらってもいいかしら」

「了解です」

「それじゃあ、よい学院祭を！」

　学院長とメアリーさんに見送られて、学院長室を後にする。

　校内の廊下はすでにお客さんが行き来し、活気づいていた。

　さて、どこに行こうかな。

　花か穂ほたちの『占い＆巫み女こさん茶房』も気になるし、メイド喫茶をやっているシルヴィさんのドジっ娘っぷりも色んな意味で気になる。

　他には来武ライブ演習場のステージ上ではコンサートや演劇、ミスコンなども開催される予定だ。

　ほんとワクワクしてきたぞ。まあ、けど、最初は目的地を決めずに見回りも兼ねて適当にぶらぶらしてみますか。

　全体の雰囲気を確かめるにはそれが一番だろう。

　ってことで、僕はあてもなく校内をうろつくことにしたのだった。





　　◇◇◇






「よし、兄さんはっけーんっ！」

　そんな声が背後から聞こえると同時に軽い衝撃が背中に走った。続けて甘い匂においと柔らかな感触、温かな体温に身体が包まれる。

　わざわざ振り返って確認するまでもなく、この匂いと感触と体温が誰だれのものなのかすぐにわかった。

　だって毎日、一番近くにあるものだから。

「明あ日す香か。学校でいきなり抱きついてくるなって」

「えー、なんでよー。兄さんを発見した喜びを端的に表現するには、抱きつくかキスするか、もしくは兄さんのアレをわたしのアレでアレしちゃうくらいしか思いつかないし」

　学院祭で明日香も相当にテンションがあがっているのだろう。っていうか、

「こんな往来で何を言ってるんだよ、お前は！」

「わたしの心の中の素直な欲望だよ♪」

　一回わざとぎゅ～っと僕の背中に胸を押し付けた後、明日香は離れた。そして、

「えへへ」

　とろけそうな笑みを浮かべる。

　まったく、ズルいよな。そんな笑顔を見せられたら怒るに怒れないって言うかさ。

　ほんと、あのデートの日以来、明日香のスキンシップとアプローチは激しさを増すばかりだ。

　で、それが嫌じゃない僕も多分問題、なんだろうな。一般的に考えたら妹のおっぱいの感触でどぎまぎしてる兄とか確実にアウトだ。

　いや、どうなんだろう？　全国の妹を持つ兄は妹のおっぱいの感触でドギマギしたりするんだろうか？　妹のおっぱいをおっぱいとしてカウントしているんだろうか？

　そもそも、発育した妹のおっぱいを何回も感じるようなシチュがある事自体、一般的なのかどうかもわからないし。

「ん？　どうしたの兄さん。なんかボケっとして。あ、わかった。背中に押し当てた妹のおっぱいの感触でドギマギしちゃったんでしょ？　もう、妹おっぱい意識しすぎー。えっちな兄さんなんだから」

　人差し指を唇に当てて、小悪魔っぽく笑った。

　お前のその勘の良さが僕は時々怖いよ！

　このままこの会話の流れに身を任せていたら僕にとってあまり好ましくない方向に会話が流れていきそうだったので、ひとつ咳せき払ばらいをして話題を変える。

「で、僕に何か用か？」

「うん、わたし的にどうしても外せないイベントを発見しちゃったんで兄さんを探しにきたの」

　そう言いながら、明あ日す香かは学院祭のプログラムを僕の目の前に突きつけた。

「十時半からの演習場メインステージのところを見てみて」

　明日香に言われるままに視線を動かす。

「ええと、演習場の十時半は──カンタトリス音楽院ベストカップルコンテスト？」

「そう！」

　明日香は突きつけていたパンフレットを引くと、代わりにぐいっと顔を近づけてくる。

「これを見に行きたいのか？」

「はあ？」

　明日香の声が一段階低くなる。目が細められ、形の良い眉まゆがきりりと吊つり上がった。

「なんで！　わたしが！　兄さんと一緒に！　ベストカップルコンテストを、見に行きたいって思うのよ！」

「だって、そこを見ろって言ったから」

「うん、そこまでは正解。間違いはそれ以降。ベストカップルコンテストが開催されるんだから、見に行く、じゃなくて、出場する、でしょ？」

　さらに明日香の顔が接近する。思わず顔を引こうとした僕の後頭部を明日香が押さえた。

　鼻先と鼻先がくっつく距離で明日香が囁ささやいた。

「で、当然兄さんはわたしと一緒に出場してくれるよね？」

「い、いやあ、カップルのコンテストに兄妹が出場するってのはどうなんだろう？」

「参加資格をじっくりと読んだけど、兄妹がエントリーしちゃいけないなんて記述、どこにも書いてなかったよ」

「そりゃあそうだろうけど」

　わざわざそんなことを書いたりはしないだろう。普通の基準で考えれば、兄妹でエントリーしようなんて思わないだろうし。

「なら何も問題ないじゃない」

「ルール的にはそうかもしれないけど、ほら、色々とあるだろ」

　カンタトリス音楽院の学院祭のイベントともなれば、当然取材も入っているわけだし、それに相手が明あ日す香かなのだ。

　日に本ほんの宝石歌姫ビジユカンタトリスで世界でもトップクラスの人気を誇るアイドルである。

　そんな明日香と一緒にベストカップルコンテストなんかに出場したら観客から一体どんなリアクションがあるのか、想像しただけでも恐ろしい。

　セプテンバーエリミネーションのチューニングの時だって、ものすごいブーイングだったんだから。

「なによぉ、兄さんはわたしとカップルって思われるのが嫌なのぉ？」

　拗すねたように唇を尖とがらせて、明日香が悲しそうな声を出した。

「い、嫌ってわけじゃないけど」

「じゃあ、一緒に出てよ。絶対、兄さんに損はさせないから。だからお願い！　一生のお願い！」

　必死にお願いしてくる明日香。

　はぁ……。妹に──それも大切な妹にこうやってお願いされたら、兄としてはやっぱり断れないよなあ。

　自分の弱さに思わずため息が出るけど、それもそれでそんなに嫌じゃないような気がしているから重症だ。

「わかったよ、一緒に出るよ」

　僕が肩をすくめながらそう言うと、明日香は満面の笑みを浮かべて、

「ありがとう、兄さん！　だから大好き！」

　僕の腕を抱きしめるようにして組んできた。腕がムニュッとした感触に包まれる。

　なんていうか、最近の僕はやっぱり妹のおっぱいを押し当てられすぎだと思った。







　ベストカップルコンテストは出場カップルがステージ上でそれぞれクジを引き、そのクジに書かれたラブラブ感満載なお題を実行して自分たちのベストカップルっぷりをアピールし、それを見た観客の投票によってベストカップルを決定するというシンプルなルールだ。

　そして、さっそく後悔をしている僕だった。

　ベストカップルコンテストの参加者は僕達を含めて全部で七組。

　さすがカンタトリス音楽院のイベントである。参加したカップルはみな総じてレベルは高い。

　けど、その中でも明あ日す香かの存在感は群を抜いていた。

　ステージに上がっただけで客席からは明日香コールが沸き起こり、参加者の中にも明日香が相手じゃ勝ち目がないという諦あきらめムードが漂う。

　一方、僕はというと観客席の男性陣からの嫉しつ妬との篭こもった視線に晒さらされて針のむしろ状態だ。

　気持ちはわかるけどさ。

　でも、もうちょっとだけ優しい対応をしてもらえないかなと思ったり。

　そんな感じでステージに上がってる七組のカップルを進行役の学生が一カップルずつ紹介をしていき、

『そして、オオトリを務めるエントリーナンバー七番はサプライズもサプライズ、今コンテストで一番の目玉カップルと言ってもいいでしょう。なんと日に本ほんの誇る宝石歌姫ビジユカンタトリス、太陽の独唱者、姫ひめ咲さき明日香さんとその兄、神かん凪なぎタケルくんのカップルです！』

　わああああ！！！　という大歓声と、ブゥゥゥゥッ！！！　というブーイングが同時に起こる。

　どっちがどっちに向けられたものなのかは今更確認するまでもなかった。

　僕がため息をつくと、耳元で明日香が楽しそうに「わたしたち、大注目だね」と言った。




　それから出場カップルは一いつ旦たんステージから降りて、エントリーナンバー一番から順番にステージ上でクジ引きとアピールを行うことになる。

　クジの内容はほっぺにキスだったり、過去にやりとりしたラブラブメールを音読で披露だったり、お互いの好きなところを発表しあうだったりと、思わず身み悶もだえてしまうような、なんとも言えない甘々空間がステージ上に広がっていた。

　お客さんたちも冷やかしたり、羨うらやましがったり、初々しいふたりを祝福してみたり、あるいはあまりのラブラブっぷりにブーイングをしたりと楽しんでいる様子だ。そして、

「いよいよわたしたちの出番ね！」

　明日香が気合いの入った声で言った。すごい気合いの入り様だった。

　他のカップルたちのラブラブっぷりにかなり対抗心を刺激されたみたいだ。

「クジの内容がどんなのでも、他のカップルには絶対に負けない圧倒的なラブラブっぷりをみんなに見せつけてあげようね、兄さん！」

　少し汗ばんだ手で僕の手を握り、ステージへと上がる。一段と強い視線が観客席のあちこちから降り注いできた。

『さてさて皆さんお待ちかね、最後の最後で大本命と言ってもいいカップルがついに登場ですよ！　セプテンバーエリミネーションでは世界中の男子の猛烈なブーイングを巻き起こした熱烈チューニングを披露してくれた神かん凪なぎタケルくん＆姫ひめ咲さき明あ日す香かさんだぁぁっ！』




　──Ｂｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！！！！！！




　ものすごいブーイングだった。ってか、熱烈チューニングとか余計なことを言うなや！

　最初から僕にとってはアウェイだった会場がさらにアウェイと化す。

『さあ、ではさっそくクジを引いてもらいましょう。今回は一体どんなアピールラブラブシチュエーションが指定されるのか、姫咲明日香さん、どうぞ！』

　司会に促されて明日香が箱の中に手を入れる。そして、クジを引くと司会に手渡した。

『出ました！　それでは、エントリーナンバー七番のカップルにやってもらうアピールシチュエーションはこれだっ！　『しっかりと抱きしめあって、三分間、男性が女性に愛を囁ささやく─────！』。はい、最後にこれまた強力なのが来ました！　これは～もう、想像しただけでこそばゆいですね！』

「って、なんじゃそりゃあ！」

　抱きしめあって愛を囁くとか！　しかもこんな公衆の面前で、三分も！　どんな拷問だよそれ！

　思わず逃げ出そうと後ずさりそうになった僕の手は、明日香にがっちりと握られたままだった。

　ぎぎぎ、と強くこめられた力に「絶対に逃がさないからね」という明日香の意志が見え隠れしていた。

「フヒヒ……」

　顔を見ると、これ以上無いくらいに緩みきっている。

　というか、軽くトリップしていた。

『普段は密室の中で行われる恋人たちの甘くて甘美な愛の囁き。それを今日はどどんと皆さんの前で大公開しちゃおうってわけです！　そんな激甘シチュエーションを見せつけられ、果たして観客たちはどうなってしまうのか！　それではおふたり、ステージの中央へどうぞー！』

　い、い、や、だ！　絶、対、に、いやだー！！！

　という僕の心の叫びは明日香には届かず、「兄さんの愛の囁き。しかも、抱きしめられて。はぁはぁ、わたし、どうにかなっちゃうかも……」という呟つぶやきと共にズルズルと僕をステージ中央まで引っ張っていく。

　この細い身体のどこにこんな力があるんだって思うくらいの、とんでもないパワーだった。

　そしてステージ中央で向き合う形になり、襟のところにピンマイクが付けられた。

　じーっと潤んだ目で僕を見つめる明あ日す香か。

　なんとも言えないテンションが充満している会場。

　煽あおりに煽りまくる司会者。

　逃げ場はどこにも無かった。僕は天を仰いだ。

『それでは、まずは抱きしめあってください！』

　ああ、もう、こうなったらやぶれかぶれだ！　これは学院祭のイベントのひとつだし、お祭り騒ぎだと思えば乗り切れるはずだ！

　と、視線を明日香まで下げたところで、僕の動きは固まった。

　健康的な白い肌を首筋まで真っ赤にさせて、少し俯うつむきながら上目遣いで僕のことをじっと見つめる。

　膝ひざをもじもじさせながら、ぎこちなく指先で髪の毛を弄いじっていた。

　浮かんでいる笑みは少しぎこちない。

　簡単に言えば盛大に照れていた。心から緊張していた。

「え、えへ……」

　照れ隠しのように笑う。

　って、明日香と抱きあうなんてもう何十回と繰り返されてきたことなんだからそんな照れなくても！　というか、そんなリアクションをされてしまったら、こっちも妙に意識してしまうわけで。

「な、なんでそんな本気で照れてるんだよ？」

「だ、だって仕方ないじゃない。これから兄さんにぎゅってされて、愛を囁ささやいてもらえるんだって思ったら急に恥ずかしくなっちゃったんだもん」

「で、でも、ほら、これは学院祭のイベントなわけで」

「イベントでも、兄さんに抱きしめられたらきゅんてするし、好きだって言われたらすごく嬉うれしいもん。だから、これからそうして貰もらえるんだって思ったら、えへ～」

　想像しただけで堪えきれずに甘い笑みをこぼしてしまう。

　そんな明日香がどうしようもなく可愛かわいかった。というかこのタイミングでそのリアクションはズルすぎるって！

「ね、兄さん、ぎゅってして？」

　モジモジしながら明日香が囁く。その囁きはまるで幻創曲レチタテイーヴオなんじゃないかって思えるくらいに魔法のようで、気がついたら僕が明日香を抱きしめていた。

「あっ……」

　ぎゅっと込めた力に明日香の身体が反応する。おずおずといった感じで明日香の手が僕の背中に回されて、ふたりの身体はぴったりと密着した。

「えへへ……」

　感情がそのまま吐息となって零こぼれたように明あ日す香かが照れ笑いをして、僕は顔に血が上るのを感じていた。

　トクン、トクン、と交じり合うふたりの心音。自分の身体に馴な染じんだ明日香の体温と匂におい。

　なんていうか、こんな状況でひとつ気づいたことがあった。

　明日香の存在は僕にとってすごく心の休まるものなんだなって。

　もちろん緊張もしてるし、ドキドキもしている。人前でこんなことをしている照れや恥ずかしさもある。頭の中は相変わらず大混乱だ。

　けど、こうやって直接明日香の存在を感じることで、どこかホッとしている自分がいるのも確かだった。

『はい、ではこれから三分間。思いっきり愛を囁ささやいてもらいましょう！』

　って、そうだった！　三分も愛を囁かないといけないんだった！

　明日香は僕の胸に収まったまま、はにかんだように僕の顔をのぞき込んでいた。

　ちょっとだけ下唇を出すような仕草が甘えているみたいで、ぶっちゃけ可愛かわいい。ロマンチックが止まらない。

　え、ええと、と、とりあえず、愛を囁けばいいんだよな。















「…………」

　じーっと期待をこめて見つめてくる明あ日す香か。しんと静まり返り、僕の言葉を待っている観客。

　って、この状況でほんと何を言えば良いんだよ！　そもそもふたりっきりの時だって愛なんて囁ささやいたことないし！

　明日香のことは確かに可愛かわいいって思ってるし、好きだし、大切な存在だし、おっぱいに触れると興奮してしまうし、明日香からは異性として好きだって言われているけど、ほら、あくまで今の時点で僕たちは恋人ではなく兄妹でしかないわけだし！




　──っていうのも、やっぱり逃げでしかないんだろうな。




　僕は一度深呼吸をすると、明日香を抱きしめる腕にさらに力を込めた。

　まあ、色々と問題はあるけれど──処理しきれない感情もあるし、理解していない感情だってある。

　けど、今この瞬間は難しいことは抜きで、余計なことも抜きで、恋愛なのか家族愛なのか、はたまたもっと別のものなのか、それを全部取っ払って、ただ素直に今の自分の気持ちを伝えようと思った。

　せっかくの機会なんだ。何を言ったところで盛大にブーイングされるのは確定している。

　逃げ道もない。であれば、この機会を最大限に活いかすって考えるのが一番良いだろう。

「僕は明日香のことが好きだよ」

　そう言葉にした途端、僕の腕の中で明日香の身体が震えた。そして、明日香の指先が僕の背中を抓つねる。

「いてててっ！　って、なんで抓るんだよ」

「今のが夢じゃないって確認したかったんだもん」

「そういう時は自分の頰ほおを抓るもんだろ？」

「だって自分で抓ろうとしたら、兄さんのことぎゅって出来なくなっちゃうじゃない」

　それはそうかもしれないけど。

「そんなの一瞬我慢すればいいことだろ？」

「一瞬でも嫌だったの。そんなこと言う兄さんにはこうしてやるー」

　そして僕の胸に顔をうずめてスリスリしてくる。思いっきり甘える仕草だった。僕は背中に回していた手を明日香の頭へと移動させて優しく撫なでた。

　手入れの行き届いた髪の毛を手で梳すくとサラサラと流れる。明日香は気持ちよさそうに鼻を鳴らして、上目遣いで僕の顔をのぞき込んだ。

「兄さんはわたしのどこが好き？」

「ん～、どこがって言われると難しいな」

　非の打ち所の無いルックス、バランスのとれたプロポーション。

　明るく前向きな性格に、全すべてにおいて天才的な才能を持っているのにそれに驕おごらず努力家で、頼まれ事を断れないという不器用な一面もある。

　僕に対してだけちょっとわがままで甘えん坊で子供っぽくて。

　理由をひとつひとつ挙げていったらどれだけ時間がかかるかわからないし、その全てが正解のようで正解でないような気もする。

　だから、僕の脳裏に浮かんだ答えはひとつだった。そして、自然と笑ってしまっていた。

　ああ、こんなところまでも、僕達は相性ぴったりなんだなって。

「やっぱり全部かな」

　それは、この前、明あ日す香かが言った台詞せりふ。

「あー、兄さん、わたしの真ま似ねしてる！」

　デートの途中で僕が訊きいた、『僕なんかのどこがいいんだ？』って質問に対する明日香の答え。

　その時はあまりピンときていなかったりしたのだけど、こうして自分が答える番になるとよくわかる。

　──僕達は兄妹だ。

　性を意識する前に出会っていて、同じ場所で暮らして、同じ物を食べて、同じ時間をずっと過ごしてきた。

　もっとも長い時間を共に過ごした異性で、もっとも近い距離に居た異性で、異性で有る前に兄妹で、お互いにお互いのことを知り尽くしていて。

　好きな部分と嫌いな部分が同居しているし、好きな部分が時には疎ましく思えたり、嫌いな部分が時には愛いとしく思えたり。

　それでも結局好きなのだ。とても大切で愛しいのだ。

　だから、どこが好きって訊かれても困ってしまう。僕と明日香の関係はそういうものなんだから。

「ま、それが僕の本音なんだから仕方ないよ。僕は明日香の全部が好きだよ」

「兄さん……」

　感極まったような明日香の声。何かを求めるように明日香が瞳ひとみを閉じて、僕と明日香の間に甘い雰囲気が流れ──なかった。




　──Ｂｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏｏ！！！！！！！！！！！




　まるで地鳴りのようなブーイングが僕達を──というか、主に僕を襲った。続けて投げ込まれる空き缶や靴。

　大量の男物の靴が宙を舞っていた。

『お、落ち着いてください、落ち着いてください！　気持ちは大変よくわかりますが、落ち着いてください！』

　司会者がマイクを通して鎮静化を試みるけど、ブーイングはまったく収まる気配が無かった。

　世界に誇るアイドル、姫ひめ咲さき明あ日す香かのあまりに甘々なラブシーンに臨界点を突破してしまったのだろう。

　なんて冷静に分析している場合じゃないって！　ブーイングの集中砲火を浴びているのは僕なのだから！

「あ、あの、すみません。想像以上に観客の皆さんが興奮しちゃっているみたいで、このまま放ほうっておくと最悪暴動にもなりかねませんので、退避していただいていいですか？」

　慌てて駆け寄ってきた司会者の言葉にすぐに頷うなずく。僕も今すぐに逃げ出したかった。

「明日香、逃げるぞ」

「うん♪」

　こんな騒動も明日香は楽しいのか、にこにこしながら僕の手を握るとステージ上から演習場出口へと駆かけ出す。

『あーそうそう、最後に一言』

　マイクを通して司会者の声が響き渡る。

『神かん凪なぎタケル、爆発しろ────────────────────────！』

「「「「「「爆発しろ───────────────────！！！」」」」」」

　僕の背中では、盛大なシュプレヒコールが沸き起こっていたのだった。





　　◇◇◇






　上機嫌の明日香と別れた後、廊下をぶらぶらしていた僕は、

「あー、いたいたー、もう、見つからなかったらどうしようかと思ったよ」

　というシルヴィさんの同級生で同じ出展チームのエレナさんに、自分たちが出展しているメイド喫茶まで連れて来られたのだった。

　そしてなし崩し的にお昼を食べることになったのだけど、

「お、おかえりましゃいなせ、ごしじゅんさま！」

　メイド服を着て僕の前に立つシルヴィさんは、こっちが心配になってしまうくらいにガチガチに緊張していた。

「あ、あの、シルヴィさん、落ち着──」

「ご、ご飯にしますか、お風ふ呂ろにしますか、それとも私ですかっ！　はい私ですねっ！」

　顔を真っ赤にしながら声を張り上げるシルヴィさん。

「あのさシルヴィ～、うちのお店にそんなサービスないからね～。それはさすがに色んな方面から怒られちゃうから」

　ニヤニヤしながら、というか授業参観で子供を見守る母親のような顔をしながらエレナさんがツッコんだ。

「あ、あう。緊張のあまりつい私の願望が口から出ちゃいました」

　カチンコチンに緊張したまま、シルヴィさんが照れ隠しのように呟つぶやく。

　って今、なんかさらっとものすごい爆弾発言があったような。

「ほれ、いつまでも固まってないで、ご主人さまにメニューを見せる」

「は、はい！」

　エレナさんに促されて、シルヴィさんがびしっとメニューを僕の前に突き付けてきた。

「ちなみにそれ、タケルくんだけの特別メニューだからね。んじゃ、保護者は退散するわねー」

　パチリと僕にウィンクして、エレナさんは他のお客さんのテーブルへと移動していった。

　と、特別メニューって一体なんなんだろう？　エレナさんの表情からは、なんとなく嫌な予感がしないわけでもないけど。

「え、ええと、じゃあ、メニュー、見ますね？」

「は、はい！」

　ぶんぶん、と音がしそうなくらいの勢いで何回も首を上下に振るシルヴィさん。その仕草が非常に小動物的で、やっぱり可愛かわいいなあシルヴィさんって。

　ついつい頭を撫なでてあげたくなるような可愛さだ。

　そんなことを考えながら、メニューをめくる。

　と、そこにはクレヨンで描かれたシルヴィさんっぽいイラストと『大好きなシルヴィさんの手作りランチ～特別ご奉仕セット～』の文字が。

　というか、メニューはそれしかなかった。

「ど、どれにしますかっ！」

　胸の前で両手をぎゅ～っと握りしめて訊きいてくるシルヴィさん。

「どれにするも何も、選択肢が無いように思えるんですけど。これをください」

　僕がメニューを指さすと、

「口に出して注文してください！」

　シルヴィさんが少し身を乗り出してそう言った。緊張してるのはわかるけど、そこまで力いっぱいに言わなくても。

　って、これ、冷静に考えると口に出して言うのはちょっと恥ずかしいな。渋しぶ谷やとか新しん宿じゆくとかにあるす～ぷ専門店のメニューみたいな感じだ。

　シルヴィさんは、なぜか期待に満ちた目で僕のことを見ていた。

「ええと、じゃあ──大好きなシルヴィさんの手作りランチ～特別ご奉仕セット～を」

「ほわぁ～」

　注文した途端、シルヴィさんが夢心地のような表情を浮かべて不思議な言語をこぼした。

「って、あの、シルヴィさん？」

「はっ！」

　僕の声にシルヴィさんがびくっと身体を震わせる。

「甘美な響きに思わずちょっとトリップしてしまいました。た、タケルはどうしてもそれを注文したいですか？」

「え、まあ、どうしてもって言われると──」

「注文したいですかっ！」

　有無を言わせぬ迫力で前のめりになるシルヴィさんに僕はコクコクと頷うなずいた。

「な、なら、もう一度注文してください。最初の方はもっと感情を込めて言うと良いと思います」

　メニューを注文するのに感情を込めてって言われても、どんな感情を込めれば良いんだろうか？

　けど、シルヴィさんはさっき以上に何かを期待する目を僕に向けている。もはや殺気と言ってもいいレベルだ。

　え、ええと、とりあえず優しいニュアンスとかでいいのかな？　僕はシルヴィさんの顔を見ながらもう一度注文を口にした。

「大好きなシルヴィさんの手作りランチ～特別ご奉仕セット～をください」

　ふにゃ～とシルヴィさんの頰ほおが緩んだ後、

「た、タケルがそこまで大好きな私の手料理を食べたいと言うのであれば、作ってあげないこともないです」

　ぺったんこな胸をえへんと張って、シルヴィさんはそう言った。







　それから三十分ほど後。僕の目の前のテーブルにお弁当箱が置かれた。

　その中身は唐揚げに卵焼き、ミニハンバーグにポテトサラダなどお弁当として定番のおかずが並んでいた。

　形が崩れ気味だったり、少し焦げていたりで見栄えは決して綺き麗れいではないけど、それが逆に手作り感を演出していて印象は悪くない。

「ど、どうですか？」

　テーブルの前に立つシルヴィさんが緊張気味に訊きいてきた。

「結構美お味いしそうです。これ、全部シルヴィさんの手作りなんですか？」

「はい。この日のために一週間練習しました。今まで料理なんてしたことなかったでしたから、大変でした」

　シルヴィさんの指には絆ばん創そう膏こうが巻いてあり、陶器のような白い肌には軽いやけどのように赤くなっている箇所がある。

　その努力の結晶が目の前のお弁当だと思うと、ますます美味しそうに見えてくるから不思議だ。

「あ、か、勘違いしないでください。別にタケルに食べさせようと思って頑張ったとかそういうのじゃなくて、学院祭のお店のメニューだから頑張っただけですから」

「わかってますって。そんな勘違いなんてしませんよ。みんな学院祭に向けてほんとに頑張ってましたしね」

　展示系やアトラクション、ステージに飲食。それぞれベクトルは違うけど、みんな学院祭を盛り上げ成功させようとほんと努力していた。

　シルヴィさんのこの努力も、きっとここを訪れたお客さんたちに素敵な思い出を残していることだろう。

　そんなことを考えながらシルヴィさんを見ると、お餅もちのような頰ほおを子供みたいにぷっくりと膨らませた。

「ん？　シルヴィさん、どうかしましたか？」

「別にどうもしません。タケルはやっぱりタケルだなって思っただけです」

　少し唇を尖とがらせてそんなことを言う。僕はやっぱり僕ってどういう意味だろう？　明あ日す香かとか花か穂ほにもたまにそんなことを言われるけど、意味がわかんないよな。

　僕が僕って当たり前のことだし。

「あ、それよりもお箸はしください。せっかくシルヴィさんが作ってくれたんですから、早く食べたいです」

「お箸は渡せません」

「え？　じゃあ、何で？　もしかして手で食べろってことですか？」

「違います。このメニューは特別ご奉仕セットなので、特別に私が食べさせてあげます」

　フォークを手にシルヴィさんが気合いの入った表情を浮かべる。

「た、食べさせてくれるってもしかして？」

「はい。お弁当を人に食べさせる作法はひとつしかありません。それは先せん達だちの残したありとあらゆるラブコメで証明されています」

　そしてシルヴィさんは僕と隣合わせになるように座った。肩と肩が触れ合う距離だ。

「た、タケルは感謝すると良いです。私がこんなサービスをするのは特別中の特別なのですから」

「あー、いや、そこまではさすがにいいですって。恥ずかしいですし、食べるのに時間もかかっちゃいますから」

　周りを見ても、誰だれもそんなサービスは受けてないし。普通にメイド服を着た生徒がウェイトレスとして接客しているだけだ。

　そこそこ混雑しているからあまり長居するわけにもいかないし、シルヴィさんだって僕ひとりを相手してるわけにもいかないだろう。けど、

「あら、料理の返品は認められないわよ。それともシルヴィの作ったお弁当に何か文句でもある？」

　ちょうど横を通りかかったエレナさんがそんなことを言ってくる。

「お、お弁当にはもちろん文句は無いですけど」

「なら文句は言わないで素直にサービスを受けなさいって。サービスまで込みでメニューなんだから。それに、シルヴィに恥をかかせるようなことをしたら許ゆるさないよ」

「そうそう」

「自分で注文したのにグダグダ文句を言うのは男らしくないよねー」

　気がつくと、僕のまわりはメイドさんたちで囲まれていた。そして、もう後には退けない空気がそこにはあった。

「「「それではごゆっくり、ご主人さま。シルヴィも頑張ってね♪」」」

　シルヴィさんにウィンクをしてメイドさんたちはそれぞれ持ち場に戻っていく。シルヴィさんは少し俯うつむきながら照れていた。

　なんなんだろう、この状況は。と思うと同時に、それがちょっと嬉うれしかったりもした。

　あのシルヴィさんがこんな風に普通にクラスメイトたちに受け入れられているのが。

　愛あい玩がんの対象って気がしなくもないけど。

「そ、それではタケル、どれから食べますか？」

　シルヴィさんが緊張気味に訊きいてくる。これは、もう食べさせてもらうしかないか。

「ええと、ならオススメはどれですか？　シルヴィさんの自信作は」

「自信作ですか？　それならこれです！」

　そしてシルヴィさんが箸はしを運んだのはお弁当箱の一番端っこ、アルミカップの中に入れられた大豆だった。

　って、それは予想外だったなあ。唐揚げとかハンバーグとかメインをはれるおかずがたくさんあるのに、大豆を煮たのが一番の自信作だなんて。

「これを一粒食べれば軽く十日は飢えを凌しのげて、さらには怪け我がも一瞬で治ってしまう凄すごい食べ物なのです」

「そんな小麦粉を砂糖や水、イーストなどと練り合わせて棒状にした生地を油で揚げ、黒砂糖などで作った蜜みつをからめて乾燥させた和菓子と同じ名前の塔の上に住む猫仙人がくれそうな魔法の豆は現実には存在していない！」

「そしてタケルは一度瀕ひん死しになってからこの豆を食べることで戦闘力が大幅にアップするのです」

「僕にそんな戦闘民族的な設定は無いですからね！　尻尾しつぽも生えてないし、名前も別に野菜をもじってないですし！」

「そんなことを考えながら、気持ちを込めて作りました」

　ぼそりと照れたようにそう呟つぶやいてから、シルヴィさんはフォークで大豆を突き刺さすと僕の方へと向けた。

「…………」

「…………」

　そして無言で見つめ合う。シルヴィさんの顔が一瞬にしてトマトのように赤くなった。

「あ、あ、あ、あ、あ──あーん！」

「あイタっ！」

　シルヴィさんは、あーんと言うなりフォークを僕の頰ほおに突き付けた。

「あわわわ」

　緊張のあまり手元が狂ったようだった。っていうか、

「あ、あの、シルヴィさん、こっちが口を開ける前に出されても食べられないですって。あと、フォークも勢いがありすぎますって」

　もうちょっとで刺さる所だったよ！

「お、お、男の人にあーんしてあげるなんて想像の中でしかやったことありませんから、力加減とか全然わかりませんけどなにか！」

　逆切れだった。いつものパターンだった。っていうかシルヴィさん、結構すぐにテンパッてあわあわしちゃうからな。

　それがシルヴィさんの可愛かわいらしさのひとつではあるけど、さすがにフォークで突き刺されそうになるのは勘弁願いたい。

「リラックスして、自分で食べるようなイメージで食べさせてください」

「わ、わかりましたっ」

　シルヴィさんは数回深呼吸をしてから、もう一度大豆を刺す。

「こ、今度こそいきます！　絶対に成功させてみせます！」

「はい。肩に力が入ってますから、リラックスしてくださいね。そんなに高度なことじゃないですからね」

「わ、わかりました。けど、タケルは、なんかあ～んに慣れている気がします」

　シルヴィさんがジト目で睨にらんでくる。

　言われてみれば、そうかもしれない。

　特訓と称して花か穂ほにされたり、お詫わびと称して明あ日す香かにされたりとそれなりの回数のあ～んを経験しているような気がするぞ。

　かと言って、慣れるかと言われればそんなことはなくて、やっぱり恥ずかしいというか、こそばゆい気持ちはある。

　相手が変われば、それもシルヴィさんみたいな美少女が相手だったらさらにドキドキしてしまうのは当然だ。

　ただ、シルヴィさんがあまりにも緊張しすぎているので、逆に少し冷静になれているだけで。

「別に慣れてなんていませんよ。僕だって緊張してますし、心臓がドキドキしてますし」

「そ、そうですか。タケルも心臓がドキドキしてるんですか」

　シルヴィさんはそう言って、少しだけ安心したように息を吐いた。

「で、では、改めていきます。あ、あ、あ、あ、あ～～～～～ん」

「あ～ん」

　口を開けると、恐る恐るといった感じでシルヴィさんがフォークを入れてくる。口を閉じると舌の上にふっくらと煮えた大豆が載った。

「や、やった」

　シルヴィさんは僕の口からフォークを抜き取ると、小さくガッツポーズしていた。

　咀そ嚼しやくすると昆布の出だ汁しと砂糖の甘みの利いた醬しよう油ゆの味が広がる。少し濃いかなって気もするけど、十分に美お味いしいと言える許容範囲内だ。

「美味しいですよ、シルヴィさん」

「ほ、本当ですか？」

「ええ。シルヴィさんがこんなに上手に和風の味付けが出来るなんて思いませんでしたよ。煮え具合もばっちりですし」

　僕が褒めると、シルヴィさんは恥ずかしそうに俯うつむく。

「ありがとうございます。でも、実はそれ、花穂にレシピを教わって作ったんです」

　シルヴィさんが少しバツが悪そうな表情を浮かべた。

「でも、実際に作ったのはシルヴィさんなんですよね？　だったら素直に凄すごいですよ。すごく美味しかったです」

　僕がそう言うと、ようやくシルヴィさんの顔に無邪気な笑みが広がった。

「そ、それじゃあ、次はハンバーグを食べてください。これもちょっとレシピに工夫をしてるんです。はい、あ～んです」

　さっきまでの緊張が噓うそのように楽しげな仕草だ。

　口の中に入れられたハンバーグを嚙かむと、大きめにカットした玉ねぎの食感ときっちりした肉の味に少しだけ焦げた苦味が交じる。焼き加減はちょっとだけミスったのかな。

　味付けは家庭的にケチャップとウスターソースをベースにしているっぽい。

　花か穂ほや明あ日す香かの料理がプロのレベルだとすれば、シルヴィさんのは味付け的にも完成度的にも料理に慣れていない女の子が一生懸命に作ったって感じだ。

　技術が足りていない分は気持ちでカバー的な。

　それはそれで、やっぱり美お味いしかった。

「ど、どうですか？」

「これもちゃんと美味しいですよ」

「は、はい！　じゃ、じゃあ、次はですねっ！」

　嬉うれしさと興奮で頰ほおを紅潮させるシルヴィさんに食べさせてもらいながら、僕は三十分ほどかけて昼食を満喫した。

　その間、まわりの席から舌打ちとか「神かん凪なぎタケル、爆発しろ」とかいう呟つぶやきが聞こえてきたような気がしたけど──それは気のせいってことにしておこう、うん。





　　◇◇◇






「それにしても、ほんと大盛況だな」

　シルヴィさんのメイド喫茶でお昼を食べた後、僕は学校内をぶらぶらとパトロールしていた。

　普段は関係者しかいない校内の風景に、私服や他校の制服など様々な服装の人が溢あふれていて、それを見ているだけでも楽しかった。

　お祭りの雰囲気ってのはやっぱり特別だよなあ。ただその場にいるだけでも自然と気分が高揚してしまうんだから。

　まあ、気分が高揚しすぎてしまった結果、ちょっとした諍いさかいを起こしてしまったり、将来のアイドル候補である歌姫研修生イミテーシヨンたちと仲良くなりたくて、ナンパ行為や過剰気味なコミュニケーションを取ろうとしてしまうような問題のあるお客さんが居なかったわけではないけど、学院祭の雰囲気は極めて良好だ。

　今のところ学院長が懸念していた反歌姫カンタトリス団体の妨害行動なども起きていない。

　このまま、学院長の心配が杞き憂ゆうで終わってくれると良いんだけどな。もちろん、つねに最悪の状況を想定して、楽観視しないってことが重要だけど。

「と、確かこのフロアには花か穂ほたちの出し物があったはずだよな」

『占い＆巫み女こさん茶房』──花穂の抜群の料理に巫女姿の歌姫研修生イミテーシヨン、さらには女の子だったら誰だれでも気になってしまう占い要素をプラスした男女問わず全方位的に人気のとれる完かん璧ぺきな企画さ、とマイルズのヤツが熱弁していたっけ。

　果たしてどうなっていることやら──と、廊下を進んでいくと、巫女さん茶房の入り口前には長蛇の列が出来ていた。

　マイルズが汗をかきながら列整理をしている。どうやら目もく論ろ見み通りの人気を博しているみたいだ。

　時計を見ると時間は二時近くになっている。お昼時を過ぎてのこの人気は大したものだ。

　まあ、花穂の料理はここ数ヶ月でびっくりするほど上達して文句のつけようが無いし、巫女服での接客ってのも外国からのお客さんも多いカンタトリス音楽院の学院祭では受けがいいだろう。

　こうして友達の頑張りが評価されるってのは素直に嬉うれしいものだな。

「よう、マイルズ」

「ん？　ああ、タケルか」

　僕が声をかけると、マイルズは振り返ってニカッと爽さわやかに笑ってみせた。男の僕から見ても絵になるなと思える爽やかな笑顔だ。

　こいつ、黙ってさえいればモテそうなのになあ。色々と残念なヤツだ。

「お店、大繁盛だな」

「おう、俺おれの言った通りだったろ？　開店と同時に客がひっきりなしに集まっちまってさ、人手が足りなくてまったく休む暇もなくて困ったもんだぜ」

　夜中の通販番組の外国人みたいなオーバーリアクションで肩をすくめる。

「の割りには随分と楽しそうじゃないか」

「まあな。まったく客が来ないよりは、こっちが休めなくなるくらいに来てくれた方が嬉しいし楽しいのは当たり前のことだろ？」

　そう言って、マイルズは「へへへ」と鼻の頭を搔かいた。

「ああ、そうだな」

「けど、さすがにそろそろ大きめの休憩を入れたいんだよな。俺とかアーシアはまだちょいちょい休めてるけど、花穂ちゃんはほんとにずっと働き詰めだから。接客はフォローできても料理と占いは花穂ちゃんに頼らざるを得ないから、どうしても無理させ気味になっちまってさ」

　ドアの隙すき間まから巫女さん茶房の室内を覗のぞいてみる。

　店内のイメージは峠の茶屋だろうか？

　背の低い木で出来た長方形の椅い子すに赤い布をかぶせ、背の高い人工樹木の松などが飾られている。

　反対側には神社の社務所を意識して作られた大道具、小道具が配置され、そこには花か穂ほが座っていた。

　多分、あそこが占いスペースなのだろう。他校の制服を着た女の子たちが一列に並べられた椅い子すに座り順番待ちをしていた。

　花穂の表情にはいつもどおりのほんわかとした癒いやしの笑顔が浮かんでいるけど、確かに少し疲れ気味のようだ。

「花穂ちゃん、朝からまだ一回も休めてないんだよ。占いの方は一いつ旦たん中止しようって言っても、人が並んでくれている内は続けるって」

　今でも花穂の占いの前には七人くらいの女の子が並んでいる。みんな日本人の女子学生っぽかった。

　当然、明あ日す香かを筆頭とした歌姫カンタトリスたちは、年とし頃ごろの女の子たちにとってはアイドルとも言える憧あこがれの存在だ。

　そして、その候補生である花穂などは憧れと共に身近に応援できる存在でもあるのだろう。

　そんな花穂に占って貰もらえる。色々話を聞いてもらって相談に乗ってもらえる。

　それは女の子たちにとってはとても大切な思い出になるかもしれないことなのだ。花穂の性格からして、それを途中でやめるってのは出来ないだろうな。

「まあ、お客さんが途切れたタイミングで、無む理り矢や理りにでも止めない限り、花穂はずっと続けると思うぞ」

「だろうな。ま、さっきまでに比べれば少し落ち着いてきてるし、もうちょっと様子を見てみるよ。せっかくの学院祭だから、花穂ちゃんにも少しくらいはお客さんとして楽しむ時間を作ってあげたいし、最悪、お前に花穂ちゃんの説得を頼むかもしれないけど」

「僕が説得をしたところで、花穂は聞かないと思うけど」

「いんや、お前がとある魔法の言葉を言えばきっと聞いてくれるはずさ」

「魔法の言葉？」

「ああ。だけど、それをお前に言わせるのはちょっと癪しやくだから、あくまで最悪の場合だけどな。ってことで、俺おれ、仕事に戻るわ」

「ああ、頑張れよ」

　マイルズは僕に親指を立てると、巫み女こさん茶房の中へと戻っていった。

　──お客さんとして楽しむ時間、か。

　自分たちで出展してお客さんを楽しませるのも学院祭の楽しさのひとつではあるけど、お客さんとして楽しむってのも学院祭の醍だい醐ご味みだよな。

　マイルズの言うとおり、少しくらいは花穂にもその雰囲気を味わわせてあげたいと思う。

　とは言っても、料理も占いも出来ないから手伝うことは出来ないし。

　花か穂ほをここから連れ出すのはなかなか難しそうだ。

　となると、連れ出せないなら逆に持ってくれば良いってことか。

　まあ、持ってこれるものなんて限られているけど、それでも少しはこのお祭りの雰囲気を味わう事は出来るだろう。

　ってことで、僕は巫み女こさん茶房の前を離れて、急ぎ足で学校内を回ることにした。







　焼きそばにたこ焼き、チョコバナナにりんご飴あめ。

　ぐるりと学校内を回っての三十分後。僕は両手いっぱいに屋台系のＢ級グルメを持って、再び巫女さん茶房を訪れた。

　席は満席っぽいけど、廊下に並んでいるお客さんはいなくなっているので少しは余裕が出てきたみたいだった。

　この時間になると、演習場のステージでイベントが目白押しだから、そっちに足を運んでいる来場者も多いのだろう。

「あ、先輩だ！」

　店内でウェイトレスをしていたアーシアが僕の姿を見つけると駆け寄ってきた。

「やっほー先輩。どうです、あたしのこの姿」

　そして僕の前でくるりと回ってみせる。遠心力で緋ひ袴ばかまがふわっと広がった。

「すごく似合ってるよ」

「でしょでしょ？　あたしも自分でそう思ってたんですよー」

　巫女装束といえば黒髪の大和やまと撫子なでしこ！　ってイメージがあるけど、こうして見ると外国人の巫女姿も悪くないなって思う。

「で、先輩が手に持ってるのは何です？」

「差し入れだよ。さっきそこでマイルズと話してて、めちゃくちゃ忙しくて休憩も取れないくらいだって言ってたからさ。これでも食べて、みんなに少しでもお祭りの雰囲気を味わって貰もらえたらなって思って」

　袋の中を開いて見せると、猫を思わせるアーシアの瞳ひとみが輝いた。

「うわー、焼きそば、たこ焼き、チョコバナナ、あ、りんご飴もある。これ、あたしも食べていいんですか？」

「もちろん。差し入れで持ってきたんだから、休憩の時にみんなで食べてよ」

「ありがとうございます！　だから先輩のこと好きなんですよー」

　アーシアが満面の笑みを浮かべてハグしてくる。さすがイタリア人。相変わらずの人懐っこさだった。

「で、これ、どこに置いておいたらいいかな？」

「そうですね。じゃあ、あっちの占いブースの裏に休憩用のスペースがあるのでそこに置いといてください」

「了解。って、あ、占いはもう終わったんだ？」

「五分くらい前に列が途切れたので、そこで一いつ旦たん終わりにしたんです」

「花か穂ほは？」

「今は休憩スペースで休んでると思いますよ。さすがにバテバテでしたから」

「そっか。ならちょうど良いかな」

「そうですね。花穂のこと、労ねぎらってあげてください。先輩に労ってもらうのが一番嬉うれしいでしょうから」

「了解。アーシアも接客頑張れ」

「あーい」

　そしてアーシアはウェイトレス業務へと戻っていった。僕は社務所をイメージしたハリボテをどかして中のスペースに入った。

　そこは三畳ほどの広さがあって床には畳タイプのマットが敷かれている。そこにぐてっと花穂が寝そべっていた。

「お疲れ、花穂」

「へ？　って、た、タケルさん!?　ど、どうしてここに!?」

　花穂が慌てて身体を起こすとちょこんと正座した。

「ああ、そのままで良かったのに。疲れてるだろうし」

「た、タケルさんの前でそんなはしたない格好できないですよ！」

「別に気を遣わなくてもいいのに。僕と花穂の関係なんだからさ」

「わ、私とタケルさんの、き、気を遣わない関係ですか」

　花穂が正座したまま上目遣いで僕のことを見る。その目はなぜか、ちょっと潤んでいるように見えた。

「で、ほい、差し入れ」

「差し入れ、ですか？」

「ああ。今日は朝から大活躍で休憩も取れないような状況だって聞いたからな。これでも食べて、少しでも学院祭の雰囲気を味わってもらえたらなって」

　袋の中身を畳の中央に置かれた小さなちゃぶ台の上に載せる。

「わあ～、こんなにたくさん。しかも、お祭り感満載ですね！」

「やっぱりお祭りではこういうのを食べないとな。ソースたっぷり、マヨネーズこんもり、鰹かつお節ぶしどっさり、油べっちゃり」

「あはは、そう言われるとあまり美お味いしそうに聞こえないですね」

「でも美う味まいんだよな。この適当な味付けが」

「はいです！」

　花か穂ほが元気よく答えて、焼きそばの入った使い捨てプラスチック容器の蓋ふたを開けた。

　割わり箸ばしでべたっとした麵めんを摘んで、口の中に放ほうり込む。そしてにっこりと笑う。

「やっぱりこの味ですねー」

「だよな」

　僕もたこ焼きを頰ほお張ばりながら頷うなずいた。

　中まで火が通りすぎてパサパサしてるし、ソースかかり過ぎで味はめちゃめちゃ濃いし、そもそも本当に入っているのかと疑いたくなってしまうくらいにタコも小さい。

　けど、この場で、こうして花穂と一緒に食べてるってだけで美お味いしく思える。

　逆にどんなに豪華な料理でも暗い部屋でひとりぼっちで食べていたら、さほど美味しく感じないだろう。

　雰囲気ってのは最高の調味料なのだ。

「でも、わざわざありがとうございました。今日は他の出展を見て回ったりは出来ないだろうなって思ってましたから、すごく嬉うれしいです」

「僕も花穂に喜んでもらえて嬉しいよ」

　僕がそう言うと、花穂は照れたように微笑ほほえんだ。

「なんか、楽しいですねー。学院祭」

「そうだな」

「でも、さすがにちょっと疲れちゃいましたけど」

　そう言って花穂は首のこりをほぐすように左右に傾けた。

　まあ、朝から働き詰めだったんだから、疲れは相当溜たまっているだろう。

　と、そこで僕は思いついた。

「そうだ、花穂。僕がマッサージしてあげるよ」

「え？　ま、マッサージですかっ!?」

「うん。ちょっとそこにうつ伏せに寝転がってごらん」

「そ、そ、そんな悪いですよ。ま、ま、マッサージなんて！　タケルさんが、私をマッサージなんて……きょ、今日のところは遠慮しておきますです！」

　花穂がブルンブルンと首を左右に振る。

「大丈夫だって。こう見えても僕、結構上う手まいんだぞ。マッサージ」

「上手……なんですか？」

「ああ、明あ日す香かのヤツに頼まれてやってるうちに、自然と上手くなったんだ。あいつ、お願いした上に注文が細かくてさ」

　しかも、最後の方は触れちゃいけない部分に触らせようとしてくるし。色っぽい声とかわざと出しながら。

　その甘美な拷問に耐えている自分の精神力を褒めてやりたいと思う。

「あ、明あ日す香かさんにマッサージしてるんですか。そうですか。そうなんですね。それなら私にもしてください！」

　急に積極的になった花か穂ほは──なぜだか立ち上がって巫み女こ服を脱ごうとしていた。

「って、何やってんだ、花穂。別に脱がなくていいから！」

「で、でも、この服、意外と厚手でゴワゴワしてますし、テレビで見たマッサージとかエステって服脱いでますよ？」

「そ、そこまで本格的じゃないからっ」

　というか、こんな場所で服を脱がれても困るし。

「そうですか、わかりました」

　少し残念そうに花穂は巫女服のままうつ伏せになった。

　畳に寝そべる巫女服姿の女の子ってなんか良いなあ、と少し思いながら「じゃあ、始めるね」と花穂の身体の上に跨またがった。

「わ、わうっ」

　花穂の口からおかしな言葉が漏れる。

「ん？　どうかしたか？」

「な、なんでもないです！　ちょ、ちょっとびっくりしただけで。つ、続けてください」

「あ、ああ」

　そして花穂の肩の辺りを両手の親指でゆっくりと押し込んでいく。

「ん、んんっ……」

　指先には硬い感触が返ってきた。

「これまた随分とこってるみたいだな」

「んんっ、やっぱり、そうですか？」

「うん。ガチガチだよ」

　体重をかけながら、小さな円を描くようにして、肩の周辺を指でほぐしていく。

「んはっ、き、気持ちいいです、タケルさん」

「だろ？　なかなかのもんだろ？」

　伊だ達てに明日香に鍛えられていない。けど、同じ女の子でも、やっぱり体つきとか感触とか全然違うんだな。

　明日香の身体はどちらかと言うと引き締まっていて強い弾力のある感じ。

　対して花穂は柔らかいというか包み込むような優しさがある。より女の子女の子している感じと言えばいいのだろうか。

　まあ、肩とか首とかはガチガチにこっているんだけど。

　背骨にそって指圧をしていったり、手のひらの下の部分を使って擦さするようにしながらマッサージをする。

「んん、あ、ああっ……んん～」

　僕の手の動きに合わせて、花か穂ほの口から甘い声がこぼれてくる。

　どうやら徐々にリラックス出来ているようだ。マッサージする側としては、やっぱり気持ちよさそうにして貰もらえると嬉うれしいもんだな。

「んじゃ、次は太ももの辺りのマッサージをするな」

「は、はい。お願いします」

　少しトロンとした花穂の返事を聞いてから、僕は花穂の膝ひざの上あたりまで移動した。

　そして両手でリズミカルに交互にチョップをするような感じでお尻しりから太もものあたりに刺激を与える。

「ふわ、わ、あっ、あっ、あっ……」

　太ももを叩たたく振動にあわせるようにして、花穂の口からもリズミカルに息が漏れてくる。

「た、タケルさん、すごく、気持ち、いいです」

「おう、どんどん気持よくなっちゃって良いよ」

「は、はい、タケルさんの、テクニックで、私、ふわふわってなって、あ、あんっ」

「花穂は上半身よりも下半身の方が弱いみたいだな」















「んっ、あ、あぁ、そ、そうです、か、んっ、あっ……」

「あ、あのさあ、先輩達、なにしてるの？」

「「え？」」

　突然の声に振り返ると、ハリボテが少しどかされて、アーシアとマイルズがこっちをのぞき込んでいた。

「さっきから花か穂ほのエロい声が外に漏れてきてるんですけど？　それも気持ちいいとかテクニックとか下半身とか言ってるし」

「お前ら、学校で、しかも真っ昼間からなんて羨うらやましい──じゃなくて、けしからん事をしてるんだよ！」

　微妙にアーシアとマイルズの顔も赤いような。って、

「け、けしからん事ってそんなことしてるはずないだろっ？　い、いきなりなに言ってるんだよ！」

「でも、寝てる花穂ちゃんの上にタケルが馬乗りになってるし。めっちゃお尻しり触ってるし」

「それに、花穂はさっきから喘あえぎまくってるし」

　ジト目のアーシアとマイルズにじーっと見られる。

　た、確かにこのシチュエーションからはそんな風に見えるかもしれないけど、

「ち、違うから！　た、ただマッサージしてただけだから！　お尻触ってるわけじゃないから！」

「そ、それに、喘ぎまくってなんかいません！」

「まあ、花穂がそう言い張りたい気持ちはよくわかるけど、実際に色々と聞こえてきちゃってるわけだしねえ？　花穂の秘密の声が」

「その件に関しては、花穂ちゃん、グッジョブ！」

　前かがみになりながら、恍こう惚こつの表情を浮かべてマイルズが親指を立てる。

「うわああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　花穂がうつ伏せのまま顔を真っ赤にし頭を抱えて、両手両足をバタバタさせていた。

　その気持ち、すごく良くわかるぞ。

「まあ、なんて言うか、お楽しみするんだったらもうちょっとボリュームを抑えてね、先輩、花穂」

「お、俺おれは許ゆるさねーからな。花穂ちゃんとそんな羨ましいことをするなんて！」

「だ、だからそういう事はしてないってば！」

「うわあああああ、私の声がぁ、恥ずかしい声があああああああああ」

　必死に言い返す僕と、バタバタし続ける花穂。

　そんな僕達を見ながらアーシアとマイルズは笑っていた。

　まあ、これもこれで楽しい学院祭の一幕には間違いない、よな？

　花か穂ほにとってはちょっと災難だったかもしれないけど、それも含めてお祭りってことで。

　そんな感じで、楽しい時間は過ぎていった。




　──この時までは本当に最高の学院祭だった。






２章　─始まりの終わりと終わりの始まり─









（Shino's view）




「今のところ、特に大きな問題はなし、と」

　学院長室でＰＣを操作しながら、詩し乃のはひとつ息を吐き出した。

　ＰＣのモニタ上には学院内に設置された監視カメラから送られてくる映像が表示され、各警備員から送られてくる情報も随時まとめられている。

　報告にあるのはお客さん同士の軽い喧けん嘩かや歌姫研修生イミテーシヨンたちに対する付き纏まとい行為、あとは反歌姫カンタトリス団体員と思われる小規模な集団からの嫌がらせ行為などが主だ。

　一般的な学園祭に比べればトラブルは多い方に数えられるかもしれないけど、想定していた状況と比べれば、現時点では何も起きていないと言えるくらいに平和な学院祭だった。

「もうちょっと大規模な妨害活動があるかと思っていたんだけどな」

　詩し乃のは椅い子すに座りながら、背もたれに体重をかけるように背中を大きく反らせて伸びをする。

　凝り固まった筋肉が解ほぐれるのが気持ちよくて自然と声が出た。

　その体勢のまま天井を眺め、きゅっ、と唇を引き締める。

「けど、このまま何も起きないなんてこと、あるはずがないわね」

　それは予感というよりは確信だ。

　戦争経験者の歌姫カンタトリスとして、カンタトリス音楽院の学院長として、ＩＣＣランク第一位の宝石歌姫ビジユカンタトリスとして、様々な視点から観測した結果、この学院祭がこのまま終わるはずが無いと、詩乃は確信していた。

　と、不意に学院長室の電話が鳴った。

「はい、もしもし」

『おっ、その声は詩乃だな』

　受話器の向こうから聞こえてきた気け怠だるそうな声に詩乃は眉まゆを顰ひそめた。

「あのねえ、兄さん。こっちには直接かけて来ないでって何回も言ってるでしょ？」

　電話口の向こうの男は東雲しののめ暁あかつき。詩乃の実の兄である。

『まあ、そう言うなって。特別な情報を提供してやろうっていう兄貴の妹を思う気持ちからの行動なんだからさ』

「特別な情報？」

『携帯で話すにはちっとまずい内容なもんでな。セキュリティレベルの高い方にかけさせてもらったってわけさ』

　口調はあくまでとぼけた風に。でも、その声音にはカタギの人間には出せない鋭さが混じっていた。

「兄さんたちのところで、何か情報を摑つかんだってこと？」

『まあな。うちはそのための部署だからな』

　防衛省情報本部ＤＩＨ──日に本ほん最大の規模を誇る情報機関に東雲暁は所属している。

　情報に関して言えばエキスパート中のエキスパートだ。

「けど、いいの？　日本そつちが摑んだ情報を神楽特区こつちに流しちゃって」

『今回はＤＩＨうちとしてものんびり構えてられるほど甘い状況じゃなくてね。事と次第によっちゃ、政治家さまお得意の遺憾の意を発するレベルじゃ済まない状況まで追い込まれちまう可能性があるのさ』

　茶ちや化かしながらも、その言葉の意味は深刻だ。

「それって、国防レベルでの話ってこと？」

『ああ。神楽かぐら特とつ区くは多国籍政府による絶対的中立地域だからなあ。防衛力に関して言えばカンタトリス音楽院に所属する歌姫のみ。情報セキュリティもガタガタ。有事の際は各国共同で解決にあたる、なんて取り決めもほとんど意味をなしてないだろうし。そんな地域が国土内にあるってのは、日に本ほんにとってはセキュリティホール以外の何ものでもないわけなんだよ』

　なんせ、本土内に日本の防衛力で手を出せない場所があるってことだからな、と暁あかつきは続けた。

「神楽かぐら特とつ区くに対しての軍事的侵攻の兆候があるっていうの？」

『ドイツ、イタリア、中ちゆう国ごく、ロシアがそれぞれ不穏な動きをしてるってさ。まず各国の宝石歌姫ビジユカンタトリスの所在がつかめない。で、日本近郊の海域では不審な船がいくつも見つかっている。まあ、それはデコイだろうけど、かと言って放ほうっておくわけにもいかないしな。うちとしてはそれなりに人手を割かなければならない。だから、そっちの最低限の防衛はカンタトリス音楽院にやってもらいたいってわけだ』

「アメリカ、イギリス、フランスの動きは？」

『一応、連係して他の国を牽けん制せいしているさ。そういう意味では、今、そっちに姫ひめ咲さき明あ日す香かとメアリー・マルソーが居るのは僥ぎよう倖こうと言えるかもしれないな』

　詩し乃のも含めて宝石歌姫が三人。しかも、詩乃とメアリーは先の戦争経験者だ。戦力として見れば、これほど大きいものはない。

「けど、どうしてこのタイミングでそんな大きな動きが？」

　何かが起こるとは思っていた。けど、ここまで大きな──世界的な動きがあるとは予想していなかった。

　ドイツによる音楽祭の襲撃とその時の各国間の連係の取れていなさ。さらにはタッグマッチ制度の導入による戦力バランスの変化。

　まだ暫しばらくは緊張を保ちながらも現状維持の形で進んでいくと考えていた。

　けど、ここでそこまでの大きな動きがあったとしたら、すべてがまた無に還かえってしまう。

　この五年間で創つくりあげてきたものが無駄になってしまうのだ。

『姫咲ヒミコだよ。彼女の身体が奪われたって話は当然聞いているだろう？』

　暁の言葉に思考を現実へと戻す。

「もちろん、今朝、聞いたわ」

『どのレベルで聞いている？』

「昨夜未明にセントポール大聖堂から消失したってだけ」

『なるほどな』

「違うの？」

『いや、違わないさ。まあ、日本とイギリスじゃあ時差があるから、日本の日付感覚で言えば二日前になるけどな。で、その目的はなんだと思う？』

「彼女を素体にした人形の作成」

　即答した詩し乃のの声は、普段の詩乃からは想像が出来ないくらいに固く鋭かった。

『お前だったらそう答えるだろうな。そして、その回答はある意味正解だ』

「ある意味？　正解では無いっていうの？」

『ああ。人形と言ってしまうには少し語弊があるからな。なんせ、今、姫ひめ咲さきヒミコは生きているんだからな』

　暁あかつきの言葉に詩乃は絶句した。

「生きて……いる？　お姉さまが、生きて……？」

　思考は混乱したまま、喘あえぐようにして言葉を漏らす。

「でも、あの時、確かにお姉さまは死んで──」

『ああ、それは俺おれたちも確認している。けど、どんな魔法を使ったのかはわからんが、こっちに入ってきた情報だと、今、姫咲ヒミコは姫咲ヒミコとしての記憶、人格を保ったまま行動をしているらしい』

「そんな……」

　詩乃の心が大きく揺さぶられた。

　メアリーの前で宣言した。もう一度目の前にヒミコが現れたら戦ってみせると。

　もう一度、殺してみせると。

　けど、それはヒミコが人形だからであって、それはヒミコであってヒミコではない。

　記憶も感情も意思も、そのすべてを奪われて利用されているだけの抜け殻。

　姫咲ヒミコの身体がそんなことに利用されることを詩乃は許ゆるせなかった。だから、もう一度殺すと。

　詩乃にとって大切な姉とも言える存在だったヒミコを今度こそ安らかな眠りにつかせてみせると、そう決意した。

　けど、もし本当に生きているのだとしたら。

　昔と変わらない姿で、口調で、仕草でもう一度目の前に現れてくれるとしたら。

　歓喜、不安、恐怖、後悔、期待、焦燥、動揺──色んな感情がごちゃまぜになって、処理しきれなくて、ただ荒く呼吸を繰り返していた。

『彼女を生き返らせたヤツの正体、目的はまだわかっていない。ただ、彼女が今回の件の中心に居ることは間違いないだろう』

　震える手で持つ受話器は耳に押し当てられたまま。そして、感情も思考もまったく制御できないまま、




『そして姫咲ヒミコは今、日に本ほん──と言うより神楽かぐら特とつ区く、カンタトリス音楽院に向かっていると予想される。どんな手段で、どんなルートを通っているのかはまったく見当もついていないがな。で、その目的は多分お前だ、詩乃』




　暁あかつきの言葉が詩し乃のの鼓膜を震わせた。





　　◇◇◇






（Shino's view）




　幼い頃ころの私はずっと退屈だった。

　容姿と才能に恵まれ、家柄に恵まれ、何一つ不自由のない生活を与えられ、生きていくためのレールすらすでに敷いてあった。

　私はただそのレールの上を歩いていけば良いと教えられ、そしてその教えを忠実に守れるだけの能力もあったのだ。

　──ま、仕方ないか。そういう家に生まれちゃったわけだし、そういう人間が社会に必要なのもわかるし、まわりから見ればかなり恵まれた環境なんだろうし。

　それに、わざわざレールから外れてみるほど世界も面白くないし。

　自分だったらきっと、どんな道を選択し歩いたとしてもそれなりの成功を収めることが出来るだろう。

　それはたんなる自信でも驕おごりでもなく事実。

　事実として想像出来てしまった。何をしたってどうせ結果はわかっている。わかってしまう。

　それならば、親がわざわざ私のために敷いてくれたレールの上を歩いていけばいいや。

　それがきっと一番多くの人に満足感を与えられる選択なのだから。

　随分と捻ひねくれた小学生だった私は、そんなことを考えながら毎日を暮らしていた。ただただ退屈だなと思いながら。

　そんな私の価値観が見事に打ち砕かれたのは、ある日のとあるテレビ番組だった。

　私の価値観というよりは、世界の理そのものが打ち砕かれたのだけど。




　──魔法。




　それは空想の産物。非現実の象徴。現実では起こり得ない現象。憧あこがれの対象。

　そんなものが、突如としてこの世界に降って湧わいたのだ。

　ガタガタと積み木が崩れ落ちるように人間の価値観はぶち壊され、停滞し閉へい塞そくしていた世界は、大航海時代か、はたまたゴールドラッシュかと思わせるような活気を取り戻した。

　世界中が、その世界の変質を歓迎したのだ。

　もちろん私も諸もろ手てを挙げて歓迎した。

　私も魔法を使いたい！　強くそう思うようになるのに時間はかからなかった。

　けど、どうすれば魔法が使えるの？

　最初の壁はそこだった。だって、誰だれも魔法の使い方なんて教えられないのだから。

　だから、真ま似ねをしてみた。テレビの中の魔法使いは歌を詠うたい魔法を使っていた。

　私はすぐさまその歌を真似て、けど、魔法なんてまったく発動しない。どんなに歌を練習しても、どんなに上手に真似てみせても魔法は使えなかった。

　それが、人生で初めての挫ざ折せつだったと思う。

　悔しくて悔しくて、そして嬉うれしかった。

　ああ、自分に出来ないことがあるんだって。

　報われるかどうかわからない努力を続けることは刺激的だった。だって、そのレールはどこに続いているのかまったく見えないのだから。

　そんな毎日が楽しくて、魔法に対する憧あこがれは日に日に強くなっていった。

　それは私だけではなく、世界中の人たちがそうだったのだと思う。

　一匹の猿がさつまいもを洗って食べることを始めたら、それを見ることの出来ない遠く離れた場所の猿も同じようにさつまいもを洗うようになった、みたいなシンクロニシティの事例と同じように──と言ってしまって良いのかは少し迷うけれど、魔法を使うことの出来る人間の数も少しずつ増えていった。

　仕組みも手段も原理も解明されないまま、魔法使いの数は確かに増えていったのだ。

　それはたった一人だけのものではなく、人間が扱える技術なのだ。誰しもが扱える可能性のある神秘なのだ。

　すぐさま世界中で魔法の研究が始まり、その仕組みを紐ひも解とこうと躍起になり、そして出された結論は、魔法は誰にでも使用出来る可能性はあるが、基本的には生まれ持っての才能によるもの、という事だった。

　魔法使い──その時点で魔法を使えるのが女性しかいないことから『歌姫カンタトリス』と呼ばれだした人たちの話では、魔法をイメージすることによって自然とメロディが思い浮かぶのだと言う。

　なんだそれ、と思った。

　魔法なんて奇跡のような人にん参じんを目の前にぶら下げられているのに、才能というたった一言でそれに届かないなんて。

　そんなの絶対に認められなかった。

　だから、それから私は毎日毎日魔法のことを考え、メロディが浮かんでくることを期待し、そして失望を繰り返していた。

　そんな時、私の扉を開いてくれたのはまたテレビ番組だった。日に本ほんが世界に誇る天才歌姫カンタトリス──姫ひめ咲さきヒミコを特集した番組だ。

　明るくて美しくて、豪快で強い。日本中の期待と憧あこがれを背負っていた彼女は私にとってもアイドルだった。

　今の来武ライブの前身にあたると言っても良いかもしれない、歌姫同士のエキシビションバトルで外国の歌姫に勝利するヒミコの姿を見て、大いに熱狂したものだった。

　そんなヒミコの言葉。それは、世界中で何百回、何千回と繰り返された「どうしたら魔法が使えるようになるのですか？」という質問に対する回答だった。




『魔法っていうのはやっぱり世の理から外れたものだと思うのね。魔法を想像していく過程で、そんな現象ありえないって心のどこかで思ってしまう。ま、それが常識ってヤツで普通なわけよ。けど、そんな常識なんてものに惑わされず、自分の内なるものを微み塵じんも疑わない強烈な想おもい、イメージ、信念って言っても良いかな。誰だれに何を言われたとしても、たとえ世界が否定したとしても絶対に曲げない強い想いを持ち続けること。そして、それを周囲に伝染させるような強烈なパワーをもって表現すること。それが魔法を使うための第一歩なんじゃないかなって、あたしは思うのよ』




　その言葉は激しく私の心を揺さぶった。

　常識なんてものに惑わされない強い信念。そんなもの、今までの私の中には無かったものだから。

　生まれた時からずっと、世界はすでに閉じているものって諦あきらめていたのだから。すべてを悟った気でいて、すべてに期待をしていなかった。

　けど、本当に閉じていたのは自分の心だった。諦めて、自ら世界を狭くして、それで退屈だなんて思っていたのだ。

　どんな可能性だって存在する。想像は自由だ。

　その日を境に、私の歩んでいく道はまったく先の見えない、不安定だけど面白いものへとなった。







「おお、すごいじゃん。あんた、やっぱり天才だよ」

　世に魔法が誕生してから三年ほどの時間が流れた。

　私は見事に歌姫としての才能を開花させ、小学校を卒業すると共に日本政府直属の歌姫育成機関に籍をおくことになった。

　当然、両親からは盛大に反対され、半ば喧けん嘩か別れのような形になってしまった事は心苦しく思うこともあるけれど、基本的には満足している。

　魔法という未知の分野が少しずつ解明されていき、確実に世界に変化を与えている。

　魔法の発展が、たとえばエネルギー資源問題や現代の医学では治癒できない病気の治療など、様々な分野での問題解決に役立つかもしれない。

　そこに自分が大きく関かかわることが出来ている。それがすごく嬉うれしくて、楽しくて、やり甲が斐いがあって。

　こんな充実感は、親の言いなりになって歩くレールの上では決して味わえなかっただろう。

　自分の選択は間違っていなかったと、胸を張って言える。

　それに、何よりも自分を充実させている一番の要因は、目の前でカラッと晴れた青空みたいに爽さわやかな笑顔を浮かべて私の頭を撫なでている女性──姫ひめ咲さきヒミコと一緒に生活できているという事実だった。

「別に普通にやっただけですよ」

「それを普通に出来ちゃうところが天才なんだって。四大元素すべてをここまで高レベルに扱える歌姫カンタトリスなんて、あたしはあんた以外に知らないよ」

　グリグリと力強く頭を撫でられる。

　こんなことを言ったら怒られるかもしれないけど、女性にしては大きくて力強い手。ちょっと痛いけど、そこには安心感があって好きだった。

「でも、私の本当の属性は四大元素じゃないですよ」

「お？　そうなの？」

「はい。四大元素は本当の属性の精度を上げていく過程にあるものと言いますか、基礎部分と言いますか」

「へえ。ちなみにあんたの本来の属性は固有属性オリジン？」

　驚きと興味と関心を浮かべたその問い掛けに私は少し誇らしくなって、

「はい、今のところ、私以外にはいないと思います」

　胸を張ってそう答えた。

「なるほどね。こりゃあ、日に本ほんの次の宝石歌姫ビジユカンタトリスはあんたに決まりかな」

　そんな思いがけない言葉に少したじろぐ。

「宝石歌姫なんて、私には荷が重いですよ」

　世の中に歌姫の数が増えるに従って、自然と歌姫の中にも順列が付けられるようになった。

　その中でもＣ９と呼ばれる、特に魔法学の研究、発展に積極的な九ヶ国に所属する歌姫の中で筆頭に位置する歌姫に、宝石ビジユの称号が与えられるようになったのだ。

　宝石歌姫ビジユカンタトリス──それは世界中の女の子たちの憧あこがれの存在だ。

「いや、あんたなら間違い無くなれるわよ。っていうか、祭り上げられるって言ったほうが正解かもね。歌姫カンタトリスとしての才能もさる事ながら、そのビジュアルがね、広告塔としては最適だわ。いいねえ、清せい楚そな黒髪ロングの美少女中学生。そのくせ、この胸だ。おい、なに食ったら中一でこんなに育つんだ？」

　ぽよぽよと胸を触ってくる。

「お、お姉さま、か、からかわないでくださいっ！」

　顔を真っ赤にして抗議する私に、お姉さまはポリポリと頰ほおを搔かいた。

「だから、小学生のガキが二人もいるおばさんに向かってお姉さまは止やめてって。気恥ずかしくて背中が痒かゆくなってくる」

「嫌です。お姉さまはお姉さまですから」

　両親のことを尊敬はしていた。立派な人達だと思う。感謝もしているし、不満があったわけでもなかった。

　ただ、家族では無かったのかなと思った。正確には、親と子供の関係では無かったのかなと。

　そのことに、お姉さまと知り合ってから気づいたのだから、両親にはきっと落ち度はなかったのだろう。

　私があまりにも子供になれなかっただけなのだ。

　そして、今更その関係を変えられるとも思えなかったし、そもそも今は勘当されているようなものだ。

　だから、かりそめ的なものだとしても、家族のように自分に接してくれるヒミコのことを他人行儀な呼び方じゃなくて姉と呼びたかったのだ。

　そんなことに拘こだわる自分が意外で、ちょっと嬉うれしくもあった。

「まったく、しょうがないなぁ詩し乃のは。変なところで頑固っていうか、甘えん坊なんだからさ」

　また、ワシャワシャと豪快に髪をかき混ぜられる。

　私は歳とし相応の無防備な笑顔を浮かべていた。







「そう言えばさ、あんたってなんで歌姫になろうって思ったの？」

　歌姫育成機関の宿舎の夜。

　晩御飯を食べてお風ふ呂ろに入って消灯時間までの間、お姉さまの部屋でのんびりとお話をしていると、ふいにそんなことを訊きいてきた。

「なんでと言われると少し困ってしまうのですが」

　そんな理由を真面目まじめに考えたことはなかったから。

「わくわくしたから、が一番しっくりくる理由かもです」

　魔法がこの世界に現れて、ものすごくわくわくした。扉が開いたような、そんな気がしたのだ。

「わくわくした、ね」

「私、お嬢様って言いますか、結構いいところの出なんです」

「らしいね。あんたをウチに入れる時、ご家族から相談と言う名のクレームが直接届いていたみたいだしね」

　そんな事までしてたんだと、ちょっとびっくりした。

　恥ずかしいのと軽い怒りと、あとは嬉うれしいって気持ちもあった。理由はどうであれ、両親が私のことを必要だと思っていてくれた事には間違いがないのだから。

「で、自分で言うのもあれですけど、すごく優秀でした。勉強も運動も同年代には敵なし、東雲しののめ家の天才児と持もて囃はやされていました」

「うん、あんたは間違いなく天才だね。ま、うちの子供たちも負けてはいないけど」

　少し誇らしげなお姉さまの表情に、私はちょっとムッとした。嫉しつ妬としたのだ。

「優秀なんですか？」

「そうね。下の子なんかはあんたといい勝負するんじゃないかな。運動も勉強も大人びた考え方も。ルックスもいい勝負よー。あんたとはベクトルは違うけど、正真正銘の美少女。我が娘ながらよくもまあ、あんな上玉に育ってくれたもんだわ」

　お姉さまでもやっぱり親ばかになるのかなと思いつつも、お姉さまがそこまで褒める相手に興味が湧わいてきた。

「んで、上の子は基本的には全部平均点って感じなんだけど、あの子も間違いなく天才だわ。父さんの良かったところを全部受け継いでくれてさ。あんたにとっては下の子よりも上の子の方が興味をそそられるかもね」

　それは今まで見たことのないお姉さまの顔だった。母親の顔、そして女の顔。

　なんだろう？　モヤモヤするような、イライラするような、ソワソワするような、少し気恥ずかしいような、変な感情がこみ上げてくる。

「タケルと明あ日す香かって言うんだ。もし会う機会があったら仲良くしてあげてちょうだいな」

「はい」

　私は頷うなずきながら、タケルと明日香という名前を記憶の中に刻み込んだ。

「で、何の話をしてたんだっけ？」

「私がどうして歌姫カンタトリスになろうと思ったかの話です」

「あーそうだった。で、あんたが自分はいいとこのお嬢様でさらにすごく優秀なんですって自信満々のカミングアウトをしたところで脱線したんだった」

「そう言われると、なんか私がすごく嫌な人間に聞こえるんですけど」

　私が唇をとがらせると、お姉さまは声をあげて笑った。私のことをからかって楽しんでるのだ。

　私は私で、そんな風にからかわれる関係が嬉うれしかったので文句もないのだけど。

　家族の間ではこんな風に寝るまでの間に誰だれかの部屋でお話ししたり、気軽に冗談言ったりからかったりするような時間はなかったから。

「それで私は、先が、自分の人生が見えてしまっているような気になっていたんです。停滞した世界の中で、生まれた時点ですでに私の進むべきレールは敷かれてましたし、そこから無理に外れるほど魅力的なものも無かった。でも、そんな時に魔法が世界に現れた」

「それで世界が変わると思ったわけね」

「はい」

　このまま進めば間違い無く安定した未来があるとわかっていて、それをぶち壊してでも新しい可能性を模索したいと思った。

「で、どう？　お嬢様としての地位を捨ててまで選んだ道は」

「満足してます。毎日がすごく充実してて楽しいですし、こうしてお姉さまと一緒にお仕事もできてますし」

　姫ひめ咲さきヒミコは私にとって一番の憧あこがれの存在だったから。

「そっか、充実してるか」

　お姉さまはうんうんと頷うなずいた後、

「これであとは恋人でも出来れば完かん璧ぺきかな」

　ニヤリと口角を吊つり上げた。

「こ、恋人っ!?」

「あんた、見た目も抜群なんだからいくらでも男ひっかけられるでしょ？」

「べ、別にそんなのいりません！　わ、わ、私は、今はそんな余裕ありませんから！　自分のことだけで精一杯ですから！」

　かあぁっと顔が熱くなるのを感じた。こんなプライベートな話を誰かと一緒にするのは人生で初めてだったから。

「あはは、いいね～その初々しい反応。さてはあんた、処女だね？」

「あ、当たり前です！　お、男の人とか、別に興味ないですし！」

　だ、大体、中一の女の子に向かって処女とか！　何を言い出すんだろう、この人は！

「ふ～ん、男に興味はないかあ。あ、でもダメよ。あたしはノーマルだから。もちろん、それを理由にあんたを偏見の目で見たりはしないけど」

「へ？」

　一瞬、お姉さまが何を言ってるのかわからなくて、ぽかんとしてしまった。

　けど、すぐに脳がその言葉の意味を理解する。さっき以上に顔が熱くなった。

「な、何を言ってるんですかー！　そんなことは絶対にないです！　お姉さまのことはもちろん尊敬してますけど、そんな風に思ったことはないです、本当です！」

　きっと顔は真っ赤になっているだろう。それを誤ご魔ま化かすようにして、ぽかぽかとお姉さまの身体を叩たたく。

「あはは、冗談だよ冗談。まったく、そんなにムキになって、詩し乃のは可愛かわいいなあ」

　ワシャワシャと私の髪を搔かき混ぜる。それだけで私は大人しくなってしまうのだ。

「けど、男の恋人が欲しいわけでもなくて、あっちの趣味でもないとなると、もしかしてあれの可能性があるか？」

　お姉さまが、にいっと企たくらむような笑みを浮かべた。

「あれ？」

「そう、あれ。とっても刺激的で禁断の世界。ちょっと待ってな、今、とっておきの本を見せてあげるから」

　そう言って、お姉さまはベッドの下から薄い本を取り出した。

「な、なんです、これ？」

　表紙に描かれていたのはイケメンのアニメの絵だ。どことなく怪しげな雰囲気があるのは気のせいだろうか。

「『俺おれの指でＡＥＧＥ！』っていう小説の同人誌なんだけど、まさに至高の一冊よ」

　お姉さまのなんとも言えない迫力と、表紙から漂ってくる悪魔的なオーラに嫌な予感がするのだけど、

「ほら、とりあえず読んでみなさいって。新しい扉がきっと開いちゃうから」

「わ、わかりました」

　お姉さまの迫力に抗あらがうことは出来ず、薄い本を開いてみた。

「…………」

　なんていうか、私は開いてはいけない扉を開いてしまったような気がした……。







「一年間、ドイツに留学ですか？」

　その話をお姉さまから聞いたのは更に一年の月日が流れた時だった。

「上の連中がね、誰だれか適任がいないかって。確かに最近は日に本ほんの魔法研究も停滞気味だし、ここらでどこかと協力協定を結ぶってのも理解は出来るからね」

「それは、そうですね」

　お姉さまの言葉に頷うなずく。

「でも、どうしてドイツなんですか？」

「あそこは歌姫カンタトリスの能力を底上げする技術に優れているのよ。きっと特殊な教育プログラムの開発に成功してんでしょう。で、その技術を上の連中は欲しがっているってわけ。一方、遺伝子的なものなのか、土壌的なものなのかはわからないけど、日に本ほんには固有属性オリジンなどの特殊な属性を持つ歌姫が輩出される傾向が高い。ドイツはそっちの研究をしたいんだってさ。だから、研究対象を提供して欲しいと」

「振り幅は大きいけど突出した力の歌姫を持つ日本と、安定して一定レベル以上の歌姫を作り上げることのできるドイツのお互いの良い所を共有しあうための協力関係、ってことですね？」

「そういうこと」

「そして、その白羽の矢が私に立ったと」

「正直に言えばあたしはあんたを外に出すのは反対。その貴重な才能はギリギリまで外には隠しておくべきだと思っているの。最近、色んな所できな臭い動きもあるし、世界がどういった方向に動き出すのか予想がつかないからね。有力な武器は隠し持っておいた方が効果的なのよ」

　いつものように、ワシャワシャと私の髪を撫なでながら、お姉さまはそう言った。

　自分の想像をはるかに超えるお姉さまからの高評価に思わず目が潤んでしまった。

「けど、適任となると、やっぱりあんた以外に思いつかないのも事実なわけよ。こっちが望んでいるものは向こうにしてみれば切り札とも言える技術。となると、こっちもそれに釣つり合うだけのカードを切らなければならない。あんたの才能だったら、確実に相手側も納得するでしょうからね。それに、あんたならこの機会を有意義に使ってくれると思うし」

　そして、お姉さまは私の身体をぎゅっと抱きしめた。

「だから、相談っていうかお願いっていうか。ま、あんたの正直な意見を聞かせてちょうだいな。あんたが嫌ならあたしが責任をもってそれを上に伝える。無理やり行かせるようなことは絶対にしないわ」

　ぎゅっと抱きしめられたお姉さまの腕の中で、トクントクンと脈打つ鼓動を聴きながら、私はきゅっと唇を嚙かみ締めた。

　正直な気持ちを言えば、行きたくはなかったと思う。

　まだまだお姉さまから学びたいことはたくさんあったし、日本を離れる不安もある。

　けど、お姉さまからそれだけの評価をされて、信頼をされて、大切にもされている。

　それがすごく伝わってきて、嬉うれしくて、だったらその期待に、信頼に応こたえたいって思うのも当然だった。

「わかりました。そのお願い、喜んでお受けします」

　お姉さまの胸の中でそう言うと、時間にして五秒くらいだろうか。お姉さまはさっきまでよりも強く、ぎゅっと私の身体を抱きしめてから、そっと離した。

　真正面から私の顔を見据える。

「本当にいいの？」

「はい」

　私はしっかりと頷うなずいた。そして、お姉さまを心配させないように笑ってみせる。

「私だって日に本ほんの歌姫カンタトリスですから。日本の、そして歌姫の発展のために協力するのは当たり前のことです。そのために税金で食べさせてもらっていたわけですし」

　こういう優等生の台詞せりふは言い慣れていたから、きっと上手に言えたと思う。

「まったく、子供のくせに生意気言うわね」

　お姉さまはニカッと笑みを浮かべて、またいつものようにワシャワシャと私の髪をかき混ぜた。

「了解。じゃあ、上にはそう伝えるわね。ま、せっかく行くんだから、あっちで吸収できるものは全部吸収して、一回りも二回りも大きくなって帰ってきなさいな」

「はい。次に会う時は、お姉さまから宝石歌姫ビジユカンタトリスの称号を奪い取れるくらいすごい歌姫になってますよ、私」

　そう言って笑う私に、お姉さまも優しく微笑ほほえんでくれた。

　そして、皮肉にもその言葉はもっとも最悪な形で現実になってしまったのだけれども。







　──そこからの記憶は思い出したくもないし、思い出せないことも多い。

　ドイツで私のことを待っていたのは研究という名の人体実験まがいの事だった。

　ドイツが安定して一定レベル以上の歌姫を作り上げる手段、それはつまりそういう事だったのだ。

　もちろん、それはすべてが終わってから、私がもう一度東雲しののめ詩し乃のという人格を取り戻してから知ったことだけど。

　当時は魔法という、科学とはまったく別の原理で様々なエネルギーを発生させる現象を解明するため、どこの国でも似たようなことは行われていたらしい。

　魔法を発生させるのは人間の心象世界である。であれば、研究として人体実験の方向に舵かじが取られるのも正しいと言えば正しい。倫理的な部分は置いておくとして。

　ただ、ドイツのそれは他所の国に比べて数段過酷なものだった。実験というよりは、もう次の段階に入っていたのだ。

　精神操作。人体改造──薬などを使用し、感情、思考のすべてを魔法に影響をあたえる心象世界の構築へと向けさせ、歌姫としての力を底上げする。

　代わりに失うのは人格だ。魂と言っても良い。あとに残るのはただ魔法を詠うたうだけの人形なのだから。

　自分よりも幼い女の子たちが必要最低限の言葉しか発せず、四六時中虚うつろな目で生活している姿を私は目の当たりにした。

　へえ、ドイツの歌姫カンタトリスってみんな物静かな性格なんだな。愚かにも当時の私はそんな風に考えていた。

　逆に大人の人たちは大歓迎してくれた。四大元素すべてを高レベルで扱え、更には固有属性オリジンを持つ私を天才だと持もて囃はやした。

　君のおかげで魔法学の研究は一気に進むよとおだてられれば、悪い気はしなかった。

　日に本ほんを代表してドイツへやってきて、どうやら成果を残せそうだと。お姉さまの期待に応こたえられそうだと。そう考えるだけで誇らしい気持ちになれた。

　もっと、もっと成果を出してみせる。私が頑張れば頑張っただけ、それは日本に伝えられてお姉さまは喜んでくれるはずだから。

　積極的に研究に協力していくうちに、私は現実と夢の区別がつかなくなっていった。

　いつも夢を見ているような、たとえるならテレビの画面越しに俯ふ瞰かんで自分を見ているような、そんなイメージだった。

　その画面にもやがてノイズが混じり、世界から色が無くなり、気がついたら自分がどうしてここに居るのか、何をしに来たのかわからなくなっていた。

　そもそも、そんなことを考えることもしなくなっていた。

　自分が誰だれなのかも気にせずに、何の疑問も抱かずただ指示された通りに行動し、指示された通りに歌を詠うたう。

　いつしか私は仮面を被かぶされていた。心と、そして実際に顔にも。

　その姿はすべて偽り、虚飾、しかし、決して消し去ることの出来ない現実。




　虚きよ飾しよくのナスターシャ──それがその時の私の名前だった。







　世界では歌姫を中心とした戦争が起こり、私はいくつもの戦場に駆り出され、たくさんの戦果をあげた。

　ドイツの宝石歌姫ビジユカンタトリス『虚飾のナスターシャ』は日本の宝石歌姫『独奏者ラ・ソリスト』と並び称されるまでにその名を轟とどろかせた。

　そして、ふたりは日本の地で再会を果たす事となった。戦場という最悪のシチュエーションで。

　──最悪の別れを伴って。

　無感情のままに撃ち放った私の魔法は、子供を守ろうと身を挺ていした『独奏者』の身体を貫いた。

『独奏者ラ・ソリスト』は大きくよろめきながら、一歩、また一歩と私に近づいてくる。

　その身体にはもう敵意は無かった。

　さっきの一撃は致命傷だ。もう何も出来ない。たとえ敵意があったとしても、どうってことはない。だから、放ほうっておいた。

『独奏者』はフラフラになりながら私の前に立つと──大きくて力強い手のひらでワシャワシャと髪をかき混ぜた。

「強くなったなあ、あんた」

　それは、温かくて、懐かしい感触だった。

「相変わらず撫なで甲が斐いのある頭だね」

　優しい声。

　トクンと心臓が跳ねて、その瞬間、はらりと顔を覆っていた仮面が外れた。

　私の視界からノイズが無くなり、色彩が戻ってきた。

　感情が、思考が、情報が、今まで凍結されていたすべてのものが一気に体中を駆け巡り、渦巻いた。

　──どうして？

　喉のどが引き攣つる。涙が溢あふれそうになる。悲鳴をあげたくなる。逃げ去りたい。消え去りたい。

　どうして！　どうして！　どうして！　どうして！　どうして！

　意味がわからなかった。

　自分はどうして今までこんなことをしていたんだろう？　どうして何の疑問も抱かずに戦争に加担していたんだろう？

　身体が震えて、視界が真っ白になった。

　そんな私の身体をお姉さまがぎゅっと抱きしめた。

「お、お姉さま……」

　喉から零こぼれた声はひどく掠かすれて、誰だれのものだかわからなかった。

「お、やっと還かえってきたみたいだね、詩し乃の」

　やさしくて、すこしぶっきらぼうな、お姉さまの声。昔と変わらない大好きな声。

「わ、私、私……」

　私はそんなお姉さまに……お姉さまのことを……。

　さっきまで流れていたノイズ混じりのモノクロの映像。あれが決して夢でないことはわかっている。

　実感が、手て応ごたえがしっかりと残っている。

　私の魔法は確実にお姉さまの命を奪い去ろうとしているのだ。

「お姉さま！　今すぐ病院に！」

　でも、お姉さまは静かに首を横にふった。

「もう間に合わないわよ。致命傷だ。それは詩し乃のが一番よくわかってることだろ？」

「で、でもっ！」

　そんなことは認めたくなかった。絶対に、認めたくない！

　お姉さまが、あの強くて、優しくて、カッコよくて、そんなお姉さまが死んでしまうなんて、絶対に認められなかった。

「ごめんね、詩乃。ドイツ行き、やっぱりあたしが止めておくべきだったね。詩乃を辛つらい目にあわせてしまったのは、あたしのミスだ」

「そ、そんなことないです！　お姉さまは何も悪くないです。私が、私が不注意だったから、だから……」

　冷静に判断していれば、途中でおかしいってことに気付けたはずだった。

　けど、お姉さまに喜んで貰もらいたいって、私を推薦してくれたことに対して期待を裏切りたくないって、功を焦って。

　どす黒い感情が芽生えていくのがわかった。許ゆるせなかった。私をこんな風に利用した連中が。戦争が。何よりも自分自身が。

　そんな私の頭をお姉さまはずっと撫なで続けていた。

　撫でながらニカッと笑った。

「けどまあ、さすがは詩乃、有言実行だねえ。一回り、二回りどころか、ここまですごい歌姫カンタトリスになるなんてさ。さすが、あたしが見込んだ天才だけあるよ」

　優しい目で、本当のお姉さんのような目でお姉さまはそう言った。

「だから、そんな詩乃にお願いがあるんだ。これは詩乃にしか託せないお願い」

「……私にしか、託せない？」

「そ、詩乃はあたしの自慢の一番弟子だからね。弟子っていうか、あれか、妹か」

　少し照れくさそうにお姉さまが言う。

　──私のことを、妹って、言った。

　自然と涙が溢あふれ出た。あと少しで、本当にお姉さまが死んでしまうのがわかってしまったから。

「魔法ってさ、希望を謳うたうための歌なんだよ。大人たちはみんな諦あきらめて、子供たちは夢も見られないこのどん詰まりの世界でさ、希望を謳うための歌。だからさ、魔法をこんな使い方するのは間違っている。このままじゃ、みんな魔法に希望を持てなくなってしまう。魔法がただの兵器に成り下がってしまう。だから、詩乃、戦争をとめてちょうだい。あんたなら、あんたの力があればきっと戦争をとめられるはずだから」

　力強い瞳ひとみ。失われていく命の中で、薄れていく意識の中で、お姉さまは強烈な想おもいを込めて、私を見つめた。

「魔法を、希望のために歌ってちょうだい」

　その想おもいを私に託した。

　私はぎゅっと唇を嚙かみ締めて、爪つめが食い込むくらいに強く拳こぶしを握りしめて、嗚咽おえつをこらえて、いつかのように、いつものように、




「わかりました。そのお願い、喜んでお受けします」




　すべての想いを背負う覚悟を決めて、しっかりと頷うなずいたのだった。





　　◇◇◇






（Shino's view）




「はぁ……」

　学院長室の椅い子すに座り、詩し乃のは大きく息を吐き出した。















　この記憶を辿たどる時はいつだって気持ちが深く沈んでいく。

　──五年。

　たった五年程度で癒いえるような傷では無いのだ。それどころか、一生かかっても癒えることなど無いかもしれない。

　せめて、ナスターシャであった時の記憶が完全に無ければよかったのにと、そう思うこともある。

　けど、逆に記憶があるからこそあの悲惨さを、辛つらさを、苦しさを痛感できているのも事実だ。

　その痛みがあるからこそ、どんな苦難にも立ち向かえる。それが今の詩し乃のの強さの根源になっていた。

　あれから、詩乃の日常は戦いの日々だと言えた。

　戦争を終結させるために各国と渡り合い、魔法を希望の歌に出来るよう、自分みたいに心を奪われ、ただの兵器として扱われる歌姫カンタトリスが出てこないよう、ＩＣＣの設立、神楽かぐら特とつ区くの樹立、カンタトリス音楽院の創立を進めた。

　すべては決して一筋縄ではいかなかったし、そこに至る過程でいくつもの衝突、取引、騙だまし合いもあった。

　ある意味、ナスターシャであった時よりも壮絶な日々であったと言えるかもしれない。

　その日々の中で詩乃は大人にならざるを得なかった。幼き心は置き去りにして、無邪気な笑顔は捨て去って。

　捨てられるものは全すべて捨て去って、自分のやるべきことをやってきたのだ。

　そして、ようやく世界は安定してきた。もちろん、数え切れない綻ほころびがあるのはわかっている。

　けど、あの悲惨だった戦争を経ても歌姫は偶像のままに、象徴のままに、希望のままに人々の世界に受け入れられている。

　歌姫を人間として、意思と希望を持つ人間として育てられている。

　ここで育った子供たちがいつかきっと、光りあふれる世界を創つくってくれるに違いない。

「カンタトリス音楽院ここは私の希望の始まりの場所なのよ」

　心に立てた旗と言っても良いかもしれない。決して曲げず、倒れず。自分の意志を貫き通すために立てた旗。

「だから、誰だれにも侵させはしない」

　お姉さまがどうして生き返り、そしてどんな目的でここを目指しているのか、私にどんな用があるのかはわからない。

　本音を言えば、昔と何も変わらない態度で接してくれて、私と一緒にこの道を歩んでくれることを望んでしまっている。

　けど、そうでなかった場合。

　もし、お姉さまが敵対するような立場だった場合、私はどうするだろうか？

　戦うことが出来るだろうか？

　もう一度自分に問いかけてみる。さっきよりは混乱も収まっていた。だから、自分の意志で、感情でその問いに答えをだす。

　考えるまでもない。

　詩し乃のは席から立ち上がり窓辺へと移動する。差し込む太陽の白い光に目を細めながら、外にいる生徒たちを眺める。

「この子たちを守るのが私の使命だ。この子たちが希望を詠うたえるように見守るのが私の役目だ。だから──」

　たとえお姉さまであろうと、それを邪魔するのであれば排除するのみ！

　ぎゅっと、あの戦争の日と同じように、爪つめが食い込むくらいに強く、詩乃は拳こぶしを握りしめた。





　　◇◇◇






「なあなあ、いいじゃんよ、少しくらい付き合ってくれたって。俺おれ達の相手をするのも仕事のうちだろ？」

　階段を登っていると、踊り場からそんな声が聞こえてきた。

　ちらりと見えるカンタトリス音楽院の制服。そして、それを囲うようにして四人の私服の男性が立っていた。

　ああ、またか。

　やっぱり多いな、この手のナンパは。学院祭ってことでみんな浮かれているし、歌姫研修生イミテーシヨンたちは可愛かわいいからなあ。

　それに将来のアイドル候補生たちだ。男子連中はダメ元でも声をかけてみようって気持ちになるんだろう。それでもし上う手まくいったら儲もうけもんくらいの感じで。

「絶対に退屈させないからさあ、マジで！　ちょっとだけ、十分だけでいいから試しに付き合ってよ」

　けど、ひとりの女の子を複数人で囲んだ挙げ句、しつこく誘うのはルール違反だ。女の子にだって恐怖はあるだろうし。

　注意しようと少し駆け足で階段を上がっていくと、聞き慣れた声が耳に届いた。

「ごめんなさい。わたし、好きな人がいるからあなた達の相手をするつもりはないの」

（って、明あ日す香かか？）

　男連中に囲まれていたのは明日香だった。

　日に本ほんの宝石歌姫ビジユカンタトリス相手にナンパするなんて、無謀っていうか、勇気があるっていうか。

　まあ自信はあるのだろう。みんな背も高く服装のセンスも良い。ルックスのレベルもかなり高い方だと言えた。

　異性慣れしてるんだろうなってのが、その雰囲気からわかる。

　けど、明日香はまったく興味が無さそうだった。むしろ面倒くさいなって思っているのがありありとわかる。

「ええーマジで？　明日香ちゃん、好きな男がいんの？」

「誰だれ？　誰？　つーか、そいつは俺おれらよりもいい男なん？　俺ら、そいつに負けねー自信あるんだけど」

「ほんと試しに一回俺らと遊んでみなって。ぜってー満足させてみせっからさ」

　男連中は明日香の素っ気ない態度に逆に火がついたのか、ますます入れ込んだ風に明日香に躙にじり寄った。

　明日香の表情に少しの緊張が浮かぶ。そして僕はちょっとイライラしていた。

　しつこいヤツは嫌われるだけだってのに。明日香も困ってるし。

「いえ、本当に結構ですから。わたし、お仕事がありますから失礼しますね」

　と明日香が身を翻して階段を上がろうとする。

「だ～か～ら～、ほんとちょっとだけで良いんだって。五分くらいだったら仕事の邪魔にもならないでしょ？」

「それにお客さんを案内するのも立派な仕事じゃん。それで俺たちも明日香ちゃんと遊べてハッピー、明日香ちゃんも楽しい、いい事だらけだし」

「そうそう。ほら、もっと軽い気持ちでさ、案内してよ俺らのこと」

「それに俺らこう見えて結構将来有望なんよ？　多分、これから先、明日香ちゃんと一緒に仕事することもあるはずだし、今のうちに仲良くなっといて損はないと思うよ」

　そんな勝手なことを言いながら、男連中は明日香の進路を塞ふさいだ。

　明日香が立ち止まる。ぎりぎりで笑顔を浮かべているが、相当イライラしているのがわかった。

　握られた拳こぶしが小さく震えている。僕の拳はもっと大きく震えていた。

　ったく、僕の妹を困らせてんじゃねえよ。

　僕は階段を駆け上がると声をかけた。

「よっ、明日香！」

　五人分の視線が一斉に僕に向けられる。その内の四つは鬱うつ陶とうしげに、そしてひとつはにっこりと細められた。

　そして僕の隣へと駆け寄ってくる。明あ日す香かの手がぎゅっと僕の制服の袖そでを握った。

「ああん？　なんだよ、お前」

　男たちはさっきまで明日香に向けていた柔らかい表情を消して、威嚇するように僕を睨にらみつけてくる。

　こっちの方がきっと本性なんだろうな。胡う散さん臭くささが消え、ずいぶんと堂に入っている。

「今、俺おれたちが明日香ちゃんと話をしてるんだよ。邪魔しないでくれる？」

　上から目線で、馬ば鹿かにしたような口調だ。

「けど、明日香ははっきりと断っていましたよね。僕の目にはあなた達が明日香の行動を邪魔しているように見えました」

「お前、いきなりしゃしゃり出てきて、なにふざけたこと言ってんだ？」

「お前みたいな奴やつにはわからないかもしれないけど、女の子ってのは一回は嫌じゃないのに嫌がってみせたりするもんなんだよ」

「女の子の扱いを勉強してから出直してこいよ、ばーか」

　隣で明日香が気色ばむ。自分の事に対しては大抵のことは軽く流せる明日香だけど、僕に対しての攻撃に関しては昔から耐性がないんだよな。

　僕は大丈夫だよと、ぽんぽんと明日香の手を軽く叩たたく。ここで明日香が口を挟むと、余計に厄介なことになってしまうかもしれないからな。

「まあ、確かに僕はそんなに女の子の扱いに慣れてませんけど、明日香のことは誰だれよりも一番わかっていますから」

　胸を張ってはっきりとそう言ってやった。

　なんせ子供の頃ころからずっと一緒にいる存在で、今ではたったひとりの肉親だ。

　明日香のことに関しては自信がある。

「……兄さん」

　明日香が感極まったように呟つぶやいて、潤んだ瞳ひとみで僕を見つめた。その後、妙に気合いの入った表情で一歩前に出た。

　あ、あれ？　なんか明日香に変なスイッチが入ってしまったような？

　僕の想像と違う方向に転がり始めてしまったような気がするぞ。

「さっきからお前は何なんだよ？」

「わたしの好きな人よ」

　男の言葉に明日香は即答した。

「へ？」

　思いがけない明日香の言葉に男連中の口から間の抜けた声がもれた。

「こんなのが明日香ちゃんの好きな人？　こんなのが俺たちよりも良いってわけ？　あり得ないって。明日香ちゃんはまだ本当にいい男ってのを知らないんだよ。だから、一回マジで俺おれたちと遊んでみ？　世界変わるから」

　プライドが傷つけられたのだろうか、鼻で笑いながら僕を指さす。

　けどその態度は、明あ日す香かにとっては逆効果というか、むしろ逆げき鱗りんに触れるに近いって感じじゃないかなと思うわけで。

　明日香のヤツ、自分が何を言われても大抵は我慢できるけど、僕が侮辱されたり攻撃されたりすると、すぐにキレちゃうからな。

　そういう部分も含めて、ほんとブラコンなんだからなあ。

「あなた方のその無駄な自信が一体どこから湧わいてくるのかわかりませんけど」

　明日香は涼しげな微笑ほほえみを浮かべながらも強烈なプレッシャーを放ってもう一歩踏ふみ出す。その威圧感に押され、男連中はちょっと後ずさった。

「あなた方よりも兄さんの方が何億倍もいい男ですし、何兆倍もわたしを楽しませてくれますから。ね、兄さん？」

　明日香が僕を振り返ってとびっきりの笑顔。そして、とびっきりのプレッシャー。

　なんだろう？　男連中に向けてる圧力よりも僕に対してのそれの方が何倍も強いような気がするぞ。

　ま、まあ、ここは素直に賛同しておいた方が良さそうだし、あいつらよりも明日香を楽しませる自信もある。

「当然だ」

　僕がそう答えると明日香は満足そうに頷うなずいて、男連中は怒りに顔を歪ゆがめた。

「ったく、マジで見る目がねーな、この女は」

「わざわざ俺たちが声かけてやってんのにさ、宝石歌姫ビジユカンタトリスだからって調子に乗りすぎじゃね？」

「ちやほやされて勘違いしてんだよ。実際はただのブスのくせして」

「おい、誰だれがブスだっ！　明日香は可愛かわいいだろうがっ！」

　僕は男の胸ぐらを摑つかんでいた。

　ったく、明日香がブスとかふざけんなよ。相手にされてないからって何ふざけたこと言ってんだこいつは。明日香はめちゃめちゃ可愛いっての！

「に、兄さん、どうどう」

　明日香がちょっと慌てた感じで僕を諌いさめながら僕の手を引っ張る。

　僕は男の胸ぐらから手を離した。

「んもう、わたしは別にこんな人たちに何を言われても気にしないから。兄さん、昔っからわたしの事になるとムキになりすぎ」

　明日香が妙に嬉うれしそうにそんなことを言う。

「いや、別にそんなことないぞ。僕はいつも冷静だし、ただ本当のことを言っただけだし。それに、すぐムキになるのは明あ日す香かの方だろ？」

「はいはい、じゃあ、そういうことにしておいてあげるよ」

　にこにこしながら、明日香は僕の腕に腕を絡めてきた。

　ふにょんとした柔らかな弾力は僕の腕の定位置に押し当てられる。

「まあ、こんな感じでわたし達はラブラブだから、あなた達の入り込む隙すきも、あなた達に付き合ってあげる無駄な時間もないの」

　明日香は自分の体重を僕の方に預けながら、男連中にはっきりとそう言う。

「それでは、ごきげんよう～」

　そして明日香は僕の腕を引いて、階段を上がっていった。

　背中の方で男連中が何か言っているのが聞こえてきたけど、今にもスキップをしそうなくらいにご機嫌な明日香を見ていたら、もうどうでもいいかと思えた。







「ありがとね、兄さん」

　上の階の廊下に着くなり、腕を組んだまま明日香が僕の顔を覗のぞきこんでくる。

「まあ、ぶっちゃけ僕が助けなくても、明日香だったら上手にいなせてたような気もするけど」

「でも、あいつらホントしつこかったから。今日は色んな人に声かけられたけど、あそこまでしつこい連中は初めて。妙に自信満々で勘違いしてるし」

　そして明日香は心底嫌そうな顔をした。

「やっぱり声かけられてたんだ」

「うん。朝から数えると三十回くらいかな」

「そんなにかっ？」

　さすが明日香ってことなのかな。けど、みんな凄すごいんだな。積極的って言うのか、僕の感覚では考えられない行動力だ。宝石歌姫ビジユカンタトリスをナンパするなんて。

「みんなお祭りの軽いノリって感じでね。もちろん、誰だれにも付いていかなかったよ？」

　明日香が首を傾かしげながらそんなことを言う。

「兄さん以外に興味なんてないしね。でも、ちょっとはヤキモチとか妬やいてくれた？　わたしが三十回くらい声かけられたって聞いて」

「う～ん、どうだろうな。ヤキモチっていうのとは違うかもしれないけど、ちょっと面白くないのは事実だよなあ」

「そっかそっか、兄さんは面白くないか」

　明日香は僕の答えに満足そうにうんうんと数回頷うなずいて、

「ま、そうだよね。兄さんは学校の廊下で『明日香は可愛かわいいだろうがっ！』とか怒鳴っちゃうくらいにわたしのことが大好きだもんね」

　にひひ、と緩みきった笑みを浮かべながらそんなことを言う。

　言われてみれば、ついそんなことを口走ったような気がする。なんか、瞬間的にすごいムカついて。

「いやー、なんていうかー、照れますなー。目の前で可愛かわいいだろうがとか言われちゃいますとー」

　ますますご機嫌な明あ日す香かに、妙に気恥ずかしい気持ちになる僕。

　きっと僕の顔は熟れたトマトみたいに真っ赤になっているだろう。顔が熱いし。

「もう、ほんとにシスコンなんだからこの兄さんは。妹がちょっとブスって言われただけで相手に摑つかみかかっちゃうし」

　うりうり～と肘ひじで僕の脇わき腹ばらを突っついてくる。

　嬉うれしくて楽しくて仕方ないって感じの態度だった。

　明日香の性格的にここで妙に恥ずかしがったり、抵抗したりしたらかえって逆効果。

　ますます気分を良くして僕を弄いじってくるだろう。

　なら、ここは素直になるのが一番だ。

「ま、事実だからな。明日香が可愛いってのは。それをブス呼ばわりされたら、ほら、ちょっとカチンと来ちゃうのも仕方ないだろ？」

「あう……」

　明日香が僕の顔を見つめながらぽかんと口をあけて固まった。

　そして、温度計が徐々に上昇していくように、顔色の赤みが濃くなっていく。

「い、い、いきなり、そんな、真面目まじめな顔で可愛いとか肯定とかされたら、わたし……」

　胸に手を当てて、喘あえぐように呼吸を繰り返す明日香。

「心臓がドキドキしすぎちゃって、おかしくなっちゃうでしょぉ。まったく、兄さんって時々天然でそういうことするんだからぁ」

　潤んだ目で、唇を尖とがらせて少し拗すねたように、それでいて甘えるような仕草で僕の制服の胸の部分を摑む。

　そして、ぐいっと一気に自分の身体の方に引き寄せた。

　自然と僕の上半身──というより顔が明日香の方に近づいて、

「わたしのことをこんなにドキドキさせた仕返し。はむっ」

　明日香の唇が僕の唇に重ねられた。っていうか食べられた。

　はむはむと唇を甘あま咬がみされる。明日香の弾力のある唇と白い歯で僕の唇が弄もてあそばれ形を変える。

　そのほわほわした感覚と、時折与えられる強い刺激に女の子の甘い匂においがミックスされて僕の意識は──って、

「こんな公の場でいきなり何をするんだって！」

　ぎりぎりのところで正気を取り戻した僕が慌てて顔を離すと、

「えへへ～」

　明あ日す香かがぺろりと舌を出してはにかんでいた。

「よし、仕返し成功～。兄さんもわたしと同じくらいドキドキしてたからわたしは満足じゃ～。んじゃ、また後でね、兄さん♪」

　明日香はその場でくるりと身を翻すと、ぱたぱたと小走りで廊下を駆けていく。

　まるでスキップするように妙に浮かれた足取りで。

　走る動きにあわせて跳ねる髪の毛も嬉うれしそうに踊っているようで、見てるだけで思わずこっちも楽しい気持ちになってしまうような姿だった。

「まったく……」

　微かすかに明日香の味の残る唇を触りながら僕は愚痴る。

「いきなりこんなことされたら、こっちの心臓の方がおかしくなるっての」

　そんな風に愚痴りながら、僕はやっぱり確信するのだった。

　明日香はめちゃめちゃ可愛かわいいって。

　──まあ、多分、兄としての贔ひい屓き目めが多少は入っている、ような、気がしないでも、ない、けど？
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「学院祭もそろそろ折り返しを過ぎたって感じかな」

　時間的には午後から夕方へと移り変わり始めている。もう少し経たてば空は茜あかね色いろへと塗り替えられるだろう。

　とは言え、学校内はまだまだ活気で満ち溢あふれていた。

　メインイベントと言われているミスカンタトリス音楽院コンテストや後夜祭的なダンスパーティーも残っているし、この熱狂は最後まで落ち着くことは無さそうだ。

「あ、タケルくんだ」

　と、ちょうど通りかかった教室からメアリーさんが出てきた。

「って、メアリーさん、どうしたんですかその格好」

「えっ？　もしかして設定的に間違っている所がある？　それならばすぐに作りなおさないと」

　メアリーさんには珍しく、少し慌てたようにそう言った。

「いえ、設定的にどうのこうのってのはわからないですけど、なんでそんな制服を着ているんですか？」

　メアリーさんはカンタトリス音楽院のとは違う、キャメル色のスクールセーターにタータンチェックのスカートを穿はいていた。胸元の黒のリボンがワンポイントで可愛かわいい。

　そして、手にはボブ系の黒のウィッグを持っている。あとで被るのかな？

「なんでってこれから演習場のステージで何が行われるのか知ってる？」

「ミスコンはまだですよね？」

「そんなのに興味はない」

「えーそうなんですか？　メアリーさんだったら絶対にいい線いくと思うのに」

　お人形さんのような、思わず守ってあげたくなってしまう可か憐れんなルックスと体つきにフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスという肩書き。

　出場すれば間違い無く優勝候補のひとりにあげられるだろう。

　多分、学院長や明あ日す香かも出場するだろうから票はわかれると思うけど、今日だけの特別感という点で言えばメアリーさんが有利だ。

　なんせ、他国の宝石歌姫なんて滅めつ多たに見られるものじゃないのだから。

「う～ん、タケルくんが出て欲しいって言うんだったら出てあげてもいいけど、私はその前に取りたいコンテストがあるから」

「それがこれから始まるんですか？」

「うん」

　こくりと気合いの入った顔で頷うなずくメアリーさん。これはこんなところで無駄話をして邪魔しちゃ悪いよな。

「そうですか。じゃあ、頑張ってくださいね」

　そしてメアリーさんの横を通り過ぎようとしたところで、「ぐえっ」っと後ろからシャツの襟を摑つかまれた。

「タケルくんは少し私に冷たいと思う」

　振り返るとメアリーさんがぷくっと頰ほおを膨らませていた。

「そ、そんなことないですよ。メアリーさんは命の恩人だって思ってますし」

　先日、張榮威チヤン・ウインウエイの暴走によって危険な状態に陥った僕と花か穂ほを助けてくれたのはメアリーさんだ。

　まあ、それが無かったとしてもメアリーさんのことは嫌いじゃないし、冷たくしようなんて微み塵じんも思っていないんだけど。

「だったらもう少し私とお話をしても良いと思う。そして、私の応援をしに来ても良いと思う」

　シルヴィさんと同じように子供っぽく拗すねるメアリーさんに、なんとなく微笑ほほえましい気持ちになってしまった。

「いや、無駄話してたら逆にメアリーさんの邪魔になっちゃうかなって思っただけで。良いんですか、僕と話をしてても」

「うん。タケルくんくらいしかお話しする相手もいないし」

「ええと、もしかして今日一日、ずっとひとりだったとか？」

「基本的にはそう」

　異国の地で、しかもまわりがこんなに楽しそうに盛り上がっている中をひとりで行動するのは、なんか切ないっていうか、寂しいよな。

　誰だれもいない場所でひとりで居るよりも、そっちの方が寂しいかもしれない。

　そういや、昔好きだったアニメでそんな歌があったよな。都会の人ごみと果てない草原、ひとりぼっちで居たら泣きたくなるのはどっちだろう、みたいな。

　僕はメアリーさんに笑いかけた。

「わかりました。じゃあ、メアリーさんの出るコンテストが終わるまでは、一緒に行動しますよ」

「ほんとに？」

　普段からほとんど表情の変わらないメアリーさんだから、その瞬間もほとんど無表情のままだったけど、目が期待でキラキラしていた。

「はい、本当です」

　そう答えて、思わず頭をなでなでしてしまった。

「…………」

　メアリーさんはぽけっとした表情でしばらく僕の顔を見上げた後、

「私、子供じゃない」

　と呟つぶやいた。でも、特に嫌がる様子もないし、むしろその目はもっと撫なでてと言ってるようにも見えた。

　サラサラとした髪が気持ちいいし、なんか素直に撫でられているメアリーさんが可愛かわいいので、とりあえず暫しばらくのあいだ撫でながら話を続けてみよう。

「それで、メアリーさんは何のコンテストに出るんですか？」

「そんなの決まってる。この格好を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん」

　メアリーさんは胸を張っていた。けど、

「あの、まったくわからないんですけど」

「はあ……。タケルくんは本当に日本人？」

　眉み間けんにシワを寄せて、不服そうな表情だ。

「はい。正真正銘の日本人です」

「だったらこの格好でわかってほしい。この格好で出場すると言ったらコスプレコンテストに決まってる」

「いや、決まってるって言われましても、普通に制服を着てるだけですし」

　もっと、露出の激しいチャイナ服とか、露出の激しいくノ一服とか着ててくれればわかるんだけど。

「なるほど、コスプレコンテストですか。確かにメアリーさんにとってはミスコンよりもそっちの方が重要そうですね」

「もちろん。そのために衣装を全部手作りしたし。かなりの自信作」

　メアリーさんはドヤ顔で言った。

　本当に自信作なんだろう。実際、お店で売っているような本物の制服と見分けがつかないくらいの出来栄えだ。安っぽさがまったくない。

　逆に、だからこそあまりコスプレっぽい感じが無いんだけど。

「で、コスプレだとわかれば、これが誰だれのコスプレなのか、タケルくんは当然わかるよね？」

　こんなの１＋１くらい簡単な問題でしょ？　と言わんばかりの表情だった。

　メアリーさんの僕に──というか、日本人に対する期待値が高すぎるような気がする。

「すみません、まったくわかりません」

　僕にわかるのは、この制服姿のメアリーさんも可愛かわいいってことくらいだ。思わずお菓子を買い与えたくなってしまう。















「そう。タケルくん相手にノーヒントはさすがに難しすぎたみたい。でも、タケルくんは普段から日に本ほんの誇るオタク文化の勉強をもっとするべきだと思う。今回は特別にヒントを出してあげるけど」

　メアリーさんは仕方ないなといった風に肩をすくめて、僕の背中側に回って、そして呟つぶやく。

「もしもし、私よ。今、貴方あなたの後ろにいるの」

「あ、はい、知ってますけど」

「……っ！！！！！」

　僕が振り返ると、メアリーさんは啞あ然ぜんとした顔をしていた。まるでボケを殺された芸人さんみたいな顔だ。

「…………くっ」

　メアリーさんは舌打ちして再び僕の背中に回りこむと、

　がすっ！　がすっ！

「って、痛い、痛いですって！　なんかよくわからないもので僕の背中を刺ささないでください！」

　唐突に刃物のような何かで僕の背中を攻撃してきた。きっとコスプレ用の小道具なんだろうけど。

「タケルくんはもっと反省するべき。決きめ台詞ぜりふに素で返される精神的痛みと同じだけの痛みを味わって反省するべき！」

　がすっ！　がすっ！

「すみません、すみません、反省します！　メアリーさんのネタについていけるようにもっと勉強します！　だから刺さないでー」

　僕の絶叫が廊下に響き渡ったのだった。







　怒り（と、多分羞しゆう恥ち）で顔を赤くしていたメアリーさんをなんとかなだめ、僕達はコスプレコンテストが行われる演習場へと向かっていた。

　その間、今コスプレしているキャラクターがいかに可愛かわいいかとか、次コスプレする予定のキャラクターが出てくる漫画がいかに面白いかとかを熱く語ってくれた。

　本当に熱く語るもんだから、やっぱり興味が湧わいてしまう。今度、メアリーさんお薦めの作品を読んでみよう。

　ってことで、準備万全、気合い十分のメアリーさんと一緒に演習場に着いたところで、異変に気がついた。

　プログラムによれば、コスプレコンテストの前のこの時間は歌姫研修生イミテーシヨンたちによるライブステージが行われている予定だ。

　けど、ステージを占領していたのは華やかな衣装を身にまとった歌姫研修生イミテーシヨンたちではなく、一般のお客さん達だった。

　手には旗や拡声器を持っている。どことなく物騒な雰囲気があった。

　そしてステージに上がる予定だった歌姫研修生や裏方を担当していたであろう男子生徒たちがステージ下に集まって何やら相談をしている。

「なにかあったんですかね？」

「そうみたい」

　嫌な予感がした。

　今日の見回りの一番の目的。それは反歌姫カンタトリス団体による妨害行為に対する警戒だ。

　幸いなことに、今までそんな行為は無かったわけだけど、これはまさに妨害行為といった感じだった。

　このステージでは様々なステージイベントが連続して開催されているわけで、学院祭の一番の目玉の場所とも言える。

　そこの占拠は学院祭を妨害するという事において大きな意味を持つだろう。

「タケルくん、行ってみよう」

「はい」

　僕とメアリーさんは事情を訊きくために、ステージ下に固まっている生徒たちに近づいた。

「すみません、どうしたんですか？」

　声をかけると、生徒たちの困り顔がこっちに向けられる。視線がメアリーさんを捉とらえてか、少しだけホッとしたような表情に変わった。

「さっきまでライブステージをやっていたんですが、あの人たちが突然ステージ上に乱入して来まして、そのまま居座っちゃったんですよ」

「運営本部から一般の人たちに対して少しでも暴力的と取られるような行動は絶対にするなって言われてましたので、とりあえずステージを明け渡して運営本部に対応してほしいって連絡を入れたんですけど」

「同じタイミングで色んなところで問題が発生しているらしくて、ステージの乗っ取り行為だけなら、他のトラブルが片付くまでは占拠をやめてもらえるようお願いしつつ、現状維持を心がけてと言われました」

　なるほど、このタイミングで一斉に仕掛けてきたってわけか。となると、やっぱり組織的な犯行と取るのが正解だよな。

「占拠している人たちの素性はわかる？」

　メアリーさんの問いかけに、生徒たちは揃そろって首を傾かしげる。

「要求はなにか有りましたか？」

「具体的に何かってのはありませんでした。ただ、カンタトリス音楽院の理念には賛同できない。だから、このようなカンタトリス音楽院を盛大にプロモーションするようなイベントには全面的に反対する、と言われました」

　メアリーさんに視線を送ると、メアリーさんはこくりと頷うなずいた。

　これで完全に黒だ。

「交渉の余地はないんですかね？」

「わからない。反歌姫カンタトリス団体と言っても一枚岩ではなく、色んな思想の団体があるはず。中には勘違いしている人や意図的に間違った情報を教えられている人たちも居るかもしれない。だから、交渉してみるのが全部無駄ってことは無いと思うけど」

「可能性としては相当に薄いってことですね」

　感情的な部分も大きいため、簡単に落とし所が見つかるものでもない。

「楽しみに……してたのに」

　悔しそうに呟つぶやくメアリーさんに賛同する。

「そうですね。みんな、楽しみにしていたのに残念です」

　これから夜になるに従って、この会場はますます盛り上がるはずだっただろう。

「みんなよりも私が一番楽しみにしてた」

「へ？」

　隣でメアリーさんが涙目で唇を尖とがらせていた。

「コスプレコンテストがあるって聞いて、一週間ほとんど徹夜してこの衣装を作ったのに。原作を何回も読み直してポーズと決きめ台詞ぜりふを毎日練習したし、昨日なんて楽しみで眠れなかった。なのに、それを邪魔するなんて許ゆるせない。今すぐ全員『電想劇場エレクトリカルシアター』に送り込みたいくらい」

　メアリーさんの目が据わっていた。隠そうともしない怒気が渦巻いていた。

「だ、ダメですよ、そんなことしたら！　絶対にダメですからね！」

「わかってる、私だってフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリス。その辺の判断はちゃんと出来る。でも、今日のことはお家に帰ってから『絶対に許さないノート』に詳細に記録する。絶対にだ」

　そして、ぐずっと鼻をすすった。半べそだった。

　か、可愛かわいいなあ、メアリーさん。なんか申し訳ないけど、可哀かわい想そう可愛い。

　メアリーさんといい、シルヴィさんといい、父性愛を刺激されるっていうか、放ほうっておけないっていうか。

　マルソー姉妹おそるべしだ。

　それにしても、『絶対に許さないノート』か。やっぱり色々あるんだろうな、宝石歌姫ともなると。

　自分の感情を押し殺さないといけない状況なんて、数えきれないくらいにあるのだろう。

　あの明あ日す香かだって歌姫カンタトリスとしての仕事から帰ってきた後、機嫌の悪い時があるくらいだからな。

　だからこそ今日くらいは、お祭りの日くらいは好きな事をさせてあげたかった。

　メアリーさんに、この学院祭で楽しい思い出を作って欲しかった。

「無駄になるかもしれないですけど、ちょっと話してきますね」

「だったら私も」

　そう言うメアリーさんを手で制す。

「こういう時はむしろ歌姫はいない方が良いと思うんですよ。変に相手の感情を刺激する結果になっちゃうかもしれませんから」

「でも、タケルくんが危険なことをされるかもしれない。あの人たち、武器を持ってるかもしれないし」

「はい。でも、逆に言えば、向こうにしてみれば歌姫ってだけで武器なんです。だから警戒もされてしまう。ま、大丈夫ですよ。もし、あっちが攻撃的な行動をするつもりだったら、すでにそうしているはずですから。んじゃ、ちょっと行ってきます」

　そして僕はステージへと近づいた。

　ステージ上に居る人の数は二十人ほどだろうか。年齢で言えばやはり上の方の世代が多いように見える。

　年齢が上になればなるほど、魔法は異質のものとして捉とらえられるのだろう。

　大人になってから突然現われた不可思議な力だからだ。

　逆に生まれた時から魔法が存在している世代にとってみれば、それはあって当たり前のもので、憧あこがれとしての意味合いの方が強くなっているんだろうな。

「あの、すみません」

　僕がステージの下から声をかけると、厳いかつい外見の四十代くらいの男性が前に出てきた。多分、この人がリーダーなのだろう。

「ステージを解放していただけませんか？　ステージ上で行われるイベントを楽しみにしている人がたくさんいるんです。素晴らしいイベントをするために生徒たちは一生懸命準備をしてきましたし、それを見るために世界中からたくさんの人たちがわざわざ来てくれているんです」

「我々を排除したいのであれば、力ずくでやればよろしい！　ご覧のとおり我々は武器を所有していない。そして、お前たちにはそれが出来る力があるんだからな！」

　交渉の余地など最初から無い、といった風に男は言い切る。

　予想していたこととはいえ、ここまで取り付く島もないか。

「大体、お前たちは恥ずかしくないのか！　歌姫なんてものの育成に積極的に関与して」

「歌姫のきちんとした育成は必要なことだと思います。経験を伝え、正しい教育をすることによって、確実にそのレベルは上がっていくものですから」

「それは強力な兵器を作り上げていることと同義だとなぜ気付かん！　歌唱状態に入れば大抵の通常兵器は役に立たず、対抗するには同じ歌姫カンタトリスを用いるしか方法がない。そんな強力で人道に外れた人間兵器を、人として善悪の判断もつかないような未成熟な子供のうちから育成していく。そんな事を、そんな機関を支持することは人道的観点からも平和的観点からも絶対に出来ない！」

「歌姫は兵器ではありません！　学校でも兵器としての教育はしていません！」

「それは綺き麗れい事ごとだ！　兵器としての、それこそ各国間の軍事バランスすら大きく変化させるほどの強力な軍事力を歌姫は有しているんだ。どんなに綺麗事を並べたところで有事の際にはどこの国も兵器として戦場に送り込むのだろう？」

　それはある意味においては正しいのだろう。

　歌姫に兵器としての強力な力がある以上、そういう使われ方を想定されてしまうのは仕方のないことだ。

　でも、だからこそ、やはり学校という場が必要なんだと思う。学校があるにしろ、ないにしろ歌姫という存在はそういう見られ方をするのだから。

　そして、それを完全に排除するためには歌姫の存在を、魔法自体を否定しなければならない。

「この世界に魔法なんてものは必要ない！　特定の人間にしか行使できないような、それでいて強力すぎる力なんてものは軋あつ轢れきの種になるだけでしかない！　そんなものは直ちに放棄するべきだ！」

　拒絶する一番の理由はやはりそこに行き着くだろう。

　自分にはどうしたって抗あらがいようのない、強力で未知な力を特定の人間が所持している。それに対する妬ねたみや恐怖。

　そういった感情が生まれてしまうのは至極当たり前のことだし、そこから反発や拒絶が起こるのも当然と言える。

　持つ側と持たない側の摩擦は必ず生じる。

　だからこそ、それを少しでも解消するための場がこの学院祭だったりするのに。

　お互いが交流し理解し合うための平和の場なのに。

　その学院祭でさらに溝が深くなるような事が起きてしまう。それが、悔しかった。

　話し合いではやはり解決は難しそうだ。かと言って、強制排除なんてしたら、相手側の目もく論ろ見み通りだ。

　あとはカンタトリス音楽院とは関係のない、警察などの組織に動いてもらうくらいしか方法はないか。

　それにしたって、学院祭から強制的に排除されたという事実は残る。

　その原因がイベントの妨害という犯罪行為であったとしても。

　それを是とするか、あくまで問題は起こさずにこのまま学院祭を終了させるか。それは学院長の判断になるか。

　まあ、感情的になり暴力的な衝突が起こらなかっただけでも良かったとするべきか。

　そう考えた瞬間だった。




　──学校内に緊急事態を知らせる警報が鳴り響いたのだ。





　　◇◇◇






『こちらカンタトリス音楽院学院長、東雲しののめ詩し乃のです。現在、武装をしている過激派と思われる集団が裏門から侵入しました。警備にあたっていた人員に怪け我が人にんが発生しています。救護班は至急怪我人の救助を、Ａ班は避難ルートとして正門までの安全の確保を行ってください。それ以外の人員は一般来場者の退避誘導を。尚なお、カンタトリス音楽院敷地内に限り、防衛用の魔法の使用を許可します。歌唱態勢に入りつつ、来場者の身の安全を第一に行動してください。以上』

　無線機のイヤホンから学院長の冷静ながらも緊張感を含んだ声が聞こえてきた。

　続けて校内放送で来場者向けに非常事態の発生と、近くの係員の指示に従って退避を促すアナウンスが流れる。

「タケルくんっ！」

　学院長の指示を訊きいたメアリーさんが駆け寄ってきた。

「詩乃からの連絡、聞こえてた？」

「武装集団の侵入ですよね？」

「うん。他の研修生たちには演習場の周囲にいる来場者の誘導を指示しておいた」

「なら、僕達の担当はこの人たちですね？」

　ステージ上の人たちは校内放送を聞いても、動こうとする気配は感じられなかった。

「多分、この人たちはこのことも最初から知っていたとは思うけど」

　今回の妨害行動は確実に組織的に行われている。だから、それぞれの組織が情報共有しながら行動していると考えるのが正解だ。

「でも、かと言って放ほうっておくわけにはいかないですからね」

「うん。本当に知らない可能性もあるし、来場者に怪我人を出すわけにはいかないから」

　僕は頷うなずくと、再びステージ上の人たちに声をかける。

「さっきの校内放送の通り非常事態が発生しています。来場者の皆様には大至急退避していただくことになっています。誘導しますので、今すぐステージから降りて僕達の後に続いてください！」

　僕の声にリーダーの男が再び前に出る。

「そうやって緊急事態を装って俺おれたちをここから移動させようって腹だろうが、そんな浅はかな作戦に引っかかったりはしねえぞ！」

　リーダーの声に対して「そうだ！　そうだ！」という声が沸き起こる。

「これは作戦ではありません！　事実ですっ！　一般の来場者を巻き込んでの作戦などカンタトリス音楽院は行いません。皆さんの身の安全を守るためでもあります。大至急、ステージ上から降りてください！」

「いいや、俺達は騙だまされねえぞ！　学院祭が終わるまで、ここから一歩たりとも動くつもりはねえ！」

　そして、どっかりと座り込む。その顔には自信があふれていた。

　これは、確実に状況を知っている反応だよな。事前に自分たちの身の安全は保証されているのだろう。

　こうなると、どうやったって動いてくれなそうだ。

　かと言って、放置して軽い怪け我がでもされたら、それをネタに騒ぎ立てられるに違いない。

　カンタトリス音楽院は来場者の安全確保に最善を尽くさなかった、みたいな感じで。

　ったく、ほんと厄介だ。

「メアリーさん、どうしましょう？」

　そう振り返った時だった。ぐいっと力強く手を引かれる。

「え？」

　まったく無防備だった僕の身体がメアリーさんの方へと流されて、




　──ちゅっ！




　僕の唇に柔らかな感触が重なった。

　すぐ目の前にはメアリーさんの顔がある。二センチほどの距離で長いまつ毛が小さく震えていた。

　って、この唇に触れている感触は──メアリーさんの唇……だよな？

　って、ええええ！！！！

　触れ合ったその箇所から、温かな感覚が僕の中に波紋のように広がってきた。

「メ、メ、メアリーさんっ!?」

　思わず声が裏がえってしまう。

　そんな僕の頭の中で、『落ち着いて。チューニングしただけ』という声が響いた。

「え？　あ、ああ、はい、チューニング、ですか……」

　その声で少しだけ冷静になる。けど、心臓は早鐘を打っていた。

　美少女に、しかもフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスになんの心の準備もなく口づけされたのだ。

　心臓に悪いっていうか、負荷がかかり過ぎだ。

「あ、いやでも、なんでチューニングを？　僕、楽器もないですし」

　そもそもメアリーさんの幻創曲レチタテイーヴオも知らない。僕は奏士トルヴエールとしてはメアリーさんの役に立つことは出来ない。

『もう敵に囲まれてる。どうやら最初からここが目的だったみたい。私はこれから幻創曲を歌って敵の攻撃に対処しないといけないから、タケルくんと脳内で会話するため』

「ああ、なるほど」

『来るっ！』

　瞬間、突然、激しい雨のような銃声が演習場内に鳴り響いた。

　それと同時にメアリーさんの口から旋律が生み出される。

　激しい銃声の中でも、メアリーさんの鈴のような歌声ルーンはしっかりと僕の耳に届いた。それだけで、ものすごい安心感が僕の中に生まれる。

　放たれた銃弾は一直線にステージ目掛けて飛来し、ステージ直前で透明な壁に遮られるように勢いを無くし、落下した。

　続けて、何発もの銃声が響く。

　けど、発射されたすべての銃弾はステージに届くこと無く落下を続けた。

『魔法で風の壁を作ってるから絶対に銃弾は当たらない。安心して』

　歌いながらメアリーさんが脳内で話しかけてくる。

『ありがとうございます。けど、いきなり発砲してくるなんて酷ひどい連中ですね。しかも、躊ちゆう躇ちよなくステージを狙ねらいましたよ』

『魔法で防がれることを前提の行動だと思う。もしくは──』

『最初からステージ上の人たちは捨すて駒ごまだった』

『そういう事』

　通常の銃火器では、歌唱状態に入り幻想化している歌姫カンタトリスとそれにチューニングしている奏士を傷つけることは不可能だ。

　だから、最初から一般人を狙いにきた。それも、予あらかじめ安全を保証し、この場に居残らせた人たちを。

「な、なんであいつらが俺おれたちを撃つんだよっ！」

「だ、騙だまされてたんだ！　あいつら、最初から俺たちのことを撃つつもりで、俺たちをここに！」

　ステージ上では明らかに動揺が広がっていた。さっきまでのどっしりと座り込んでいた落ち着きはなく、みんな立ち上がって浮き足立っている。

　軽いパニック状態になっているみたいだった。

『タケルくん、みんなを落ち着かせて。ステージ上にいれば安心だから。逆にそこから出られると範囲的に厳しい』

『わかりました』

　僕はステージに上がり、声を張り上げる。

「皆さん、落ち着いてください！　このステージ上に居れば安心です。魔法で皆さんを銃弾からお守りします。だから、このステージから降りたりしないでください！」

「本当だろうな！　本当に安全なんだろうな！」

　僕に詰め寄ってくるリーダーの男。必死の形相だ。

　さっきまであんなに魔法なんて必要ないと主張していたのに。

　──我々は決して暴力に屈しません。あなた方が魔法を使って抵抗するのをやめれば、あの者たちも攻撃を止やめるのでは？

　くらいのことを言ってみせれば良いのに、とちょっと意地悪なことを考えてしまう。

　そんなやり取りをしている間にも銃撃は続いていた。息もつかせぬ感じで銃弾が降り注ぐ。

　どうやら敵はステージを囲うようにスタンド席に配置されているようだ。結構な数が居そうだぞ。

『メアリーさん、大丈夫ですか？』

『うん、全然平気。こんな魔法、初歩中の初歩だから何時間だって歌っていられる。ＲＰＧクラスの兵器を持って来られなければ、このレベルの魔法で十分に防げるし』

　メアリーさんは汗ひとつかいていない、涼しい顔で歌唱を続けていた。

『けどこの状態だと反撃は出来ない。銃撃が収まるまで歌は止められないし、みんなの安全を考えると、たとえ銃撃が止んだとしても確実に安全の確認が取れるまでは歌唱を止めるわけにはいかない』

『そうですね』

　僕達だけであれば、短期突入で一気にケリを付けられるだろうけど、一般人を守りながらとなると、人手が足りない。

『向こうがこのまま銃撃だけしていてくれれば良いのだけど、突入されるとちょっとまずいかも』

『今の魔法で銃弾を防ぎながら、みんなを少しずつ移動させて行くっていうのは？』

『可能だけど、みんながきちんと指示に従って行動してくれないと無理。移動しながらの障壁シールド展開はかなりデリケートだから』

　きちんと指示に従っての行動、か。

　ステージ上の人たちは銃弾が自分たちまで届かないと知ってパニック状態からは脱却している。

　とは言え、とても落ち着いているとは言えない様子だ。

　それに、魔法に対しての良くない感情を持っているのは事実だろう。

　銃火器という一般の人たちにしてみれば絶対的な殺さつ戮りく兵器ですら、メアリーさんの前ではまったく効果を発揮していないのだ。

　静かに歌い続けるメアリーさんを見る瞳ひとみには明らかに恐怖の色が浮かんでいた。

　この状態でこっちの指示に従えっていうのはかなり難しいことだと思われた。

　武装しているとはいえ、相手は軍隊ではない。それほど装備が充実しているとも思えないし、早い段階で銃弾が尽きてくれると良いんだけど。

　とりあえず今は、メアリーさんに守ってもらいつつ、僕はみんなを落ち着かせてこっちの誘導に従って貰もらえるよう説得していくしかないか。




　──激しい銃撃が続く中、時間は流れていった。






３章　─違たがえる理想と舞う歌姫─









（Monica's view）




　突き抜けるような青い空の中にトリコロールがはためいている。

　パリ市内、シャンゼリゼ大通りの北側を平行して走るフォーブール・サントノレ通りの55番地。

　フランス大統領官邸──エリゼ宮の前にその人物は立っていた。

　見たものに畏い怖ふの念さえ与える、燃え盛るような鮮烈な赤。髪も瞳も身に着けている衣類さえも真紅で統一したその格好は、とても大統領官邸を訪れるための姿には見えない。

　事実、彼女は招かれざる客だった。

　モニカ・フェリッリ。通称『轟ごう炎えん』。イタリアの宝石歌姫ビジユカンタトリスである。

　どこまでも好戦的で挑発的な猛獣のようなその瞳を細め、エリゼ宮の門の前に立つ女を睨にらみつける。

　一方、その視線を真正面から受け止める女の纏まとう色は青。甲かつ冑ちゆうを身にまとっていなくても、その佇たたずまいから発せられるオーラはまるで騎士のようだ。

　月の光を編んだような黄金色の髪をシニヨンでまとめ、深い湖を思わせる濃いブルーの瞳ひとみは知性と冷静さを携える。

　モニカの苛か烈れつな怒気を受けても、眉まゆひとつ動かさず、ただ静かに見つめ返す。

「ったくよう、こりゃあ、完全に当てがはずれちまったな。宝石歌姫ビジユカンタトリスさまがのん気に極東の学校のお祭り見学なんてしてる間に、政府をひとつぶっ壊しておいてやろうと思ってたんだが、まさかテメーがこんなところにいるなんてな。純潔の獅し子し姫さまよ！」

　モニカがぎりっと歯ぎしりをする。

「同盟国から要請がありましたから。もしあなたがフランス政府に対して攻撃的行為を行うと言うのであれば、私は全力をもってそれを阻止します」

　静かにそう宣言したのは純潔の獅子姫──イギリスの宝石歌姫、クレア・ワイズだ。

　その属性は水の最上位。守備に特化し、こと負けないための戦いに限って言えば随一の力を誇る。

　一方、火の最上位であるモニカとは全すべてにおいて正反対、相性は最悪だ。

「ったく、相変わらず頭のお固い真面目まじめちゃんだな。だから、テメーはいつまでたっても処女なんだよ」

「私は女王陛下を守る最強の盾。いかなるものも私を貫き通すことはできません」

「おい、冗談に素で返すなって。一周回ってギャグになってんぞ。けどまあ、テメーがいるんじゃここはぶっ壊せねえか。けど、このまま何もしねえで帰るってのはオレの主義にあわねえし、ちょっとばっかりストレスの発散に付き合ってもらうぜ」

「私と勝負すると言うのですか？」

　ぴくりと、クレアの眉が動く。

「遊びだよ、遊び。テメーもわざわざ華の都まで出で張ばって来たんだ。このまま何もしねーで帰るなんて退屈だろ？」

「出来れば私は余計なことはしたくないのですが。貴方あなたと私が戦ったところで、どうせ決着はつかないのですから」

「だから、遊びなんだろうがよ！」

　叫ぶと同時に強きよう靭じんな筋肉で地面を蹴けり、後方宙返りをしてクレアとの距離を取る。

　そしてシャウト。モニカの喉のどから空気を切り裂くように発せられたシャウトはまさに獣の叫びだ。

　どこまでも本能的で、どこまでも好戦的で、どこまでも快楽的。

　極限まで込められた殺気が聞くものを恐怖に陥れる、狩猟者の雄お叫たけび。

　ゆらり、と空間が揺らめいた。熱風が渦巻き、まるで砂漠であるかのように周囲を一瞬で乾燥させる。

「──燃え尽きちまいなっ！！！！」

　目の前で空気が爆発した。すべてを溶かし尽くさんとばかりに燃え盛る熱風がクレアに襲いかかる。

　しかし、クレアは静かに、静かに旋律を口ずさむ。それは湖面に作られた波紋のように緩やかに美しく空気中に広がっていった。

　どんなに高熱の炎であろうとも、クレアの前では静かに消え去るばかり。

　空気中に薄く揺らめく水のヴェールが光を反射し、ダイヤモンドのように綺き羅らびやかな輝きを放っていた。

「相変わらずウゼエな、テメーのそのスカした顔はよぉ！」

　続けざまにモニカは吼ほえる。

　音楽理論？　そんなものは関係ねえ！

　歌詞スペル？　そんなものに意味はねえ！

　音程？　そんなものは気にしねえ！

　そこにあるのは純粋で強きよう靭じんで強烈な意志だけだ。

　戦いのための歌。ただ単純に相手をぶち殺すためだけの自己主張。魂の燃焼。

　モニカの歌はどこまでも純粋に燃え猛たける。だからこそ最強の炎。すべてを焼きつくす最凶の歌姫カンタトリス。

「おら、踊れよ！　このクソ処女野郎が！」

　モニカが拳こぶしを突き上げると、クレアの足元がグラグラと震動し、そしてマグマが吹き出した。

「──っ」

　クレアは表情ひとつ変えないままに飛び上がると、空中で反転し手のひらを地面に向かって突き出す。

　清流を思わせるような涼しげで穏やかな歌声ルーンに呼応するように手のひらから巨大な水滴がこぼれ落ちた。

　水滴は吹き出したマグマを取り込むように覆い、ただの岩石へと変化させる。一瞬にして千度を超える温度をゼロにしたのだ。

「この程度の攻撃、私の前では無意味だと──」

「ばぁか。そっちはただの囮おとりだ」

　その声はすぐ近くで聞こえた。

　マグマを発生させると同時に大地を蹴けったモニカは、空中で無防備な姿を晒さらしているクレアにすでに迫っていた。

　あまりの高温で青みを帯びた炎がモニカの腕に蛇のように絡み付いていた。それは蛇の舌のようにチロチロと揺れる。

　モニカはニヤリと獰どう猛もうな笑みを浮かべた。

「テメー相手にいくら外から炎を撃っても無意味だからなあ。けど、中から燃やされたらどうなるんだろうなあ？」

　モニカの拳こぶしがクレアの腹にえぐり込む。ここに来て、クレアは初めて驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　でも、もう遅い。

「身体の中から燃え尽きちまいなぁぁぁぁ！！！！！！！！！！」

　クレアの腹の中に突き刺さした拳を開く。拳の中で圧縮されていた炎が一気に解放される。

「んぐっ！」

　腹の底から搾り出されたような声がクレアの口から漏れ、そして一瞬にしてクレアの身体は炎に包まれた。

「ぐぁぁぁぁぁぁぁああああっ！！！！！」

　クレアの外見からは想像もできない獣のような呻うめき。内側から燃え盛る炎は内臓を焼きつくし、脂肪を溶かし、皮膚を焦がす。

「随分といい声で鳴いてくれるじゃないか、純潔の獅し子し姫さんよお！　そんな風に喘あえがれたら、こっちまで興奮しちまうだろうがよ！」

　目を充血させ、舌なめずりするモニカの背後で、

「まあ、蜃気楼なんですけど」

　静かな声が響いた。

「貴方あなたの下品さにはほんと辟へき易えきします。今すぐ私の前から消えてください」

　振り返るモニカの目に映ったのは、半身で手刀を構えるクレアの姿だった。

「て、てめえ！」

「これで終わりです」

　振るったクレアの手刀から薄い水の刃が発せられる。

　高圧力で吹き出された水はダイヤモンドでさえも切り裂く。

「なっ!!」

　今度はモニカが驚愕の表情を浮かべる番だった。

　しかし、それも一瞬で終わる。

　一瞬で終わり、そして永遠に刻まれる。

　驚愕の表情を浮かべたモニカの頭が一瞬で胴体から切り離され地面を転がった。驚愕の表情が固定されたままに。

　着地したクレアはひとつ息を吐いて、地面を転がる頭を見やった。その瞳ひとみには何一つ感情は浮かんでいない。

　そして、その頭を──誰だれかの足がガシッ！　と踏ふみつけた。

「こっちは陽炎かげろうだ、バカ野郎っ」

　踏みつけられた頭は破裂するように炎と化して、空気中に消え去った。

「やっぱりこんなんでテメーと決着がつくはずがねえよな？」

「当然です。貴方あなたの言った通り、こんなものは所しよ詮せんお遊びですから」

　苛か烈れつな赤と静せい謐ひつな青。

　相対するふたつの宝石ビジユはどこまでも真逆で、どこまでも同質だった。

「まあ、多少は暴れられたんで今日のところはこれで帰ってやるよ。次会った時は、テメーの処女を最悪の形で散らせてやるけどな」

「このまま貴方が帰っていくのを、私が黙って見ていると思いますか？」

　クレアが半歩、足を踏み出す。

「まだやり足りねえって言うんだったら相手してやってもいいけどよ、テメーだって人様の国の都をメチャメチャにするわけにはいかねえだろ？　これ以上の戦いってのは、つまりそういうことだぜ？」

　挑発するように口角を吊つり上げるモニカにクレアは肩をすくめた。

「さっさと行きなさい。これ以上、貴方の不快な顔を見ていたくありませんし、二度と見たくもありません」

　そして身を翻すと、クレアはエリゼ宮の中へと入っていく。

「それはオレも同感だ。ずいぶんと気が合うねえ、クレア・ワイズさんよ。ったく、いつもいつもオレ様の邪魔をしやがって」

　その後ろ姿を見つめながら、モニカは苛いら立だたしげに吐き捨てたのだった。





　　◇◇◇






（Chou-sen's view）




　カモメの声と潮の香りに誘われるように、入港したタンカーから一人の少女が横よこ浜はま港に降り立った。

　身長は百四十センチに届かないほどだろうか。小柄な体たい軀くを黒地に金の刺し繡しゆうを入れたチャイナ服で包んでいる。黒のショートボブに大きくクリっとした瞳ひとみが幼さをいっそう引き立てていた。

　魔法が世に現れてから十年ほど。

　明確な区切りを示すことは出来ないが、基本的に歌姫カンタトリスとしての才能は幼い少女、特に思春期近くの少女に顕現する事がほとんどだ。

　だから、必然的に歌姫の年齢層は低くなる。そんな歌姫たちの中でも、この少女の姿は一ひと際きわ幼く見えた。

「ふへー、これが日に本ほんか。想像していたよりも普通なんだね」

　名前は貂ちよう蟬せん。まだ幼さは残すものの、世界に名を轟とどろかす古いにしえの美女と同じその名に恥じないだけの美び貌ぼうを少女は兼ね備えていた。

「ねえねえ、大老。ラーメン食べに行ってもいい？　ボク、日本のラーメンがすっごく美お味いしいって聞いてきたんだ」

　貂蟬は隣に立つ初老の男に声をかける。

「どうやらその前にひとつやらなければいけない仕事がありそうですぞ、お嬢」

　男の視線を追いかけると、コンテナの上に座りこっちを見ている少女の姿があった。

　ただそこに座っているだけなのに、圧倒的な存在感。

　日差しを背に受けて、ゆるりと立ち上がるその姿に視線を釘くぎ付づけにされてしまう。

「トゥ！」

　少女は勇ましい掛け声と共にコンテナを蹴けって飛び上がると、空中でくるくると二回転し、鮮やかに着地した。

「さあ、いよいよ真打ちの登場ですわよ、皆さん！」

　太陽に手のひらをかざすように両手を突きあげて、くるりとターンを決めてみせた。

　くいっと顎あごを上げて、キメ顔で貂蟬へと視線を送る。

「え、ええと」

　──パチパチパチパチ。

　とりあえず貂蟬は拍手をした。隣に立つ初老の男も仕方ないとばかりにそれに付き合う。意外と空気の読めるふたりだった。

　少女は満足したように頷うなずくと、つかつかと貂蟬達の前まで歩いてくる。

「ひさしぶりだね、リアちゃん」

「私に話しかけるときにはまず最初に跪ひざまずきなさい、この無礼者！」

　そう言い、腰に手を当て胸を反らしたのはリアーナ・ライムス。『光こう帝てい』の異名を持つアメリカの宝石歌姫ビジユカンタトリスだ。

　ＩＣＣランキング二位、その異名通り世界で唯一、光の属性を扱う歌姫である。

「リアちゃんはどこでも変わらないね。その強烈なキャラ、ボクは大好きだよ」

　ほんわかとした雰囲気でリアーナに返す貂蟬も、何を隠そう中ちゆう国ごくの宝石歌姫である。

「けど、誰だれかのお出迎えがあるとは思ってたけど、まさかリアちゃんだなんて思ってもいなかったよ。アメリカさんはやっぱり日に本ほんの味方なんだね」

「安保条約がありますからね。それと跪ひざまずきなさいと言っているでしょう！」

「う～ん、この会話を繰り返すのは面倒臭いし、ボクは特に気にしないんだけど、立場上ボクが跪いちゃうと色々と大変なことになっちゃうから体育座りで良い？」

「まあ、いいでしょう」

「ああ、それで良いんだ」

　あっさり頷うなずくリアーナに貂ちよう蟬せんは苦笑しながら体育座りをした。

「それで、姫ひめ咲さきヒミコはどこにいるのかしら？　ってこの状態は話しづらいわね。貂蟬、すぐに立ちなさい！」

「んもう、リアちゃんは無む茶ちや苦く茶ちやなんだから。立ってお話しするのもダルいし、リアちゃんも一緒に座ろうよ」

　貂蟬の提案にリアーナはポンと手を叩たたく。

「そうね。それは良いアイディアだわ。あなた、幼い割にはなかなか合理的な考え方をするのね。この私が褒めて差し上げるわ」

　ふぁさっと髪を搔かきあげてから、リアーナは貂蟬と正対するように腰を下ろす。

　なぜか正座だった。ある意味、跪いていると言えなくもない。

　貂蟬にちょっとした悪戯いたずら心が湧わき上がった。

　まさか、さすがにこれは気がつくよねえ──と思いながら提案してみる。

「ねえねえリアちゃん、やっぱりボク立っていい？　考えてみたら船の中でずっと座りっぱなしだったから、お尻しりが痛くて」

「仕方ないわね。私はとても慈悲深い性格をしているの。身体を痛めている人間に辛つらい体勢を取らせることはしないわ。私が許可します。起立しなさい」

　うわ、この人ほんとバカだ、と貂蟬は思った。

　貂蟬が立ち上がると、リアーナは自然と見上げる形になった。幼女の前に跪く美少女の図の完成だ。

「それで、もう一度訊きくわ。姫咲ヒミコはどこ？　隠すとあなたのためにはならないわよ、貂蟬」

　リアーナは自信に溢あふれた顔で正座をし、貂蟬のことを見上げながら訊いた。

　やっぱり面白いなあ、リアちゃんは。これでいて歌姫カンタトリスとしての実力はずば抜けているんだからなあ。

　事実、ここで隠し事をしてリアーナとぶつかるのは、貂蟬にとって得策とは言えなかった。

　ちらりと隣に立つ男に視線を送ると、男は小さく頷いた。隠し事はしなくて良いという事だ。

「ボクは知らないよ。今回のボクの役割は所しよ詮せん囮おとりだもん。つまんない役だなって思ってたけど、ここでリアちゃんと会えたんだからそうでもなかったのかもね」

「それはつまり、私と戦う覚悟があるって解釈でよろしいのかしら？　この愚か者が！」

　正座しながら罵ば倒とうしてくるリアーナ。よくわからないシチュエーションだった。

「違うよ、リアちゃんとはあまり戦いたくないなってのが正直な気持ち。リアちゃん相手だと勝てる可能性は低いからね」

「勝てる可能性が低い、ですって？　それは少しくらいこの私に勝てる可能性があるとお考えなのかしら？」

「うん、勝負はやってみないとわからないからね。ボクにも一応、秘密兵器があるし」

「世界ランク五位風情が随分と生意気を言いますわね、頭が高いわ！　って、言うより、私の頭が低すぎるんじゃない！　どういうことっ!?」

　ここにきて、リアーナはようやく自分の置かれている構図に気づいたみたいだった。

　屈辱で顔を赤らめ、ワナワナと指を震わせる。

「謀ったわね、貂ちよう蟬せんっ！」

「人聞き悪いな～。全部リアちゃんが許可してくれたことじゃない。たまたま結果的にリアちゃんがボクに跪ひざまずく形になっちゃっただけで、全部偶然。偶然ってすごいねー」

「そうね、考えてみればこの光こう帝ていがすべて許可したことでしたわね。ま、いいでしょ。偶然に対して一々腹を立てていたら私の品格が落ちるというものです」

　リアーナはひとつ咳せき払ばらいをすると、余裕の笑みを浮かべてみせた。

　うわあ、ここで立たないんだ。正座したままなんだ。さすがリアちゃん、行動が読めなすぎるよ。

　貂蟬は呆あきれを通り越して感心していた。この突き抜けた残念さがリアーナの一番の才能なのかもしれないと、ちょっと思ったりもした。

「そういえばあなた、さっき少し気になること言ってましたわね。秘密兵器があるとかなんとか」

「うん、まだ実戦では一度も使っていない、秘密の幻創曲レチタテイーヴオがあるんだ」

「それはどんな幻創曲ですの？」

　貂蟬が男を窺うかがうと、再び小さく頷うなずく。概要くらいだったら話しても良いとのことだ。

「んとね、ロボットを呼び出して戦わせるの」

「ロボットですって!?」

　ものすごい食いつきだった。リアーナの瞳ひとみがらんらんと輝いている。

「う、うん、そうだけど」

「そ、それは変形するの!?」

　声が上ずっている。隠し切れない興奮が溢あふれだしていた。

「も、もちろんだよ。変形はやっぱりロボットの醍だい醐ご味みだからね。呂りよ布ふモードと赤せき兎と馬ばモードとケンタウロスモードがあるんだ」

「び、ビームは？　ビームは出るの!?」

「うん、目から出るよ。呂布の時に」

「見せなさい！　いえ、見て差し上げてもよろしくてよ！　ち、違うわね。ここはお願いするところですものね。この私が誰だれかにお願いするなんて屈辱以外の何ものでもありませんけど、ロボットのためですわ、仕方がありません。その、私に見せてくださいませんか？」

　あの！　リアーナが！　額を地面に擦こすりつけていた！

　って、どこまで必死なんだよ、リアちゃん。ほんとに行動が読めないよ。

「ねえ、リアちゃん。後頭部、踏ふんづけてみていい？」

「ロボットを見せていただけるのなら喜んでっ！」

　お前は居酒屋の店員かとツッコミをいれたくなるくらいに清すが々すがしい喜んで！　だった。

　さすがの貂ちよう蟬せんもちょっと引いた。

「うー、じゃあ、止やめとくよ。ボクとしては見せてあげたい気持ちもあるんだけど、これは国家の機密事項だからね。さすがにボクの一存では無理なんだ」

「私がここまでして頼んでいるのにダメですの？」

「うん、ごめんね」

「なんなら全裸になって土下座しても構いませんのよ？」

「それはそれでかなり見てみたいけど、ごめんね」

「じゃあ、代わりに大統領から絶対使用禁止と言われている核爆発の幻創曲を見せて差し上げますわ。それでどうかしら？」

「リアちゃん、それはいろんな意味でアウトだから、絶対にダメだよ！」

　っていうか、アメリカの大統領！　こんな馬ば鹿かにそんな危険な魔法を作らせちゃダメでしょ！

　宝石歌姫ビジユカンタトリスをチェンジしろ、チェンジ！

　貂蟬は色んな意味で頭が痛かった。

「仕方ないですわね。ま、いずれ戦う時が来れば、いやでもあなたのロボットを見ることになるでしょう。その時まで我慢して差し上げますわ。感謝しなさい」

　リアーナはおでこを赤くし、正座したまま、威厳たっぷりに言い放った。

　かっこいいなーリアちゃん。ある意味憧あこがれちゃうなー。

「では、あなたは今日は戦うつもりはないのですね？」

「うん。騒ぎも起こさない。約束するよ」

「それであれば、私もあなたを拘束する理由がありません。で、あなたはこれからどうするつもりなの？」

「う～ん、そうだな～」

　これで今日やるべき一番の目的は無くなってしまったわけだ。とは言えせっかく日に本ほんまで来たんだし、ずっとホテルでのんびりしてるのも勿もつ体たい無ない。

「せっかくだから、この辺を少し観光でもするよ。まずはラーメンでも食べに行こうかな。ラーメン博物館ってのが近くにあるんだって。リアちゃん、知ってる？　日本のラーメンってとっても美お味いしいらしいんだよ」

「当然、知ってますわよ。なるほどラーメンですか。いいでしょう、特別にこの私もお付き合いして差し上げましょう」

　リアーナはすくっと立ち上がると、そのままスタスタと歩いて行く。

　そして十メートルほど歩いたところで立ち止まり、貂ちよう蟬せんの方を振り返った。

「ほら、何をしているの貂蟬。この私を立ち止まらせるなんて、失礼も甚だしいですわよ！　腹を切りなさい、腹を！」

　う～ん、別に一緒に行くとは言ってないんだけどなあ。

　けどまあ、いっか。リアちゃんと一緒だったら退屈はしないだろうし。時々、すごく面倒くさいけど。

「大老、悪いけど先にホテルに行ってて。ボクはリアちゃんと遊んでくるから」

「わかりました、お嬢。どうぞお気をつけて」

「うん、じゃあまた後でね」

　男に手を振ってから、貂蟬はリアーナの元へと駆け寄る。

　この時の貂蟬はまだ知らなかったのだ。この先に待ち構えている地獄の時間のことを。

　リアーナの舌が今世紀最悪レベルの馬ば鹿か舌じただってことを。
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　戦況は膠こう着ちやく状態となっていた。

　とは言え、この状況は最低限の狙ねらい通りであり、引きつけておけているのがフランスの宝石歌姫ビジユカンタトリスであることは出来すぎと言っても良い結果である。

　欲を言えば、ステージ上で間抜け面を晒さらしているあの連中に銃弾の何発か撃ちこんで、ニュースのネタのひとつでも作っておきたい所だが、宝石歌姫が防衛に回っているこの状況じゃ、さすがに高望みをしすぎってものだろう。

「人形の準備の方はどうだ？」

「もう少しです。銃弾が尽きる前には完了出来るかと」

「わかった。まあ、敵が歌姫カンタトリスひとりだったらこの状況は変わらんだろう。速度よりは丁寧さを心がけて作業してくれ」

　この作戦の一番の肝は十三体の人形をきちんと起動させることだ。そこで失敗してしまったら、すべてが台無しになってしまう。

「了解です！」

　男は部下の気持ちいい返事を聞きながら、階下のステージを見る。

　──にしても、まさか俺おれがこんな計画に力を貸すことになるとはな。

　男は乾いた唇を舐なめながら、感慨深く思う。

　最近までは俺もあのステージの上の奴やつらと同じような考えだった。それが今はまったく逆のことをやろうとしているのだから、人生ってものはわからないものだ。

　初めに計画を聞かされた時は冗談だと思った。

　あまりにも壮大過ぎて、そして荒こう唐とう無む稽けいすぎて、そんな計画が成功するはずないと思った。

　しかし、詳細な話を聞き、協力者の名前を見るにつれて、それが実現できるかもしれないという思いに変わったのだ。

　正直に言えば相当にワクワクしていた。

　男であり、すでに年を食っている自分にとって、魔法なんてものは相も変わらずフィクションのような存在だ。

　それが完全なフィクションならまだしも、現実として自分の人生に関かかわってくるっていうのだから堪たまらなかった。

　そんなの後出しジャンケンみたいなものだ。自分には当まさに通り過ぎた決して手の届かない場所で、そんな強力な力を得る奴らが出てくるなんて。

　どうして自分がガキの内に魔法が現れてくれなかったのか。そうすりゃ、俺だってそっちの世界に関われたかもしれないのに。

　そんな嫉しつ妬とが、恨みが、悔しさがアンチ歌姫的な行動に繫つながっていったのは間違いなかった。

　そんな俺が、歌姫を神輿みこしに担いでクーデターか。それも、歌姫を更なる高みにある神輿に担ぎ上げるための。

「ま、必要悪ってのはいつの時代にも必要なものだからな」

　だからこその必要悪だ。

「隊長、全人形の配置、起動準備が整いました！　いつでも起動できます」

「おう、ご苦労さん。んじゃあ、弾が尽き次第人形を起動、我々は即座に撤退する」

「了解です！」

　ここまでは順調だ。俺たちの作戦が成功する方向に風が吹いていると言っても良いだろう。

　あとは──、

　と、そこで男の視界に二人の少女の姿が飛び込んできた。ひとりは銀髪のちんまい女の子。そしてもうひとりは金に近い明るい茶色の髪をツーサイドにした女の子。

　その顔は資料を確認するまでもなく記憶の中に刻まれている。

　日本人の中では世界で一番の知名度を誇っているのは間違い無いだろう。

「姫ひめ咲さき明あ日す香か。まさか、日に本ほんの宝石歌姫ビジユカンタトリスまで釣れるとはな。天は完全に俺おれたちを味方しているみたいだな」

　気持ちが高揚してくる。

　これから始まること。それに、世界は度肝を抜かれるだろう。その時の光景を想像して気持ちが高ぶらないわけがなかった。

　男は興奮を無理やり押さえつけるように大きく息を吐き出すと、通信機の周波数を特定の番号にあわせる。

「アルファーワンから本部へ。アルファーワンから本部へ。現在、宝石歌姫二名、歌姫研修生イミテーシヨン一名がエリア内に侵入。これより全人形を起動しエリア内歌姫の足止めを行います。状況は確実に我々に味方しており、ただちにソリストを敵本丸へと突入させるべきかと思われます。報告以上」

『こちら本部、了解』

　通信を切って、男はグッと拳こぶしを握りしめた。今までの人生の中で、ここまでの達成感を感じたことはなかった。

　これが最後の大仕事だとばかりに声を張り上げる。

「只ただ今いまの時刻を以もつて全人形を起動！　起動プログラム実行後、我々はすぐに撤退！　決して歌姫と戦おうとするな！　ただ逃げ出すことだけを考えろ、いいな！」

「はいっ！」

　男たちの声が響き渡った。
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「お姉ちゃん！　タケル！」

　降り注ぐ銃弾の中、銃声を切り裂くようにして僕の耳に声が届いた。

　シルヴィさんの叫びと、明日香の歌声ルーンだった。

　明日香の魔法で銃弾を防ぎつつ、駆けつけてくれたのだろう。

「とりあえずこっちへ！　ここまで来ればメアリーさんの魔法で銃弾は防げるから！」

　僕が手招きをすると、シルヴィさんと明あ日す香かは駆け寄ってきた。

「兄さん、大丈夫？　怪け我がはない？」

「ああ、大丈夫だ」

「お姉ちゃんも」

　シルヴィさんの声にメアリーさんは頷うなずく。なんの心配も無いと。

　ふたりはほっとしたように息を吐いてから、思い出したように呼吸を整える。

　ここまで全力で走ってきてくれたのだろう。明日香なんて幻創曲を歌いながら。

「タケル。これ、タケルのギターです」

　シルヴィさんが抱えてきたギターケースを差し出してくる。

「兄さんとメアリーが演習場で戦いに巻き込まれてるって聞いて、急いで持ってきたの」

「おお、これは助かる。ありがとう！」

　これで僕もただのお荷物じゃなくて、みんなの手助けが出来る。

　ストラップを肩にかけて、その重みを感じると妙に安心できた。

　いつの間にか、このギターも身体の一部になっていたんだな。ピックを持って、弦を震わせる。

　相棒の調子もどうやら良さそうだ。

　ネックを握り顔を上げると、いつの間にか銃声は止やんでいた。

「これは、誘われてるってことかしら？」

　明日香が首を傾かしげると、メアリーさんが静かに首を横に振った。そして歌を止める。

「どうやら撤退したみたい。気配はもう消えている。迅速な包囲に撤退、相手はちゃんと訓練されている組織だったみたい」

　メアリーさんの言葉にぐるりとスタンド席を見回す。確かに、そこにはもう人影は無かった。

「ふ～ん、さすがに宝石歌姫ビジユカンタトリスふたりを相手にするつもりは無かったってことね。ま、賢明な判断ね」

「さり気なく私を戦力から除外しないでください。ピッコロやクリリンまではいかなくてもヤムチャくらいの活躍は出来ます！　餃子チヤオズ扱いは失礼です」

　シルヴィさんがぷくっと頰ほおを膨らませていた。

　確かに今のシルヴィさんなら戦力にならないなんてことはない。けど、残りのふたりが戦力としてはずば抜けているからな。

「来てくれて助かった。姫ひめ咲さき明日香、シルヴィ。けど、まだ終わりじゃないみたい」

　メアリーさんが再び緊張をした様子でスタンド席を見上げた。

「まだ終わりじゃないってどういうこと？」

「しっかりと意識を集中する、太陽の独唱者。そんなんじゃ、いくら来武ライブで勝てたとしても戦場では生き残れない」

　ピシっと言うメアリーさんに明あ日す香かの背筋が伸びた。

　戦場では生き残れない、か。それはとても重みのある言葉だった。

　明日香は戦争後に才能を見出された歌姫カンタトリスであり、メアリーさんは戦争を経験している歌姫だ。

　そこに経験という、純粋な歌姫としての才能以外の部分で違いがあるのだろう。

「くるっ！」

　メアリーさんが身構えた。それと同時に響きだしたのは歌声ルーンだった。

　スタンド席の至るところから多重で響き渡る歌声。

「これは、幻創曲っ？」

　明日香が警戒するように周囲を見回した。

　そして、その歌声には聞き覚えがあった。本能的に恐怖を感じる。

　乗り越えたと思っていても本能的に刻まれた恐怖は簡単には拭ぬぐえたりはしない。

　まるで、賛美歌のような旋律。

　ゆったりと伸びやかに、響く高温は美しく耳じ朶だを打つ。

「兄さん、これって……」

　明日香も気がついたのだろう。この歌声の主が誰だれなのかを。

「間違いない。あいつらだ」

　口内がカラカラに乾いていた。喉のどがかすれる。足が、小刻みに震えていた。

　治まれ！　治まれ！　治まれ！

　胸の中で、何度も自分を叱しつ咤たする。大丈夫だ！　僕はもう、あの時の僕とは違う！

　気持ちだけは、絶対に負けたりしない！

　そう自分に言い聞かせる僕の視界に──あいつらが姿を現した。

　黒衣に身を包み、高らかに闇やみを賛美する。その顔に付けられているのは、血と闇で色づいた仮面だ。

　──虚飾のナスターシャ。

　ドイツの宝石歌姫ビジユカンタトリスの姿が、ぐるりとステージを囲うように立っていた。その数、全部で十三。

「ど、どういうことっ!?」

　明日香が目を見開く。僕もまったく同じようなリアクションをしていただろう。

　このシチュエーションはあの六月の音楽祭の時と似ている。けど、現れた歌姫はまったく異なっていた。

　十三人──すべてがナスターシャとまったく同じ外見をしていたのだ。

「宝石歌姫ビジユカンタトリスが十三人もいるってことなのかっ!?」

「多分、本物はひとりだけ。他の十二体は人形だと思う。けど、ナスターシャ自身を核にしてかなり高い再現度で造られた人形だから、性能は相当高いはず」

　メアリーさんの表情にも緊張の色が浮かぶ。

「これは、かなり厄介なことになりそうね」

　そう呟つぶやいて、明あ日す香かはステージ上を見た。そこにはまだ、反歌姫カンタトリス団体の人たちがどうしていいのか分からないといった感じで立っていた。

「ぺったん娘。さすがにあの連中が居たんじゃ足手まといもいいところだから、急いで正門の方に連れて行って。こっちはわたしとメアリーのふたりで掛かれば、なんとか出来るかもしれないし」

「わ、わかりました」

　確かに、明日香とメアリーさんが協力してあたれば、勝機はあるかもしれない。

　それでも、かなり厳しい戦いになるのは間違いないだろうけど。

　しかし、メアリーさんは、シルヴィさんの動きを手で制した。

「この人達を誘導するのは姫ひめ咲さき明日香、あなたにお願いしたい。ここにはシルヴィとタケルくんを残して貰もらえれば、なんとか出来るから」

「はあ？　あんた正気っ!?　相手はナスターシャとそれをベースにした人形なのよ！　それも全部で十三。ぺったん娘じゃ荷が重いのは明らかでしょうが！」

　明日香が食って掛かる。それも当然だ。

　シルヴィさんの実力は昔と比べればかなり上がっているだろう。

　けど、明日香と比べればまだまだその足元にも及んでいないし、この場は荷が重いのは間違いの無いことだ。

「大丈夫、私だってフランスの宝石歌姫。なんの勝算もなしにそんなことは言わない。シルヴィとタケルくんが残ってくれれば、勝てると思ったからそう言った」

　明日香の厳しい視線を真正面から受けて、メアリーさんはそう言い返す。

「本当に勝算があるの？」

「うん」

　しっかりと頷うなずくメアリーさん。そして続ける。

「それに姫咲明日香、あなたには他にやって欲しいことがあるの」

「なによ？」

「さっきＤＧＳＥから連絡が入った。フランスでモニカ・フェリッリとクレア・ワイズが交戦、横よこ浜はまでもリアーナ・ライムスと貂ちよう蟬せんが接触をしている。事態はもう、そこまで大きくなっているの」

「それってマジなの？」

「うん、マジ。そして東雲しののめ詩し乃のは学院長室に、ここに私とあなた、そしてナスターシャがいる。宝石歌姫ビジユカンタトリスは、もうひとり存在する」

　メアリーの言葉に明あ日す香かの眉まゆがきゅっ、と吊つり上がった。

「もしかして、アナスタシアも動いてるって言うの？」

「ＤＧＳＥからの報告によると間違いない。敵の狙ねらいのひとつはカンタトリス音楽院の占拠。ここを取られることはＩＣＣの権威が地に落ちると言ってもいいこと。だから、絶対に死守。アナスタシアとまともに戦えるのはあなたしかいない」

　メアリーさんに言われ、明日香は唇を嚙かみ締めた。迷うように視線を数回彷徨さまよわせる。

　けど、迷っている時間は無かった。

「わかったわ。ここはあんたを信頼して任せる。特別に兄さんも貸してあげる。だから、絶対に生き残りなさいよ」

「うん、わかった」

　ぱんっ、と二人の宝石歌姫の手のひらが重なった。

「兄さん、ちゃんとふたりのフォローをしてあげてね。でも、浮気したら許ゆるさないからね！」

　明日香はそれだけ言うと、ステージ上の人たちに声をかける。

　さすがにここから逃げ出すには今がチャンスとわかっているのか。反歌姫カンタトリス団体の連中は素直に明日香に付いて行った。

「で、あいつらに勝つために、僕はまずどうすればいいんですか？」

　ナスターシャたちの歌声ルーンはますます重なりあい、重厚な響きとなって演習場を支配していた。

　ナスターシャの属性、『闇やみ』を象徴する漆黒の霧が上空を埋め尽くしている。

　状況は最悪に近いと言ってもいいだろう。

　だからこそ、メアリーさんの勝算ってやつに賭かけるしかない。メアリーさんは僕とシルヴィさんが残れば勝算があると言ったのだから。




「──そうね、タケルくんはまず、シルヴィとキスをして」




　無表情のまま、メアリーさんはそう言った。





　　◇◇◇






（Himiko's view）




「ヒャッホ────────────！！！！！」

　全身という全身に風を浴びて、姫ひめ咲さきヒミコは雄お叫たけびをあげた。

　高度七千メートルからのフリーフォール。青から茜あかね色いろへと変化していく空の中を堕おちていくのは快感だった。

　落下速度は時速二百キロメートルほどか。

　ベリーフライの体勢で空気抵抗を感じながらの落下はスピード感をほとんど感じず、たとえるなら風に乗って空を滑空している、そんなイメージだ。

「ほんと、空ってのはいいよね。広いし高いし気持ちいいし────！」

　古くから人間が鳥に憧あこがれ、空に思いを馳はせてきたその理由もよく分かる。

　翼を持たない人間にとって、いつだって空は自由の象徴だ。

「さてと」

　落下を続けるヒミコの視線の先に、やがて目的地が見えてきた。

　それは初めて見る建物。そして、現在の歌姫カンタトリスの象徴とも言える建物。

　自分の想おもいを託した少女は、立派に強い歌姫となりひとつの未来を創つくりだした。

　やっぱりすごいヤツだったと、素直に感心する。

　その努力も、才能も、そして目指した道も、すべてをリスペクトして讃たたえよう。

　ただ、あたしが目指す道がそこには重ならなかっただけの話だ。

　相あい容いれないのであれば、その先に待っているのはぶつかり合いしかない。

　どっちの理想がより優れているのか？

　どっちの理想がよりたくさんの人を幸せに導けるのか？

　そんなもんに正解なんてものはない。やってみなきゃわからない。理屈じゃない。上う手まくやれた方が正解だ。

　だから信じられるのは己の信念のみ。

　たとえ、相手が誰だれであろうと、自分の信念だけは絶対に曲げない。

「さてと、んじゃ主役は主役らしく、ド派手に行くとしますか」

　カンタトリス音楽院の校舎が間近に迫り、ヒミコの口からは旋律が紡がれる。

　光がヒミコの身体を包み込み、そしてその背中には二枚の白い翼が生み出された。

「せい、やー！　っとな！」

　ヒミコは空中でくるりと一回転すると、翼をはためかせて校舎の屋上目掛けて急降下する。

　右足を突き出しキックをする体勢のままヒミコの身体は、




　──ドガンッ！！！！！！！！！！！！！！！！




　と屋上のコンクリートを突き破った。

　その真下にあった部屋の中に轟ごう音おんと石いし埃ぼこりが舞う。

　ヒミコはもうもうと埃の立ち込める部屋の中で立ち上がると、ニカリと笑みを浮かべた。

　そして、まるで街中で友人とばったり会ったみたいな感じで、目の前に座る女に気軽に声をかける。

「よ、久し振りだね、詩し乃の。元気してた？」

　突然に天井をぶち破るという非常識な訪客を前にしても詩乃は冷静なままだった。

　いつもの椅い子すに腰を掛けたまま、静かに小さく首を傾ける。

「お久しぶりです、お姉さま。まさか、再びお姉さまとこうしてお会い出来るとは思ってもいませんでした」

「あたしもだよ。成長したあんたの姿が見れて、あたしは嬉うれしいよ」

　それは本当に昔と変わらない、詩乃を見守る優しいヒミコの笑顔だった。

　詩乃の瞳ひとみがかすかに揺れる。ともすれば、胸の内に残る微かすかな願望を口にしてしまいそうになる。

　けど、それをぐっと堪えて、カンタトリス音楽院学院長としてヒミコに問う。

「それで、お姉さま、今日の訪問の目的はなんですか？」

「まずは話し合い。って言うよりも勧誘かな。あんたが何を守ろうとして何を目指しているのか、大体は分かっているつもりだ。で、あたしはそれを生ぬるいと思っている。だから、あたしの目的のために、あんたに力を貸して欲しいと思ってここに来た」

「その目的とは？」

「革命。世界征服って言ってもいいかな。五年ぶりに目覚めてみて、あたしは驚いたよ。世界はもうちっとまともになっているかと思ってたんだけどね。むしろ、色々と悪化してるじゃないか。で、このままではダメだと思ったわけよ。悟ったわけよ。世界が今のままの仕組みで動いていたら何も変わらない。魔法なんて新しい概念が世に生まれても、結局世の中の仕組みってやつは百年前から変わっていない。仕組みが変わらなきゃ何も変えられない。だから──」

　そこでヒミコは鋭い眼光を詩乃にぶつけた。

「これからは歌姫カンタトリスが中心となって、世の中を動かす新しい仕組みを作る。これは、そのための革命よ」

「そんなことをしたら、歌姫とそれ以外の人たちとの間に今よりも深い溝が出来ます！　それは歌姫たちにとっても良いことではありません」

「そうならないように世の中を導くって言ってんのよ、あたしは。そして、そのためにはあんたの力が必要なの。お願い詩し乃の、あたしに力を貸してちょうだい」

　そう語るヒミコの表情には、どこまでも自信が溢あふれていた。

　このまま気持ちを委ゆだねてしまいたいと思わせるほどの覇気が、力強さが溢れている。

　詩乃もヒミコの言っているようなことを一度も考えなかったわけではなかった。

　魔法の台頭を快く思わない者、自分の地位を守るために魔法を排除しようとする者。

　様々な妨害があり、それによる停滞があった。

　いっその事、自分が主導権を握れるように行動を起こしてみようかとも考えた。けど、踏ふみとどまったのだ。

　その先に待っているのは、間違いなくたくさんの人間が傷つく未来だから。

　だから、たとえゆっくりでも、歌姫カンタトリスとそうでない人たちが一緒に歩んでいける、そんな未来を作ろう思った。

　それが、詩乃の打ち立てた信念だ。

「残念ながらお姉さま、そのお願いはお断りさせていただきます」

　ヒミコに負けないだけの覇気を以もつて、詩乃はそう告げた。

「そっか。ま、そうよね。この現状はあんたが強い想おもいをもって創つくりあげてきたもんだもんね。責任者たるもの、そうでなくちゃ務まらないわよね。けど、初めてだね。あんたがあたしのお願いを断ったのって。ほんと、大人になっちゃってさ」

　──優しい目。

　眩まぶしいものをみるように、目を細めて、その声音は嬉うれしそうで。

　けど、そんなものは一瞬にして吹き飛ばせる。

　それが、姫ひめ咲さきヒミコの強さだった。

「じゃあ、こっから先は殴りあいだ。あたしの革命にあんたの力は絶対に必要なのよ。だから、もう一度あんたにあの仮面をかぶせてでも協力してもらうよ！」

「私を甘く見るなっ、姫咲ヒミコォ！　生き返って早々悪いけど、今度こそ本当に安らかな眠りにつかせてあげるわ！！！！」




　──ふたりの熱い想いが、今、ここに交錯した。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




　人は自分に未知のものに対し恐れと共に憧あこがれを抱く。

　魔法を扱えない人が魔法使いに対してそのような感情を抱くように、姫ひめ咲さき明あ日す香かも今、恐れと憧れに感情を揺さぶられていた。

　カンタトリス音楽院の正門をくぐった先にはグラウンドがある。学院敷地内でもっとも広い場所だ。

　そこに明日香は立ち、空を見上げていた。

　その瞳ひとみが捉とらえるのは今はまだ小さな影。

　しかし、それは徐々に大きくなっていく。

　大気を揺るがすような豪快な羽音。そして木々を吹き飛ばさんばかりに吹き荒れる強烈な羽風。

　地面に落とす影はすっぽりと明日香を覆い、尚なおもその範囲を広げていく。

「本当にあんたまで表に出てくるとはね、深雪の妖よう精せい」

　ロシアの宝石歌姫ビジユカンタトリス、命の音色の使い手、アナスタシア・カーチナ。

「それにしても──」

　改めて実感する。その存在の圧倒的な威圧感を。

　ただそこに居るだけで、心臓を鷲わし摑づかみにされたような恐怖が湧わき上がり、背中を冷たい汗が伝った。

　自然と呼吸も浅くなり、息苦しさを感じる。

　古いにしえより数多あまたの神話、物語に登場し、神々や英雄の天敵として、そして退治される敵役として描かれ続ける最強の幻想動物。




　──ドラゴン。




　その体長は二十メートルを超えているだろうか。両翼を広げたその姿には空の王者という形容がぴったりだった。

　全身を覆う鱗うろこの色は穢けがれ無き深雪を思わせる純白。その中で真紅の瞳だけが爛らん々らんと輝いている。

「ったく、これをたったひとりでどうにかしろって言うんだから、無む茶ちや言ってくれるわね。わたし、一番の貧乏くじを引いたんじゃないかしら？」

　明日香が不満そうにぼやく。

「しかも、こんな時に限って兄さんもいないし。兄さんが近くに居てくれたら、ものすごく頑張っちゃうんだけどな」

　ぼやくことで、平常心を取り戻そうと必死だった。

　それだけ、ドラゴンという存在は人間にとって畏い怖ふの対象なのだ。

「ま、でも任されたからにはやるしかないわよね」

　左手の薬指に嵌はめられた指輪を見て、むんっ、と気合いを入れる。

　ここで頑張れば、兄さんもすっごく褒めてくれるだろうし。色々とご褒美もねだれちゃうだろうし。

「むしろ、こんなオイシイ所を任せてもらえてラッキーだと思わないとね！」

　めったに表舞台に出てこないアナスタシアは、その力がどのくらいのものなのか、誰だれも分析できていない。

　扱う幻想動物と同じように、アナスタシア自身がまさに未知で幻想なのだ。

　だからこそ、メアリーが言うようにアナスタシアとまともに戦えるのは明あ日す香かしかいなかった。

『反転幻想アンチスペル』─相手にとってのもっとも有効となる元素へと魔法を変性させる固有属性オリジン。

　さらにソリストだと言うのだから、他の歌姫カンタトリスからしてみればチート以外の何ものでもないだろう。

　けど、そんな明日香だからこそ、この幻想動物と渡り合える可能性があるのだ。

　アナスタシアを乗せたドラゴンはゆっくりと明日香の上空を旋回している。

「さて、それじゃあ、そろそろ始めましょうか。これ以上、わたしたちの学院で好き勝手やりたいのだったら、このわたしを倒すことね！」

　幻創曲──『ａ　ｔｏｙ　ｂｏｘ』

　明日香の踵かかとがリズムを刻み、おもちゃ箱トイボツクスから竜退治の武器を取り出す歌が空気を震わせた。





　　◇◇◇






「お、お、お、お姉ちゃん、いきなりなに言ってるんですかっ!?」

　シルヴィさんが白い肌を朱に染めて目をぐるぐる回していた。

　メアリーさんは幻創曲を口ずさみながら、僕の脳内へと語りかけてくる。

『チューニングをしないとシルヴィは役に立たない。けど、タケルくんとチューニングすれば、シルヴィでもちゃんと戦力になれる』

　だそうです、とそのままの言葉をシルヴィさんに伝えた。

「だ、だったら最初からチューニングって言ってください。い、い、いきなりキスとか言い出すからっ！　って、なんでタケルがお姉ちゃんの伝言をしてるのですか！　どうやってお姉ちゃんの声を聞いたのです！」

「それは、その……」

　にじり寄るシルヴィさんの迫力に思わず口ごもってしまう。

「も、もしかして、私に内緒でお姉ちゃんとチューニングしちゃったんですかっ!?」

　シルヴィさんの目が大きく見開かれた。

「え、ええ、まあ、その、成り行き的に」

「が、がーん」

　シルヴィさんはわかりやすくショックを受けていた。口でがーんとか言っちゃってるし。

「わ、私だってまだタケルとチューニングしていないのに……お姉ちゃんがもうチューニングしてるなんて、意味がわからないです」

　ぷくっと頰ほおを膨らませて拗すねてみせる。

「だ、大体お姉ちゃんもお姉ちゃんです。お姉ちゃんの奏士トルヴエールでもないのに、気軽にチューニングしちゃうなんて。お姉ちゃんは宝石歌姫ビジユカンタトリスなんですよ！」

　抗議するシルヴィさんに少しだけメアリーさんの頰が緩む。けど、視線は鋭く上空を見上げていた。

　ナスターシャたちの創つくり上げている漆黒の霧は何重にも重なり、すでにその向こう側を見み透とおすことは出来ない。

　空は完全に暗雲が立ち込めていた。

　そして準備完了とばかりに、




　──Ｕｎｄ　ｅｉｎｅそして、　Ｎａｃｈｔ　ｖｏｎ　ｆｆｎｕｎｇ夜のはじまり




　祈りのような歌声ルーンが響いた。

　ウネウネと霧は蠢うごめき、次第に形を作っていく。

　──それは槍やり。

　──それは剣。

　──それは斧おの。

　──それは矢。

　──それは棍こん。

　──それは鎌かま。

　──それは刀。

　暗黒色で創りあげられた様々な武器が照準を定めるように、切っ先を僕達に向けた。

『今はあまりラブコメしてる余裕はないから早めにチューニングお願い』

「べ、別にラブコメはしてないですって！」

　メアリーさんの脳内の言葉に思わず声に出してツッコんでしまう。

　そして、チューニングをしようとシルヴィさんを見ると、

「…………」

　顔を真っ赤にして上目遣いで僕を見ていた。右手の指先が唇を確かめるように触れていた。

「え、ええと……」

　シルヴィさんのそんな仕草に心臓がトクンと跳ねてしまう。

　なんか急に色っぽいというか、表情が大人っぽく感じるっていうか。これからチューニングしようって時にそんな顔をするのは反則ですって！

「あ、あの、き、緊急事態ですから、チューニングを許可します。こ、今回は、特別ですからねっ！」

　そうか。シルヴィさんとは随分仲良くなったし、一緒の時間を過ごすことも多かったけど、チューニングをするのは初めてなんだよな。

　そう考えると、妙に緊張してしまう。

　確かシルヴィさんのチューニングって手の甲だったっけ？

　前にシルヴィさんと勝負をした時、シルヴィさんのパートナーは手の甲に口付けをしていたはずだ。

　チューニングは歌姫カンタトリスと奏士トルヴエールの精神をある程度同調させるための儀式的なものだ。

　基本的にはどこにしても効果は変わらないと言われている。

　実際、パートナーたちは唇や頰ほお、首筋や手の甲、中には足など、様々な形でチューニングをしている。

　ただ、どこにするかはパートナー同士の親密度に関係してくるわけだから、強いパートナーほど唇などの特別な場所でチューニングしている場合が多くなるのは当然だった。

　で、シルヴィさんは基本的に手の甲だし、これが一回目のチューニングなのだ。

　素直に手の甲にするのが正しいだろうし、礼儀だろう。

　僕がシルヴィさんの手を取ると、シルヴィさんの身体がビクッと震えた。

　そして、なぜか手を振り払われた。

「あれ？　チューニング、しちゃダメですか？」

「…………」

　僕の問いにシルヴィさんはジト目で無言を返してくる。

「あ、あの？」

「よ、よく考えてください。タケルはいつもどこにチューニングしてるのですか？」

「そ、それは、唇です、けど」

　花か穂ほには唇でチューニングするのが一番しっくりくるのでって言われて以来、ずっと唇だし、明あ日す香かはなんか勢いで僕から唇にしちゃったんだよな。

「だ、だったらそこにするのが普通だと思います！　そ、それとも私とは他の人と同じようにチューニング出来ないって言うのですか？　この胸のせいですか！」

　いや、胸は何も関係ないから！

　シルヴィさんの胸に対するコンプレックスは、その膨らみと反比例するように大きいなあ。

「今、タケルがとてつもなく失礼なことを考えたような気がするんですけど」

「そ、そんなことないですよっ！　ええと、ほら、シルヴィさんとは初めてのチューニングですから、いきなり唇は失礼すぎるなあとか、そんなことを考えていただけです」

「へえ、そうですか」

　シルヴィさんは何の感情も篭こもっていない声で相あい槌づちをうった。

「で、お姉ちゃんとはどこでチューニングしたんですか？　初めてですよね？　お姉ちゃんとも」

　強烈なプレッシャーがシルヴィさんから発せられていた。瞳ひとみから光が薄れ、口角が吊つり上がる。

「……く、唇です。で、でも、これはメアリーさんから──」

「あとはタケルの判断に任せます」

　そう言って、シルヴィさんが微かすかに顎あごをあげた。

　判断に任せると言いながらも、これは確実にそこにしろってことだよなあ。

　負けず嫌いなシルヴィさんの性格が全開だった。

「わ、わかりました。じゃあ、チューニングしますよ」

「は、はい！」

　僕が覚悟を決めると、シルヴィさんが緊張気味の声で返事した。

　シルヴィさんの唇に向けて、唇を近づけていく。

　シルヴィさんもぴんっ、と背伸びをしながら、僕に向けて顔を近づけてきた。

　──って、その勢いだと、

「「あばっ！」」

　僕とシルヴィさんの顔が正面衝突した。

　瞼まぶたの奥に星が走り、鼻の奥がツンとした。つづけて、激痛が走る。

「あぅぅぅぅぅ……」

　シルヴィさんは顔面を手で覆い、しゃがみこんでいた。しゃがみこんだまま、涙目で僕を見上げた。

　おでことか、鼻の頭とかが赤くなっている。盛大にぶつけた結果だろう。

「……痛いです」

「僕も痛いです。っていうか、あんな勢いで顔を近づけられたらぶつかりますって」

「お、男の人とキスなんてしたことないですから、そんなこともわかりませんけど、なにか!?」

　ま、まあ、キス──というかチューニングなんだけど……最初はこんな風になってしまっても仕方ないか。

　僕だって最初に花か穂ほとチューニングした時は酷ひどいものだったし。

『タケルくん、ほんとにラブコメしている暇はない』

　と、僕の脳内にメアリーさんの声が響いた。

　って、そうだった！　余裕なんてまったくない状況だった。

　ナスターシャたちの歌声ルーンは止まること無く響き続け、創つくりだされた漆黒の武器は次々と僕達に向けて放たれていた。

　それをメアリーさんの両手から放射される突風が弾はじき返している。

　さすが宝石歌姫ビジユカンタトリス。けど、一対十三。メアリーさんが圧倒的に不利なのは間違いなく、疲労から肩で息をしていた。

　風で大きく逸そらせなかった武器もあったのだろう。メアリーさんの身体にはところどころ血が滲にじんでいる。

　って、ほんとにラブコメ的なことをしている場合じゃない！

「最初は誰だれだってどうしていいかわからないものです。だから、僕に任せてください」

　そして、シルヴィさんの手を引いて立ち上がらせると、そっと抱き寄せた。

　こういう時のシルヴィさんはこっちが積極的にエスコートしてあげた方が上う手まくいく。

「は、はぅ……」

「では、改めていきますよ。シルヴィさんはそのままで居てくれればいいですから」

「は、はい……」

　消えてなくなりそうなくらいに小さな声で返事をしたシルヴィさんの唇に向けて、僕はもう一度唇を近づけた。

　緊張からか、シルヴィさんの身体が小刻みに震えていた。

　僕はそんなシルヴィさんを少しでも安心させようと背中に回した手で優しく背中を撫なでる。そして、

「ん、んんっ……」

　ふたりの唇が触れ合った。小さくてマシュマロのような感触のシルヴィさんの唇。

　微かすかに甘いような気がした。

『シルヴィさん、聞こえてますか？』

　ちゃんとチューニングできたか、頭の中でシルヴィさんに問いかけてみる。

『た、た、た、タケルと、チューニング、や、柔らかくて、ほわっとして、フワフワして、わ、私……』

　言葉は通じてないみたいだけど、どうやらチューニングは成功したようだ。

『っていうか、シルヴィさん。思考がダダ漏れですからね？』

『ふひゃあ！　か、勝手に私の思考を聞かないでください！』

『チューニングってそういうもんですから。それよりも、メアリーさんの手助けをしますよ！』

　メアリーさんは四方八方から降り注ぐ数多あまたの攻撃を防ぎ続けている。

　ナスターシャたちの攻撃は時間が経たつと共にますます激しいものへと変化していった。それはさながら死のスコールだ。

　一度でも防御を突破されそれを浴びてしまったら、その先に待っているのは確実な死だろう。

　メアリーさんの歌唱は激しくなり、生み出される突風も巨大なものへとなっている。初めの頃ころに比べれば余裕のない、全力での歌唱だった。

　対するナスターシャたちにはまだまだ余裕がある。

　次々と武器を生み出している霧は薄れる気配はまったくなく、逆にその濃さを増していくばかりだ。

　持久戦になればなるほどこっちが不利なのは間違いなかった。

　音楽祭の時の明あ日す香かのように、次々と霧を生み出し続けている人形たちを各個撃破していき、供給源を断つのが正攻法なのだろう。















　けど、今は闇やみをかき消す光剣も無ければ、高速で空をかける光の翼もない。

　スタンド席で歌唱を続ける人形たちに駆け寄る術がなかった。絶体絶命の状況だ。

　けど、メアリーさんは確かに勝算があると言った。

　僕とシルヴィさんが居れば、勝算があると。

　だから諦あきらめるな。絶望する必要はまったくない。僕は僕に与えられる役割をしっかりとこなすだけだ。

『メアリーさん、シルヴィさんとのチューニングに成功しました。次はどうすればいいですか？』

　即座に声が返ってくる。

『スノー・ストーム。タケルくんも知っているよね。シルヴィの幻創曲』

『はい、楽譜スコアも見ましたし、実際に聞いたこともあります』

　強力な『氷雪の暴風スノー・ストーム』を創つくりだし、相手に浴びせかける攻撃魔法だ。

　そして、あの対戦の時に魔法の発現に失敗し、暴走させてしまったシルヴィさんにとってはある意味トラウマ的幻創曲だった。

『あれはシルヴィが私の電想劇場エレクトリカルシアターの幻創曲『ラ・ネージュ』を真ま似ねて創ったもの。つまり、電想劇場のベースになる要素は全すべて含まれている。さらに、基本的構成もコード進行もすべて同じ』

　だから、シルヴィさんはこれを暴走させることによって、電想劇場を展開できてしまったわけか。

『それをシルヴィに歌って欲しいの。タケルくんの演奏と共に』

『それは僕の演奏が加わることによって、電想劇場として発現することを期待してるってことですか？』

『違う。今のシルヴィの力ではそれは無理。もう一度暴走でもさせない限り。重要なのは電想劇場の要素が全て含まれ、タケルくんがその楽譜を知っていると言うこと』

『どういうことです？』

　メアリーさんの意図がいまいち読みきれなかった。

『電想劇場の一番の弱点は展開までに時間がかかること。世界をひとつ創り上げるのだから、心象世界にそれを構築するには一曲分の歌唱が必要になる。そして今、私がそれを出来る余裕はない』

　メアリーさんの言うとおり、今、メアリーさんが防御のための魔法を解いてしまったら、その瞬間に僕達の敗北が決定してしまう。

　そして、この状況を打破するためには電想劇場が必要なのも事実だった。

『だから発現ギリギリまでの世界の構築をシルヴィにやってもらう。そして、最後の発現のところだけ、私も一緒に歌唱する。そうすれば電想劇場の展開は可能なはず』

　楽曲も、そしてイメージしている世界もほとんど一緒の曲だからこそ出来るアクロバティックな作戦。

『けど、そんなこと本当に出来るんですか？』

『今までは不可能だった。けど、タケルくんがいれば可能なはず。タケルくんの演奏は歌姫カンタトリス同士の心を反発させることなく、上手に共鳴させてくれるから』

　それが、タケルくんが同時演奏を可能にしている理由、とメアリーさんは続けた。

　って、迷っている暇はないか。手は確かにそれしかない。

　であれば、僕はそれを成功させるために全力を尽くすしか無いんだ。

『わかりました、やってみます』

『うん、お願い。それが完成するまで、私は絶対にこの攻撃を防いでみせる』

　メアリーさんはそう残して、再び意識をナスターシャたちに集中させた。

「ということなんですけど、大丈夫ですか？　シルヴィさん」

「はい、やってみます」

　僕の顔をしっかりと見つめて、シルヴィさんは頷うなずいた。

　僕は脳をフル回転させてスノーストームの楽譜スコアを思い出す。

　シルヴィさんと友達になりたくて、楽譜を読み込み、そして何度も練習した。

　大丈夫。しっかりと楽譜のイメージは記憶に刻まれている。

「じゃあ、演奏を開始します」

　ネックを握り、コードを押さえる。右手首を何度かブラブラさせてから、握ったピックで弦を弾はじいた。

　奏で出すのは高音域を中心としたアルペジオ。

　単調ながらも美しいメロディ。むしろ、単調だからこそ素直に心に染み入り、そして感情を揺り動かす。

　そんな旋律に身を揺らしながら、シルヴィさんは伸びやかに歌い出した。

　心と心が繫つながっていくのを感じる。歌を通して創つくりだされるシルヴィさんの世界。

　どこまでも続くような広大で白銀の世界。

　降りしきる雪は強風に舞い、空気自体をも白色に染め上げていく。

　凍いてつく寒気。それはどこまでも冷たく、皮膚を凍らせ、血を凍らせ、心までをも凍らせる。

　そこに存在する、ありとあらゆる温度を奪い去ろうとする絶対的な絶望だ。

　姉に憧あこがれ、姉と比較され、足あ搔がきに足搔き、そして現実を知る。

　シルヴィさんの苦悩が、痛みが、苦しみが、嘆きが、怒りが──無を象徴する白の世界を創り、決して日の当たらない極寒の世界を創り、自分自分の心さえも傷つける氷の刃を創り上げる。

　最後に現れるのは残酷なまでに白の世界。

　全すべてを無にする零の世界だ。

　それが、スノーストームから伝わってくるシルヴィさんの世界だった。




　けど──、




　けど、それで終わりであるはずがなかった。

　シルヴィさんがメアリーさんに憧あこがれて、どんなに比較されようともその背中を追い求めて、もがきにもがいて、現実を知った先にシルヴィさんが求めたもの。

　それは希望だ。いつか必ず、努力を続けていればその背中に追いつけると。

　努力だけが自分の取り柄ですからと努力をし続けた少女の歌には、いつだって希望が込められている。

　零は終わりではなく始まりの数字だから。

　白はすべてを無くした喪失の色ではなく、何色にでも染め上げられる希望の色だから。

　僕にはそれがわかる。シルヴィさんがこの歌に無意識に込めた願いを。

　だから、それを伝える。

　奏でる音色で。僕の感じたシルヴィさんの世界を。その心象世界と同調させる。

　シルヴィさんの歌は必ずメアリーさんに追いつきますよ、と。

　その瞬間、世界に光が溢あふれた。視界がホワイトアウトして、テレビのチャンネルを切り替えたように、世界が変へん貌ぼうしていた。

　肌に突き刺さすような冷気。降り注ぐ氷雪。

　そこはさっきまでの演習場ではなく、どこまでも真っ白な雪原の続くシルヴィさんの思い描いた世界だ。

　歌姫カンタトリスの空想世界そのものを電子結界として現実世界へ展開する、風属性の最高位魔法。

　──電想劇場エレクトリカルシアター。

　それを創つくり上げたシルヴィさんは胸を張り、堂々と歌い続けていた。

　メアリーさんにまるで負けていない、見事な姿だった。

「これは、さすがの私も予想外。まさかシルヴィが電想劇場を展開できるとは思わなかった」

　メアリーさんが驚いたような、そして嬉うれしそうな顔で僕達を振り返った。その歌声ルーンは止まっている。

「って、幻創曲、止やめちゃって大丈夫なんですか？」

「うん。世界はシルヴィによって創り変えられた。だから、彼女たちの歌もリセットされた。空に彼女たちの黒はない。シルヴィの純粋な白一色」

　メアリーさんの言葉に空を見上げる。そこには幾重にも重なり蠢うごめいていた漆黒の霧は無かった。

「さすがタケルくん。シルヴィの力を、想おもいをここまで引き出せたのはタケルくんのおかげ」

「いや、僕はシルヴィさんの創つくった歌を自分の感じるままに演奏しただけですから」

「それがとても大切。そして、私も負けていられない。電想劇場エレクトリカルシアターは私の十八番なんだから」

　シルヴィさんの歌声ルーンに重なってメアリーさんの歌声が響く。

　時には引きあうように、時には反発するように、ふたりの歌声は重なっては離れ、極上のハーモニーを奏でる。

　それは電想劇場の名に相応ふさわしい、極上のショーだ。

『視覚、聴覚、臭覚、味覚、触覚。人は五感から得られた情報を電気信号として脳に送り、それを解釈することで現実の世界を捉とらえている。電想劇場はその範囲にいるすべての人間に強制的に私の創りだした、私にとって優位に働く世界を電気信号として送り、仮想現実を共有させる魔法。だけど、普段であれば仮想現実の共有だけで膨大なキャパを取られてしまうため、相手を完全に掌握することは難しい。限りなくこちらが優位な状態で戦うという状況に成らざるをえない』

　淡々としたメアリーさんの声が脳内に響く。















『でも、今は違う。私とシルヴィの創つくりだした世界。二人分のキャパ。この『多重電想』であれば相手を完全に掌握することも可能。つまり──』




「「これでゲームオーバー」」




　メアリーさんとシルヴィさんの声が重なって、闇やみすらも完全に凍りつかせたのだった。





　　◇◇◇






（Shino's view）




　学院長室の天井を突き破り、ヒミコと詩し乃のは屋上で対たい峙じしていた。

「じゃ、さっそく始めましょうか」

　ヒミコが拳こぶしを握りしめ、勝ち気な笑みを浮かべる。

　ひとつの迷いもない真まっ直すぐな視線。

　ひとつの惑いもない真っ直ぐな背筋。

　どこまでも力強く、どこまでも自信に溢あふれ。

　それはずっと詩乃が憧あこがれていた姿だ。追いかけ続けた姿だ。

　けど、今回ばかりは負けるわけにはいかない。自分にだって、ヒミコに負けないだけの強さがある。信念がある。

　だから、迷わない。

「それじゃあ、ミュージックスタートぉ！」

　ヒミコの力強い歌声ルーンが空気を振動させた。

　全身がまばゆい光に包まれる。ヒミコの魔法はいつだって単純明快。己の強さを、速さを、硬さを、限界までに引き上げる。

　ぐっと身を沈ませて下半身を捻ひねり、その反動を利用して地面を蹴けった。

「せあぁぁぁぁああっ！！！」

　あまりの高速な動き出しに残像が残る。音速に迫る速度で駆けるヒミコに対し、詩乃は後方に飛ぶと同時に一小節ワンセンテンスの歌声を発した。

　詩乃とヒミコの間に次々と現れる七枚の石の壁。土属性の幻創曲。

「こんなもんで、あたしの突進を止められるはずがないでしょうが！」

　ヒミコはシャウトと同時に右手を突き出した。その拳こぶしに光が集る。

　そして、拳が壁に触れた途端、壁は粉々に砕け散った。

「もう一丁！」

　今度は左拳を突き出す。その次は再び右手。

　交互に繰り出すヒミコの拳は、豪快に石壁をぶち壊し、詩し乃のまでの距離を詰めていく。

「こいつで最後だっ！」

　四度目の右拳が七枚目の石壁を木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ばした。

　この程度の魔法で姫ひめ咲さきヒミコの突進を止めることは不可能だ。

　そして、そんなことは詩乃は百も承知だった。

　突進を止めることはできなくても、その速度を少しは落とす事が出来る。

　そこに次の手を打つことが出来る。

　最後の壁をぶち破り、詩乃の前に姿を現したヒミコの足元がドロリと変質した。

　詩乃の一小節ワンセンテンスの歌声ルーンと共にコンクリートの足場が溶け出し液状化したのだ。

「ちっ！」

　推進力を得るために地面を蹴けろうにも、その足はずぶりと飲み込まれるばかり。

　ドロドロになった地面に足を取られ、勢いのついたままのヒミコの身体は上半身から前方へと投げ出される形になった。

「ったく、ほんとにしゃらくさい！」

　空中で身体を一回転させ、体勢を立て直すヒミコ。しかし、そこにはまた詩乃の一小節が待っていた。

　バランスを崩し空中で自由に行動のできないヒミコに対して、地面から突風が襲いかかる。

　突風は渦を巻き、ヒミコの身体をきりもみ状に吹き上げた。それはまさに巨大な竜巻。

　完全に身体の自由を奪われ、竜巻の中で翻ほん弄ろうされるヒミコに向けて、詩乃はもう一小節歌詞スペルを紡ぐ。

　詩乃が人差し指を伸ばすと、その先に小さな炎が生まれた。今はまだ小さな火種。しかし、それを竜巻の中へと投げ込んだ瞬間、世界が赤に染まった。

　竜巻は炎を巻き込み、空気を焦がしながら立ち昇る。その光景はまるで炎の龍りゆうが天へと昇る姿を思い起こさせた。

　竜巻に飲み込まれているヒミコの身体は一瞬にして炎に包まれる。そして、逃げ場はどこにも無い。

　ただ渦巻く風に翻弄され、燃え盛る炎に身体を焼かれ、やがて力なく落下する。

　──バシンッ、と屋上のコンクリートに叩たたきつけられたヒミコの身体は、一度大きくバウンドして、再びコンクリートへと落下し転がる。

　仰あお向むけに倒れたままの身体からは煙が立ち昇り、何かが焦げたような臭においが詩乃の鼻をついた。

　土で勢いを殺し、水で体勢を崩し、風で動きを拘束し、火でとどめを刺さす。

　四大元素のすべての魔法を使いこなせる詩し乃のだからこその連続攻撃。

「やっぱりあんたは天才だよ、詩乃」

　ヒミコは仰向けのままにそう言葉を発した。

「スキル、センス、状況判断に身体能力、そのどれをとっても一級品だ。四大元素すべてをこのレベルで簡単に扱うなんて、他の歌姫カンタトリスにとっちゃあ堪たまったもんじゃないわな。なんせ、弱点がないってことなんだからさ」

　ヒミコは腰を曲げて下半身を持ち上げると、ネックスプリングで身体を跳ね起こす。

　立ち上がり、詩乃の方へと身体を向ける。

　服はボロボロに破れ、焼け焦げ、体中に風で切り刻まれた傷や火傷やけどを負っていた。

　けど、その覇気は、自信は、力強さはまったく衰えていない。

「なによりも、ひとつの幻創曲の中に一小節ワンセンテンスずつ異なる短い幻創曲を入れ込んで魔法を発動させつつ、本命の詠唱時間の長い魔法を創つくり続ける。ひとつの曲で、四つの元素に低火力速射型と高火力の切り札を同時に操るなんてさ、あんた以外には絶対に出来ない裏ワザだろうね！　ほんと、あんたは天才だよっ！」

　ヒミコが吠ほえた。

　今までの一連の流れは時間稼ぎのための前菜オードブルだってわかっている。

　本命はこれから。一小節ワンセンテンスではなく創楽譜フルスコアで創りあげられた東雲しののめ詩乃の魔法。

　詩乃は静かに気持ちを整えながら、ヒミコを見据え、両腕を前に突き出した。

　──これで終わりだ。

　胸の痛みはある。もう二度と会うことの出来ないと思っていたお姉さまとこうして再び会うことが出来たのだ。

　会話をすることが出来たのだ。

　昔と何一つ変わらない姿で、何一つ変わらない口調で、何一つ変わらない真まっ直すぐさで。

　そこに立っている。

　ずっと涙がこぼれそうだった。

　嗚咽おえつが漏れそうだった。

　駆け寄りたかった。

　昔みたいに、ワシャワシャと頭を撫なでて欲しかった。

　ずっと後悔していたのだ。お姉さまを死に追いやってしまったことを。

　自分の意思ではなく操られていたとしても、自分がどうしても許ゆるせなかった。

　だから、だから今度こそは絶対に嫌なのに！

　お姉さまと敵対するなんて、もう一度その生命を奪うなんて絶対に嫌なのに！

　眩暈めまいがする。

　膝ひざが震える。

　胃液がこみ上げてくる。

　涙が滲にじむ。

　逃げ出したくて、全部投げ捨てたくて、全部噓うそだったら良いのにって思って、

　それでも、

「それでもだっ！」

　悲痛な詩し乃のの叫び。

　──それでも、私はこの引き金を引かなければならない！

「Ｅｌｅｍｅｎｔ　Ｆｕｌｌ　Ｂｕｒｓｔ！！！！！！！！！！！！！！！！」

　幻創曲まほうを完結させる最後の歌詞スペルを紡いで、東雲しののめ詩乃の魔法は完成した。

　燃え盛る爆炎。

　凍て狂う氷弾。

　舞い踊る風刃。

　突き上げる土ど槍そう。

　現実では決して混じりあう事のない現象が、一斉にヒミコへ牙きばをむく。

　四方八方隙すき間まなく、無限かと思えるほどの圧倒的な物量で押し寄せる。

　避ける事も耐える事も許ゆるさない。

『歌姫の中の歌姫ラ・カンタトリス』──その異名は伊だ達てじゃない。

「詩乃さ、あんたは天才で器用で華麗で完かん璧ぺきで非凡で究極で異質で奇跡的で、でも、それでも、あたしが一番強いっ！！！！！！」

　ダンッ、と足を踏ふみ鳴らして腰を落とす。

　ヒミコの魔法はただ愚直。詩乃のそれとは真逆だと言える。才能で言えば詩乃の方が圧倒的に勝っているであろう。

　ただ、愚直な故に強い。たった一つの想おもいを、執念とも言えるその想いを愚直に信じ続ける。

　──強いってことは、ただ単純に強いってことだ！

　力強く声帯を震わせ、迫り来る脅威をぶち壊す。

　身体を貫こうと音速で迫る氷弾をぶっ飛ばし、串くし刺ざしにせんとばかりに突き上げる土槍を踏み潰し、切りつける風刃を払いのけ、燃え焦がす炎を吹き飛ばす。

　貫かれた痛みは気にしない。

　突き刺された事実は無視する。

　切り裂かれた傷は記憶の外に。

　焼け焦げた肌なんて知りもしない。

　避けきれなかった攻撃は意識的に排除して、ただひたすらに耐えしのぐ。

　一瞬たりとも気を抜けず、一度たりとも動きを止めず、姫ひめ咲さきヒミコは愚直に拳こぶしを振るい続けた。

　殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って、殴って。

　時間にしたら一分ほどだろうか。

　ヒミコに襲いかかった脅威の数は七百と二十。

　石いし埃ぼこりが舞い上がり、空気は淀よどみ、黒煙が立ち昇り、もうもうとした視界の中、ボロボロになりながらもヒミコは立っていた。

　詩し乃のの魔法を耐えぬいたのだ。

「だから言ったろ？　あたしが一番強いって」

　靄もやに覆われたその中心で、ヒミコが口を開く。

「あんたがどれだけ四大元素を使いこなそうと、それがどれだけ強力だろうと、あたしには通用しない。あたしはあたしの魔法を歌ってるからね！」

　グッと拳を握りしめて、見えない先の詩乃を睨にらむ。

「あんたの『固有属性オリジン』はそれじゃないだろうがっ！」

　闇やみ属性──それはナスターシャとしての記憶に直結する。多くの人を殺し、姫咲ヒミコを殺した、詩乃の固有属性。

　それは、詩乃にとって一番触れたくないトラウマで、詩乃が目をそらし続けている現実だった。

　それを詩乃の弱さだとヒミコは責める。

「だから、あんたはあたしには勝てない！」

　自分を殺した程度のことで固有属性を封じてるような、そんな誤ご魔ま化かしの魔法程度で折れるような意志ではない。

　どれだけ身体が傷ついたとしても、心が折れない限り敗北はない。

　やがて石埃はおさまり、視界は少しずつ晴れていく。

　そして、ヒミコの視線の先に詩乃の姿はなかった。

「そんなことは、私だって百も承知です」

　詩乃の声は、ヒミコの足元から聞こえてきた。

　声の方に、地面へと視線を落とすヒミコ。当然、そこに詩乃の姿はなかった。

　──ただ、そこには自分の影があった。

　影から無数の細い線が伸びていて、それが自分の身体へと絡まっていた。

　声は、影から聞こえていた。

「最初から、あんなものでお姉さまを倒せるなんて思っていません。四大元素なんてものは、私にとってはただの過程。目め眩くらましにしか過ぎません」

「そっか。こりゃあ、あたしがあんたを甘く見すぎていたのかもしれないわね」

　さっきの魔法ですらもこの攻撃のための布石。

　闇やみ属性──東雲しののめ詩し乃の自身の本当の魔法のためのただの布石。

　ヒミコの影が徐々に形を変えて、詩乃の姿を形作る。それは地面から浮き出て、ヒミコの背後に詩乃の身体が現れた。

　ヒミコの身体に絡まる無数の細い影。それは詩乃の髪の毛だった。心の中で旋律を刻みながら、詩乃はヒミコに話しかける。

「動かないでください、お姉さま。お姉さまの身体は完全に私の魔法で拘束しました。少しでも動けば、この髪はお姉さまの身体に食い込み、切り刻みます。どんなに強きよう靭じんな肉体でも、この影は必ず切り裂きます」

「なるほどね。いやあ、あんたさあ、本当に強くなったね」

「お姉さまのおかげです。お姉さまの背中を追い続けて、そしてお姉さまから未来を託されて、私は強くなれました。だから──」

「昔みたいに自分と一緒に行動してくれってか？」















「はい」

　その頷うなずきはすがるような響きだった。

「そりゃあ、まあ、無理だな。あんたがあたしに協力できないように、あたしもあんたには協力できない」

　ヒミコが振り返ろうと身体を捻ひねる。その途端、身体に絡みついた詩し乃のの髪が肉を引き裂き深く食い込んだ。

　痛みに少しだけヒミコの表情に苦痛が浮かぶ。

　でも、それ以上に詩乃の顔には苦痛が浮かんでいた。

「で、でも、お姉さまは誰だれかに目覚めさせられたばかりです！　正しい情報を与えられていないかもしれないし、他に判断するための情報と時間が必要だと思います」

　昔の自分みたいに、マインドコントロールされている可能性だってゼロでは無いのだ。

「あたしは確かに今、とある連中の神輿みこしに担がれてるさ。けど、それはあたし自身が納得して担がれたんだ。自分の意志で決めた。だから、それを覆すことは絶対にしない」

　さらにヒミコの身体が振り返る。左腕に巻き付いた髪は、すでに半分ほどの深さまで食い込んでいた。

　これ以上振り返ったら、完全に切断されてしまう。

「だったらせめて退いてくださいっ！」

　泣き叫ぶ詩乃に、ヒミコは首を振ってみせる。

「一度でも退いたらあたしがあたしじゃなくなる！」

　そう叫び、ヒミコはさらに身体を捻った。

　左腕が切断されはじけ飛んだ。大量の血が鉄砲水のように吹き出す。

　それでも尚なお、ヒミコは振り返ろうと力を込める。体中に髪が食い込み、全身からスプリンクラーみたいに血が舞い散った。

　ヒミコの身体に、そして詩乃の身体に血が降り注ぐ。

「お姉さまぁぁっ！」

　絶叫。詩乃の絶叫が響き渡り、そして、ヒミコの身体から詩乃の髪が消えた。

　ついに詩乃の心がヒミコの意志の前に挫くじけた。

　こらえていた涙がボロボロとこぼれ落ち、身体は震えていた。

「まったく、肝心なところでまだまだ甘ちゃんだね、あんたは。その甘さが、その優しさがあんたの良い所でもあるんだけど」

　残った右手でワシャワシャと詩乃の頭を撫なでた後、

「だから、今のままじゃダメなんだよ。あんたも、そしてこの世界もね！」

　鋭く振りぬかれたヒミコの右拳こぶしが、

「──ぐふっ」

　詩し乃のの腹部に突き刺ささった。

「あたしの勝ちだ」

　詩乃の意識は深い深い闇やみの中へと堕おちていった。





　　◇◇◇






（Asuka's view）




　心象世界で作られたおもちゃ箱トイボツクスの中から明あ日す香かが取り出したのは一本の槍やりだった。

（──竜殺しの槍ってとこかしら？）

　手にずっしりと重いその槍には樹木のような紋様が刻まれている。どこか神聖な雰囲気を明日香は感じていた。

　見上げた先で翼を羽ばたかせ空中に浮遊しているドラゴンの姿はどこまでも圧倒的だ。

　その首に跨またがるアナスタシアは、戦死した勇士の魂を天上へと導くワルキューレのように美しく、神々しく、そして威圧的だった。

（ほんと笑えないわね、この状況）

　対たい峙じしただけで、ここまで勝ち目の見えない相手は初めてだった。

　一撃でもまともに攻撃を食らったら、多分それでおしまいだ。

　そして、こっちの攻撃は何発当てたとしても、まるで倒せる気がしない。

　この槍はトイボックスが導き出した武器である。相手にとって、天敵とも言える物のはずだ。

　それなのに、それでも、この槍でどれだけ攻撃をしたところで、あの圧倒的な生命力を削り取れる自信は湧わいて来なかった。

（けど、やってみるしかないもんねっ）

　明日香が身を沈ませ、下半身に力を込める。

　アナスタシアが軽くドラゴンの首筋を叩たたくと、ドラゴンは大きく息を吸い込み、そして咆ほえた！

　轟ごう音おん。爆発するように音が弾はじけ、空気が悲鳴をあげる。

　津波のように押し寄せる強烈な質量を持った音圧を全身に受けて、明日香は三歩ほどよろめくように後ずさった。

　頰ほおが引き攣つっているのが自分でもわかった。足がすくんだ。冷や汗が流れて落ちる。

　心臓が握りつぶされるかと思った。理性よりも先に本能的な恐怖が全身を駆け巡ったのだ。気の弱い者だったらショック死していたかもしれない。

　それだけで、ただ咆ほえただけで、それが強烈なファーストアタックになっていた。

（さすが、伝説上の化け物。全すべてにおいて規格外すぎるわよ！）

　力任せに太ももを叩たたく。その痛みで、なんとか足のすくみが消えた。

　気持ちでのまれたら絶対に勝ち目はない。気持ちだけは絶対に負けられない！

「はぁぁぁぁぁああっ！！！！！！」

　気合一いつ閃せん、明あ日す香かは力強く地面を蹴けって、宙へと駆ける。

　人間離れした圧倒的スピード、跳躍力。明日香の視界にぐんぐんとドラゴンの姿が近づいてくる。

　ドラゴンの身体は巨大だ。とてつもない質量を誇る。だからこそ、スピードには、小回りの利いた動きにはついて来られないだろう。

　そこだけが、明日香が優位と言える唯一のところだった。

「喰くらえぇぇぇぇっっ！！！！！！」

　右手に摑つかんだ槍やりを全力で突き出す。トイボックスから取り出した竜殺しの槍は、

　──ガキィィン！

　その硬い鱗うろこに傷ひとつ付けることが出来ないままに弾はじき返された。

「くっ！」

　明日香はそのまま空中でトンボを切り、地面に降り立つ。

　ビリビリと右手がしびれていた。

（これは、どういうこと？）

　明日香は混乱していた。簡単に倒せるような敵でないことは理解している。

　けど、ここまでまったく手て応ごたえがないとは想像もしていなかった。

（トイボックスの選択が間違っているってこと？）

　そんなはずはない。今まで一度だってそんなことは無かったのだから。

　セプテンバーエリミネーションの時のクラーケンを相手にした時だって、きちんとダメージを与えることが出来ていた。

　だから、たとえ幻創動物が相手だとしても、その効果はあるはずだ。

　──とにかく、何度でも攻撃するしかないっ！

　明日香は再び地面を蹴って宙に舞う。渾こん身しんの力で槍を突き出し、ドラゴンの身体を突き刺さそうと試みる。

　しかし、そのすべての攻撃は、鱗一枚剝はがすこと無く弾かれた。

　わざわざ避けるまでもないと、ドラゴンは明日香の攻撃を微動だにしないままに受け続ける。

（こ、こんなことって！）

　着地し、荒い息を吐きながら明らかに動揺を浮かべる明あ日す香かに対し、アナスタシアは静かな視線を向けた。

　そして、ドラゴンの首筋を二度叩たたく。瞬間、ドラゴンが翼を強くはためかせ上昇した後に、鋭く頭から地上の明日香に向けて急降下を開始する。

　羽ばたきによる強烈な風圧と、巨大な体たい軀くが高速で迫ってくる恐怖が明日香を襲う。

　ドラゴンはあぎとを大きく開き、そこから紫色の粘液を放射した。

「んくっ！」

　間一髪、明日香は横に跳んでその粘液を避ける。

　さっきまで明日香が立っていた場所に粘液が着弾した瞬間、シュゥゥという音を立てて毒々しい紫の煙が立ち上った。

　なんとも言えない悪臭が鼻を突く。目に鋭い痛みが走った。

（もしかして、毒っ!?）

　明日香は転げるようにして、さらにそこから遠ざかる。

　ドラゴンの攻撃の中でも一番メジャーなものといえば、その口から吐かれるブレスだろう。

　炎、冷気、稲妻、石化。ドラゴンの種類によって様々なブレスがあり、毒、というのも比較的メジャーなブレスだった。

　ドラゴンの元となったイメージは、古くからの宗教などで不死の象徴として崇あがめられる蛇が神格化したものだと言われている。

　だから、そこから毒を吐くというイメージに結びつくのは至極当然のことだ。

「わたし、爬は虫ちゆう類るいは苦手なのよっ！」

　続けざまに吐き出される紫色の粘液を本能のままに飛び退のいて躱かわす。

　一息つく余裕すらない。思考してから躱していたのでは間に合わない。

　それでもギリギリの所で避け続けられたのは明日香の生まれ持っての才能ゆえだ。

　必死にドラゴンの毒を避けながら、明日香は脳を高速回転させる。幻創曲を小さく口ずさみながら、勝機を探る。

　トイボックスから取り出した武器。それを今まではただの武器として扱ってきた。

　それだけで大抵の敵に勝つことが出来たのだ。

　けど、今回はそれだけでは不可能らしい。わたしはこの武器の本質をまだ理解していない。

　トイボックスは必ず相手にとって脅威となる武器を生み出す。それは絶対だ。

　ならば、この槍やりは確実にあのドラゴンを倒すことが出来る。

　イメージしろ！

　歌は、自分の創つくりだした幻想は確実にあのドラゴンを打ち倒しているのだから。

　武器としての形ではない。この槍やりがドラゴンを倒しているというその事象自体をもっと鮮明にイメージしろ！

　頭の中に新たに沸き上がるメロディを即座に歌に変えて声帯を震わす。即興による幻創曲のアレンジ。

　脳内に広がる心象世界をより鮮明に、より詳細に。

「あっ……」

　ふと、槍に刻まれた樹木の紋様が発光したように見えた。そこから溢あふれてくるのは生命のイメージだ。

　エデンの園に植えられた生命の木。

　やがて木はゆらぎ、いくつもの歌詞スペルが紡ぎだされた。

　慈愛、救い、神、教会、そして殉教者──大地ｇｅｏで働くｅｒｇ男。

　男は槍を持ち竜と対たい峙じする。

　これが、この槍の由来なのだろうか？

　そこで明あ日す香かの脳裏に閃ひらめきが走った。

（そういうことね）

　伝説や伝承では必ずといって良いほどに登場してくるドラゴン。もっともメジャーな幻想動物。

　そう、メジャーであるが故に、必ずその元ネタがある。

　今、明日香の目の前にいるこのドラゴンも。アナスタシアが何かの伝承を元にイメージをしたものに違いない。

　そして、伝承の中でのドラゴンは必ず英雄によって打ち倒されるのだ。

　握りしめた槍が命を吹き込まれたように発光した。熱を持ち、強力な存在感を放つ。

　さっきまでの絶望感はもう無い。もう、このドラゴンは倒せる！

　鮮烈なる終しゆう焉えんのイメージが明日香の脳内に浮かび上がった。

　明日香の──そして手の中にある槍の雰囲気が変わったことに気づいたのか、ドラゴンは攻撃を止やめ、警戒するように上昇した。

　ゆるやかに翼をはためかせ、上空から睥へい睨げいしてくる。

　明日香は槍を握った右手を後方に引き、その方向に上半身を捻ひねる。下半身は左足を前に、肩幅以上に開き、大地を踏ふみしめるように膝ひざを曲げた。

　鋭い視線はじっとドラゴンを睨にらみつけたまま。

　互いに向き合うこと一分ほどの時間が流れ、やがて焦れたようにドラゴンがその巨きよ軀くを震わせた。

　勢いを付けるように首を上方へと反らせる。

　それはブレスを吐くための予備動作。

　明あ日す香かの身体にも緊張が走る。攻撃のチャンスは僅わずかな時間。




　──この槍やりの持ち主、古代ローマの聖しよう人にんは毒の息を吐こうと開いた竜の口内に槍を突き刺さし、見事打ち倒した。




　つまり、ドラゴンがブレスを吐くその瞬間こそが、明日香にとっての最大の攻撃のチャンスなのだ。

　竜のあぎとが大きく開かれ今まさに毒が吐き出されようとするその瞬間、

「せりゃぁぁぁぁあああああ！！！！！」

　渾こん身しんの力を込めて、明日香は槍を放った。

　空気を切り裂きながらドラゴンに向かって一直線に飛ひ翔しようしていく槍。突き進む度に槍が纏まとう光の輝きは大きくなり、尾を引き、それは空を駆ける流星のようだった。

　ドラゴンも負けじと毒を吐き出す。

　直線上、竜の毒と聖なる槍が交錯し──槍は完膚なきまでに毒を弾はじき飛ばした。

　そして、加速度的に勢いを増す槍は、大きく開かれたままのドラゴンの口へと突き刺さった。















　──ＧＹＡＡＡＡａａａａａａａａａａａＡＡＡＡＡＡ！！！！！！！！！！




　雷鳴のようなドラゴンの絶叫が空に轟とどろく。

　痛みと怒りに目を充血させ、もがくように空中を暴れまわるドラゴン。

　さすがに一撃じゃ倒せないか。

「でも、わたしのおもちゃ箱トイボツクスは、いつだっておもちゃが満たんなのよね！」

　明あ日す香かの右腕には再びあの槍やりが握られる。

　さっきの一撃でドラゴンの生命力は確実に衰えていた。今なら、口内を狙ねらわなくてもダメージを与えられるはずだ。

「これでおしまいよ！」

　止めの一撃を食らわせんと、全身に力を込めて投とう擲てきの動作に入る明日香。




　──その瞬間、明日香の目に信じられない光景が飛び込んできた。





　　◇◇◇






「明日香あぁぁぁ！！！」

　全速力で走る。間に合えと、必死で祈りながら。







　メアリーさんとシルヴィさんの多重電想によってナスターシャたちを倒したすぐ後に、大気をつんざく雷鳴のような叫び声が響き渡った。

　そして、上空でもがき暴れる巨竜の姿を視界が捉とらえた。

「どうやら、あっちも片付きそうね。正直に言うとかなり難しいかなって思っていたけど、さすが姫ひめ咲さき明日香」

　そんなメアリーさんの言葉が嬉うれしくて、僕は思わず胸を張ってしまった。

「僕の自慢の妹ですから」

「なら、私の自慢の妹と交換してみない？」

　メアリーさんがクールなままにいたずらっぽい目でシルヴィさんを見る。

「お姉ちゃん、酷ひどいです。私はお姉ちゃんの妹に相応ふさわしくないと言うんですか！」

　拗すねたように下唇を突き出して、シルヴィさんが抗議する。

「違う。シルヴィは私の大切な妹。だからこそ、タケルくんに提案してみた。シルヴィ、よく考えてみて。タケルくんと兄妹になるって意味を」

「どういうことです？」

「タケルくんと姫ひめ咲さき明あ日す香かはひとつ屋根の下で暮らしている」

「っ！」

　シルヴィさんが大きく目を見開いた。

「さらに、同じベッドで寝ている」

「っっ!!」

「そして、定期的にマッサージをしあう関係」

「っっっ！！！」

　メアリーさんは一体どこで僕達のプライベートな情報を仕入れているのだろう？

　その情報収集能力の高さに恐怖する。

「お姉ちゃん、今までありがとうございました！　私、今日からタケルの家の子になります！」

　ぺこりとメアリーさんにお辞儀をするシルヴィさん。

「うん、頑張って。私はシルヴィの夢が叶かなうのを応援してる」

「そして、よろしくお願いします、お兄ちゃん」

　今度は僕に向かってお辞儀をした。

「って、勝手にアホな話を進めないでください」

　もしそんな話を本当に進めたとしたら、僕の命の灯ともし火びは確実に消されるだろう。僕の実妹の手によって。

　そして、今のシルヴィさんのお兄ちゃんって言葉にちょっと胸がときめいてしまったことも、実妹には絶対に内緒にしておかないと。

　そんな、敵を退けた安心からくるほのぼのとした空気は思いもよらない形によって打ち壊された。

　屋上の端。そこに女性が姿を現した。片腕はなく、もう片腕にはぐったりとした女性を抱えている。

　──って、あの人は!?

　一瞬、夢でも見ているのかと思った。

　そんなはずはない。あり得ないと。

　何度も瞬まばたきをして、何度も目を擦って、頰ほおをつねって、けど、僕の視線の先に立つ女性はあの人にしか見えなかった。

　見間違えるはずがない。見間違えようもない。信じられないし意味がわからない。

　けど、そこに、確かに存在しているのだ。

　姫咲ヒミコ──死んだはずの僕の母さんが。

　感情がぐちゃぐちゃになって、思考もめちゃくちゃになった。

　なんで？　どうして？　一体、何が起きているんだ？

　そんな疑問の答えは当然出ないままに、僕の思考をますますぐちゃぐちゃにする言葉が母さんの口から放たれた。

「カンタトリス音楽院の関係者諸君、及び我が同志諸君に告ぐ。カンタトリス音楽院学院長、東雲しののめ詩し乃のは姫ひめ咲さきヒミコが確保した。学院大部分の占拠も完了。これ以上の争いは無用。もう一度繰り返す。カンタトリス音楽院学院長、東雲詩乃は姫咲ヒミコが確保した。学院大部分の占拠も完了。これ以上の争いは無用！」

　大音量で響き渡る母さんの声。

　学院長が母さんに確保された？

　占拠が完了？

　な、何を言っているんだよ、母さんは！

　そんなんじゃ、母さんがまるでこの襲撃の黒幕みたいじゃないか！

　母さんが僕たちの敵みたいじゃないか！

　そんなこと、あるはずないじゃないか！

　そう全すべてを否定しようとするけど、母さんの腕の中でぐったりとしている学院長からどうしても視線を外せなかった。

　──どうして、母さんが……？

　膝ひざがカクンと崩れそうになって、その瞬間、明あ日す香かの姿が脳裏に浮かんだ。

　僕がこれだけショックを受けているってことは、明日香だって当然。

　そして、明日香の上空には手負いの巨竜が暴れまわっているのだ。

　ショックを受けてる場合じゃないっ！

　僕はすぐさま演習場を飛び出して、グラウンドへと走った。







「明日香ぁぁぁぁぁぁああああああああ！！！！！」

　力の限り叫ぶ。叫びながら走る。

　グラウンドに駆け込んだ僕の視界に飛び込んできたのは呆ぼう然ぜんと屋上を見上げる明日香と、上空からその明日香に襲いかかろうとするドラゴンの姿だった。

「明日香ぁぁぁ、避けろ─────！！！！！！！！！！！！」

　呆然とし歌唱状態に入っていない今の明日香は、普通の人間と変わらない。

　そんな状態であのドラゴンの一撃を喰くらいでもしたらひとたまりもないだろう。

　ドラゴンの太く鋭い鉤かぎ爪づめが明日香の命を刈り取ろうと迫る。

　けど、僕の声は明あ日す香かの耳には届かない。

　くそっ！　間に合え！　間に合え！　間に合え！

　心臓が張り裂けそうなくらいに悲鳴をあげている。両の足はもうガクガクだ。

　けど、ここで間に合わなかったら僕は一生後悔する。

「明日香ぁぁぁぁぁぁああああ─────────!!」

　迫り来る巨竜の風圧を感じながら、僕は明日香に向かってダイブした。

　僕の両手がギリギリのタイミングで触れて、明日香の身体が後方に流れた。

　同時に、ヒュッ、空気を切り裂く鋭い音が僕の顔のすぐ近くを通り過ぎる。そして、赤い飛沫しぶきが舞い上がった。

　あまりにも鋭すぎて痛みは感じない。けど、どこかを裂かれたか？

「がはっ！」

　ダイブした勢いのまま僕の身体はグラウンドに打ち付けられた。地面にぺたんと座り込んだ明日香の焦点が、ゆっくりと僕に合う。

「……に、兄さん？」

「ったく、動揺しちゃうのはわかるけど、状況を考えないと」

「兄さん、怪け我ががっ！」

　明日香は僕に駆け寄り、僕の上半身を抱き起こす。

「やっぱり切れてるか？」

「うん。頰ほおのところがざっくり……。ごめんなさい、わたしが……」

「いや、仕方ないよ。僕も同じような状態だったんだから」

　そこにもう一度、母さんの声が響き渡った。

「もう一度繰り返す。カンタトリス音楽院は我々が占拠した。これ以上の戦いは無用。味方は直ちに攻撃を中止。撤退をする人間は直ちに学院敷地内から出ていくように。その際の安全は保証する。これ以上の戦いは無用」

　その声を聞いて、上空のドラゴンは何度か威嚇するように旋回した後、屋上の方へと飛んでいった。

「兄さん、これは一体どういう事なの？　どうしてお母さんが？　学院の占拠って？」

「それは僕にもわからない。ただわかっているのは、ここは敵に占拠されたってことだけだ。だから、今は一いつ旦たん退こう」




　──こうして、何の状況もわからないままに、カンタトリス音楽院は占拠されたのだった。






outro　─世界征服と動乱の幕開け─









『皆さん、はじめまして。あるいはお久しぶりです、かしらね。姫ひめ咲さきヒミコです』

　カンタトリス音楽院の占拠から十八時間後。

　その放送は全世界に向けて一斉に配信された。

　映っている場所は見慣れた学園長室。しかし、その椅い子すに座っているのは学院長ではなく、死んだはずの母さんだった。

　昨日、学院が占拠されたあと、僕と明あ日す香かは逃げてきた花か穂ほやシルヴィさんたち生徒と一緒に日に本ほん政府に保護された。

　そして、今回の件に関しての様々なことを知ることになった。

　一番の疑問はやはり母さんのことだ。

　母さんの遺体──と言っていいのかはわからないけど──はずっとイギリスのセントポール大聖堂に保管されていたらしい。

　それを誰だれかが盗み出し、なぜか母さんは生き返り、今の状況になっている、と言うことだった。

　日本政府としては当時、母さんの心肺停止状態を確認している。が、今となってはそれが一時的なものだったのかどうかはわからないという。

　保存された母さんの身体はＩＣＣの管理となり、本当に一部の人間しか接触することが出来なかったらしいのだ。

　だから、もしかしたら母さんは死亡したと発表された上で、意識不明の状態のまま生かされ続けてきた可能性も否定できない、というのが今の日本政府の見解だった。

　僕と明日香は母さんが生きていたという事実に混乱し、喜び、そしてまた混乱した。

　それならば、なぜ母さんはカンタトリス音楽院を襲い、学院長を傷つけ、占拠したのだろう？

　僕達の知っている母さんからは想像も出来ない事実だったからだ。

　実際にその現場を目撃しているにも関かかわらず、やはり信じられないという気持ちが強い。

　マインドコントロールされている可能性もある、という意見も政府関係者の中にはあった。

　確かにその可能性もあると思うけど、あの母さんがマインドコントロールされるというのも、やはり想像出来なかった。

　そして日が変わって正午を迎えた今、母さんの放送が始まったってわけだ。

　僕の隣でテレビ画面を食い入るように見ている明あ日す香かが、ぎゅっと僕の手を握った。

　その顔色はひどく悪かった。

『まずは皆さんにひとつ、ご報告をさせていただこうと思います。まあ、皆さんすでにニュースや新聞などでご存知かと思いますが、昨日、我々はカンタトリス音楽院、及び新しん神か奈な川がわ音おん楽がく特とつ区くを占拠させていただきました』

　何の気負いもなく、それでいて堂々とした振る舞い。

　その姿は紛まぎれもなく母さんのものだ。僕たち兄妹がずっとその背中を追い続けてきた母さんの。

『なぜそのような行動を起こしたのか。我々というのは何者なのか。皆さん、いくつもの疑問、質問があるでしょう。この放送は皆さんのその疑問、質問に答えるためのものです。そして、最後に我々から皆さんに対して、ひとつ質問をさせていただくためのものです。ですので、どうか皆さん、最後までこの放送にお付き合いください』

　テレビ画面の中で母さんが優雅に一礼する。

「ねえ、兄さん、あれは本当にわたし達のお母さんなの？」

　明日香が硬い表情のまま僕に訊きいてきた。

「うん、間違い無いと思う」

　ひとつひとつの仕草。話し方。声。表情。視線。

　見ているだけで懐かしい想おもいがこみ上げてくる。そこに偽りの感覚は無かった。

「やっぱり、そうだよね」

　明日香は自分を納得させるように呟つぶやいた後、

「兄さんは母さんが生きていて嬉うれしい？」

　明日香の顔を見ながら問い掛ける。僕はその問いに思考する。

　嬉しくないはずは無かった。

　どこか心が救われたのも事実だった。

　僕の心に深く刻まれた大きな傷。

　僕のせいで母さんはその命を奪われてしまった。あの日、僕の軽はずみな行動が母さんを殺してしまったのだ。

　その事実はずっと僕の心を苛さいなんできた。

　けど、母さんは生きていた。嬉しくて、ホッとして、今すぐにでも会いたい気持ちもある。

　だからこそ、現状が理解できなくて、納得できなかった。

「正直に言うとわかんないんだよ。嬉しいんだけど、気持ち的には当然嬉しいんだけど、喜べないみたいな」

「うん、わたしもそう。だって、もしかしたらお母さんはわたし達の──」

　そこで明あ日す香かが口を噤つぐむ。

　その先に続く言葉が何なのか、僕はわかっていた。

　母さんは──僕達の敵かもしれない。

　昨日の行動。そして、今のこの姿。否いやが応おうでもそれを意識させられる。

「とりあえずこの放送を最後まで見てみよう。判断するのはそれからでも遅くない」

「うん、そうだね」

　ふたりしてテレビ画面に視線を戻す。

『まず最初に今回占拠させていただいた神楽かぐら特とつ区くに関してですが、基本的にそこで生活をされている皆さんに対して危害を加えるようなことは行いません。皆さんは今までどおりの生活をしていただいて結構です。多少、警備などを行う人間が増えますが、武装決起などの反乱的な行動さえ取らなければ、その安全は保証いたします。またカンタトリス音楽院に関しましては我々の本拠地とさせていただきますので、今まで通りの運営を行うというわけにはいきません。その点に関しましては関係者の皆さんにご迷惑をかけること、この場にて謝罪申し上げます』

　その声明において、きっと一番不安な思いを抱えていたであろう神楽特区の人たちの不安はいくらか解消されただろう。

　母さんの言葉に噓うそはない。そう信じさせる誠実さと丁寧さがそこにあった。

『そして次に、我々が何者であるか、という事に関して説明させていただきたいと思います。これは、我々の目的にも密接に関かかわってくる部分ですが、そうですね、とりあえず現在の世界と魔法のあり方に不満を持っている人間の集まり、と考えていただくのが良いかもしれません。そして、我々の目的は──』

　そこでカメラが母さんにぐっと寄った。

『──世界征服です』

　隣で明日香が息を吞のむのがわかった。握られた手に強い力が入る。

　今、世界中でテレビを見ている人たちが同じようなリアクションをしているだろう。

　それくらいに母さんの言葉は衝撃的だった。

「世界征服って」

　最近ではゲームや漫画の中でも聞かなくなった言葉が、現実として発せられたのだ。それも噓や冗談ではない、真面目まじめで本気な口調で。

『とは言っても、物理的に国を乗っ取ろうと思っているわけでも、戦争を起こそうとしているわけでもありません。今回の神楽特区占拠は我々の意思表示のひとつとして行わせていただきましたが、これ以降、軍事的な衝突を起こしたくない、というのが我々の正直な意向です』

　そう続いた母さんの言葉に、明日香の手の力が少し緩められる。

『皆さんは今の世の中に満足していますか？　世界的な不況、失業率の大幅な上昇、エネルギー資源の枯渇、治まらない内戦、解決の糸口も見えない領土問題、環境汚染、頻発する自然災害などなど。皆さんは今の自分の生活を楽しんでいますか？　夢をみることができていますか？　希望を持てていますか？　世の中に失望して、こんなものだと妥協して、諦あきらめていませんか？』

　母さんがテレビ画面の向こうから語りかけてくる。

『あたしは満足なんてしてません。今のこの世界を、そしてこれからも続いていく世界を、子供たちに自信を持って引き継ぐことができません』

　それは多分、誰だれもが少しは感じていることだと思う。大人は大人として、子供は子供として、感じ方に違いはあれど、そういった感覚が確かにあるんだと思う。

『あたしは、そんな現実を打破するために生み出されたのが魔法だと思っています。皆さんは覚えていませんか？　初めて魔法を目の当たりにした時の興奮を。皆さんは感じていませんでしたか？　魔法によって新しい時代が幕をあけるんだという期待感を』

　母さんの声に熱がこもる。自然とその言葉が脳に染み入って心に住み着く。

　真まっ直すぐな言葉だからこそ、素直に響く。

『あたしは魔法で世界を変えることが出来ると思ってます。けど、今の仕組みではそれが出来ないんです。歌姫カンタトリス以外の人間にとって、魔法はやはり未知で恐るべきものであるという意識があるからです。そして、その意識がある限り、歌姫カンタトリスには権力というものが与えられない』















　そう言われると、確かにそうなのかもしれない。

　国にとって重要な位置にあり、各国間でのパワーバランスに大きな影響を与える歌姫の存在。

　しかし、歌姫はあくまで使われる側なのだ。

　今では緊急時を除き、基本的には来武ライブ以外での魔法の使用は認められない。

　それはつまり、歌姫の力を権力が制限していることになる。

『そのための世界征服です。魔法という歌姫の持つ力を皆さんの役に立てるために、より効果的に魔法という力を利用していくために、歌姫が世界の主導をとり統治していく。新しい未来を創つくっていく。魔法の発現により世界は生まれ変わったのです。ですから、世界のあり方もそれに合わせて変化していくのは当然のことなのです』

　けど、これはどうなんだろう？

　考え方のひとつとして、理解できないことはない。けど、今のルールはそうさせないためのルールだ。

　反発があまりにも大きすぎると思う。

　だってそれは、今後歌姫が世界を治めると言っているのだから。

　見方によれば、まず最初に歌姫で有るか無いかという部分だけで権力的な区別をつけるって言っているのと同じなのだから。

　事実、歌姫たちにはそれなりの特権が与えられることになるだろう。

　今でさえ、学院祭の時を思い返してもわかるように、一般の人たちからの歌姫に対する反発はある。そしてそれは決して少ないものではない。

　こんなことを本気で推し進めようとしたら確実に大きな騒動が起きる。そもそも現在の世界中の権力者たちがそんなことを許ゆるさないだろう。

　下手をしたら五年前の悪夢の再現だ。

『もちろん、このアイディアに反対の方もたくさんいらっしゃることでしょう。不安を覚える方も多いと思います。でも、ここで感情のままに対立してしまったら、その先にあるのは衝突でしょう。戦争です。そして、前に言った通り我々はそれを望んでいません。だから、現行のルールで──今、権力をお持ちになっている方々が作られたルールに則のつとって、我々の考える世界征服を実現させていただきたいと思います』

　そう言って母さんは勝気な笑みを浮かべた。

「ルールに則っての世界征服？」

　隣で明あ日す香かが首をかしげる。僕も同じように首を捻ひねっていた。

　どういう意味だ？

　しかし、画面の中の母さんは答えをはぐらかすように言葉を続けた。

『ああ、そう言えばとても大切なことを皆さんに伝えるのを忘れていました。本日は我々の賛同者の中から特別なゲストを呼んでいるのです。そちらを先に紹介させていただきます。まずは──』

　そこでカメラが少し引いて、学院長室が広く映される。

『イタリアの宝石歌姫ビジユカンタトリス、モニカ・フェリッリ』

　名を呼ばれ、画面の中に女性が姿を現した。真紅の髪に肉食獣のような鋭い瞳ひとみ。それは間違いなく、イタリアの轟ごう炎えんだ。

　威風堂々としたその姿から視線を逸そらすことが出来ない。

　っていうか、どうしてイタリアの宝石歌姫がここに？

　そんな僕の混乱をあざ笑うかのように母さんの声が耳に届く。

『続いて、ドイツの宝石歌姫、ナスターシャ・ジェンチ』

「え？」

　次に姿を現したのは、銀髪に黒の仮面の少女だった。見覚えのある、昨日も戦いを繰り広げた相手。

　そんなナスターシャはモニカの隣に並んだ。それだけでも驚きよう愕がくなのに、母さんのコールはそれで終わらなかった。

『続いては中ちゆう国ごくの宝石歌姫、貂ちよう蟬せん』

『やっほー、みんな元気ー？』

　テレビ画面の中に入ってきたのはまだ幼さの残る少女だ。可愛かわいらしい笑顔で愛想よく両手を振っている。

「ちょ、貂蟬まで協力してるって言うの……」

　衝撃で明あ日す香かの声が微かすかに震えていた。けど、衝撃がまだまだ終わらない。

『ここまでで皆さんには相当驚いていただけたことと思います。しかし、次のゲストには更に驚いていただけることでしょう。それでは紹介します！　ロシアの宝石歌姫、アナスタシア・カーチナ』

　そして、滅めつ多たに人前に姿を現さない深雪の妖よう精せいまでがその身を晒さらした。

　世界が少し揺れたような錯覚を覚えた。

　多分、今、世界中は大変なパニックになっているだろう。

　モニカ、ナスターシャ、貂蟬、アナスタシア──。

　明言はしていないけど、これはつまり、今回の件に関してイタリア、ドイツ、中国、ロシアが賛同しているってことになるのだから。

『ってな感じで、今まであたしの方から色々とお話をさせてもらったわけですけど、やっぱり性にあわないねえ、こういうのは。堅苦しいのは苦手なんだよ、あたしは。根っからの肉体派だからね。だから、ここら辺でそういうのが得意な奴やつにバトンタッチしようと思います。さあ、あんたの出番だよ』

　母さんがマイクを差し出し、ひとりの女性がそれを受け取る。

　その女性の姿を見た途端、ぞわりと悪寒が身体を駆け抜けた。

　これって？　この人って!?

　身体が震える。それも、ふたつの理由で身体が震えた。

　ひとつめの理由は本能的なものだった。その女性が顔につけている仮面。

　漆黒の仮面。僕の記憶に鮮烈に焼き付いている、ナスターシャの仮面だ。

　けど、ナスターシャはその後ろに立っている。だから、ナスターシャでは無い。

　なのに、僕の本能はナスターシャよりもその女性の方に恐怖を覚えていた。

　そしてふたつめの理由。

「ねえ、兄さん、あれって……」

　明あ日す香かもそう思ったのだろう。震える声で訊きいてくる。

　仮面で顔を隠していても見間違えるはずなんてなかった。

　そして、その人がそこにいることが、モニカよりもナスターシャよりも貂ちよう蟬せんよりもアナスタシアよりも、あるいは母さんよりも衝撃的だったかもしれない。

　見間違いだと思いたかった。噓うそだと信じたかった。けど、




『新しん神か奈な川がわ音おん楽がく特とつ区く宝石歌姫ビジユカンタトリス、東雲しののめ詩し乃のです』




　僕の希望は本人の言葉によって打ち砕かれた。

「……どうして、詩乃が？」

「わからない。なにか条件を提示されているのか、脅迫とかされているのか……」

　──もしくは、あの仮面に何か意味があるのか。

　わからない。ただ、学院長が、あの場所に立っているという事実が僕には大きなショックだった。

『では、姫ひめ咲さきヒミコに変わって、私の方から現行のルールに則のつとった形での世界征服の方法について述べさせていただきたいと思います』

　その声も、間違いなく学院長のものだ。

　何がどうなっているのか？　そしてどうなってしまうのか？

　状況が動きすぎて、情報が多すぎて、思考がついていかない。

　そして、僕の思考はさらに混乱することになった。

『年明けと共に、神楽かぐら特とつ区くから全世界に向けて、我々の望むシステムの導入を提案させていただきます。我々の持つすべての特権を使って』

「なっ！」

　明あ日す香かが驚きよう愕がくの声をあげる。僕も息を吞のんだ。

　それは、すごく真っ当なやり方だった。

　だって、それと同じやり方で、今までたくさんの案件に決定が下されてきたのだから。それがＩＣＣの定めたルールなのだから。

　母さんの言うとおり、現行のルールに則のつとった、正しいやり方だ。けど、

「そんなことって出来るのか？　神楽かぐら特とつ区くはＣ９の九ヶ国による合同政府だろ？」

　学院長ひとりの判断で出来るとは思えない。

「基本的には詩し乃のが決定権を持っているわ。ただし、大きな案件の場合、九ヶ国の代表による多数決で決定される。そして、今、九ヶ国中五ヶ国が賛成に回っている」

　ドイツ、イタリア、中ちゆう国ごく、ロシア──そして神楽特区。

　昨日、母さんたちがカンタトリス音楽院を襲撃した一番の理由はそれか。

　常に中立の立場を取る学院長の引き込み。それが今回の作戦の最低条件だったわけだ。そして、どういう手段を使ったのかはわからないけど、それを見事に成し遂げた。

「つまり、可決されるってわけか」

　そして、その五ヶ国は年明けの神楽特区の提案に対しても特権を使用し賛同するだろう。

　母さんたちの途方も無い目もく論ろ見みは、現実的な計画になったのだ。

「……それを阻止するためには、残り四ヶ国が協力する以外に方法がないってわけか」

　Ｃ９の内の残り四ヶ国、日に本ほん、アメリカ、イギリス、フランス。

　もちろん、ＩＣＣに加盟している国はＣ９だけではない。しかし、特権を獲得できる可能性がある国はほぼＣ９で占められている。

　だから、その四ヶ国が協力して特権を集め、相手の数よりも上回る以外に方法は無い。

「兄さんはどうするの？」

　明日香が僕に問いかける。その瞳ひとみは不安げに揺れていた。明日香の中にも様々な感情が渦巻いているのだろう。

「正直に言えばどうするのが正解かなんてわからない。けど──」

「けど？」

「母さんたちのやろうとしていることは間違っていると思う。思想はわかる。進もうとしている道も正しいのかもしれない。でも、やり方は間違っている」

　ルールには則っているかもしれないけど、こんなのはやっぱり力による押し付けなのだから。

「こんなやり方、必ず遺恨が残ることになると思う。そして、それは絶対に争いの火種になる」

「そう、だよね」

　明あ日す香かは僕の言葉を聞いて、大きく息を吐き出した。

「止めないといけないよね。こんな強引なやり方は」

「そうだな」

　母さんと、学院長と対立することになっても、僕自身が間違っていると判断したのだから。

　絶対に止めないといけない。

「今月、来月、そして年末の祭典。残り三つのグランプリシリーズがとてつもなく大きな意味を持つことになっちゃったわね」

　この結果如何いかんによっては、世界のあり方が大きく変わってしまうのだ。




『もし、特権の数で我々の提案が退けられたとしたら、その時は素直に従うと共に二度とこのような提案をしないことをここに明言します。ですから、逆に我々の提案が通った時は、皆さんにも素直に従っていただきたい』




　五人の宝石歌姫ビジユカンタトリスと、ひとりの伝説の歌姫が誇りと共に胸を張る。




『さて、我々から皆さんに対してひとつの質問をさせていただきます。皆さんの望む未来は、進むべき道は、どの方向に伸びていますか？』




　──その問いは、世界中に向けて発せられた。





あとがき




　さて、あとがきを書かなくてはとテキストファイルを開いてからはや八時間。相変わらずあとがきになると筆の進みが遅くなる雨あめ野の智ち晴はれです。

　なんかこう、学生時代のテスト勉強と同じような感じなんですよね。準備して、やらなきゃ、やらなきゃと思いはするけど、気がついたらワン◯ースのコミックを読み返してメリー号の最期に涙したり（何回目だ！）、部屋の中がびっくりするくらいに綺き麗れいになっていたり（水まわりまでピカピカ！）、プレイステーションストアで懐かしのゲームを大量に購入していたり。

　やばいですねダウンロード販売！　引き篭こもったままで懐かしの名作ゲームが六百円とかで買えちゃうなんて！

　気がつくと僕のＰＳ３メニュー画面にはたくさんのゲームタイトルが並んでいましたよ。びっくりですよ、やる時間無いのに……。

　んで、ストア上にはまだまだたくさんのやってみたいゲームが並んでいるわけです。

　学生時代にすんごく欲しかったけどお金が無くて諦めていたゲームとか、ちょっとやりたいけどその金額では手が出ないなーってスルーしてたタイトルとか、めっちゃ好きだったけど結構内容を忘れているヤツとか。

　いつか長い休みがとれたら、懐かしのゲーム三ざん昧まいな日々を過ごしてみたいものです。

　さてさて、ということでこのままゲームの話をしていてもあれなので、『詠う少女の創楽譜フルスコア５巻』のお話です！　お手にとっていただきありがとうございました！

　今回の５巻ですが、物語的にはひとつの大きな転換期となるお話でした。ここぞとばかりに新キャラといいますか、各国の宝石歌姫ビジユカンタトリスたちが登場してきます。

　新キャラ、どうですか？　気に入っていただけたキャラはいましたでしょうか？

　個人的にはリアちゃんと貂ちよう蟬せんちゃんのコンビが好きです。最初は全然違うイメージで書いていたのですが、気がついたらどんどん会話が脱線していってあんな感じに（笑）

　ちょっとシリアス気味な展開が続く中で、一服の清涼剤みたいな感じになってくれていたら嬉うれしいなと思います。

　おお、そろそろページが埋まりそうなので謝辞を。イラストのたにはら先生、担当の庄しよう司じさん、神かみ長ながさん、制作に関かかわってくださったすべての皆様、この本を手にとっていただいた読者の皆様、本当にありがとうございます。

　そして夏のサイン会に来ていただいた皆様。とても素敵なパワーを頂きました。この場を借りて御礼申し上げます。

　皆さんが居るおかげで僕は頑張って生きていくことが出来ます。それではまた、六巻でお会い出来ることを願いまして。
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